















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「＊」が付されている箇所には注釈があります。その箇所を選択すると、該当する注釈が表示されます。
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　超あとがき







超はじめに




　えー、毎度おなじみきくたけでございます。

　昨年開幕した、『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ（以降、ＡＲ２Ｅ）』の新リプレイ『シュヴァルツ』シリーズの第二巻をここにお届けしましょう！　今まで『ＡＲ２Ｅ』リプレイを知らなかったというあなたも、ぜひぜひこれを機に手に取ってくださいませ。




　では、そもそもＴＲＰＧを知らず、本書を手に取られた人のために少しお話をば。

　最初に言っておきますと、本書に収録されているのは、富士見書房から発売中のＴＲＰＧである『ＡＲ２Ｅ』を使用した〝リプレイ〟と呼ばれるものです。




　……ＴＲＰＧってなんだ？

　…………『ＡＲ２Ｅ』とは？

　………………それに、りぷれいって？




　こんな言葉に耳慣れていない方のために、軽く解説しておきましょう。

　ＴＲＰＧとは、テーブルトーク・ロールプレイング・ゲーム（Table talk Role-Playing Game）の略称で、その名のとおりゲームの一種です。

　ＭＭＯＲＰＧ───いわゆる大規模ネットワークＲＰＧのごとく、プレイヤーは自分のキャラクターをひとり創って（これをＰＣ、プレイヤーキャラクターと呼ぶ）操り、仲間と一緒に冒険や物語を楽しむ遊びです。

　ただ、コンピュータやゲーム機が必要なく、代わりに参加者のひとりがゲームマスター（以降、ＧＭ）という立場になり、物語の進行管理を行ないます。

　今、ＰＣがどういうシチュエーションにおかれているのか？

　どんなイベントが発生したのか？

　出現したモンスターは、誰をどのように攻撃するのか？

　物語の途中、ＧＭは脇役キャラを演じてＰＣを助け、また時にはモンスターを操り、行く手を阻みます。敵も味方も、ＧＭの担当となるわけです。

　戦闘の勝敗や、ＰＣの行動の成否は、ＧＭの指示のもと、ダイス（サイコロ）を用いて行なう判定によって決定されます。

　強いて言うなら、このＧＭがゲーム機役と考えてもいいでしょう。

　ＧＭの説明を聞いたプレイヤーは、自分のＰＣにどんな行動をさせるかを決め、それをＧＭに返し、その結果がどうなるかをＧＭが再びプレイヤーたちに返していく。この積み重ねによって、みんなでストーリーを進めていくわけです。

　仲間同士で、アドリブで演劇をするような雰囲気が近いかもしれません。

　ＴＰＲＧにはシミュレーションゲームのような勝ち負けはありません。参加者みんなが、その物語や扱ったキャラクターを楽しむことができれば〝勝ち〟と言えるでしょう。

　そして、ＴＲＰＧを遊んだ風景を文章に書き起こしたのが〝リプレイ〟です。

〝リプレイ〟は、ちょっと口では説明しにくいＴＲＰＧという遊び、その遊び方やプレイしている雰囲気を伝えるのに最適な手段なのです。

　本書を読んで、「面白い！」、もしくは「ＴＲＰＧを遊んでみたくなった！」という方は、ぜひともこの本を友人にも読ませて、遊び仲間を開拓してみてください。

　なお、今回のリプレイでは、私が執筆する〝黒（シュヴァルツ）〟と、『ＡＲ２Ｅ』のシステム＆ワールドデザインを手がけた久保田悠羅が担当する〝白（ヴァイス）〟という二シリーズが、さまざまな関わりを持ちながら進行していくという、ちょっと特殊な進行を取っています。もちろん、本『シュヴァルツ』シリーズのみ読んでも楽しめるようにできてはいます───が！　やはり両方そろえて読んでいただけると、その面白さが増すことうけあいです。もし、本書を読んで興味を持たれましたら、ぜひとも『ヴァイス』も手に取っていただけると感激です。

　このリプレイで使用されているＴＲＰＧ 基本ルールブックは、富士見書房から発売されている文庫判ＴＲＰＧ『ＡＲ２Ｅ』および、その関連商品となります。

　本書を読んで、「お？　ＴＲＰＧって面白そうだ」と思われたら、ぜひとも（まずは）基本ルールブックを手に入れ、遊んでみてください！　これらは全国書店、並びにゲームショップにて絶賛発売中でございます。

　関連書籍については、以下のサイトで紹介されていますので、そちらを見ていただけると幸いです。




富士見書房（※）

　http://www.fujimishobo.co.jp/

富士見ＴＲＰＧポータル（※）

　http://www.fujimi-trpg.jp/

FEAR online

　http://www.fear.co.jp/




※富士見書房および富士見ＴＲＰＧポータルは、二〇二二年現在サービスの変更にともない次のサイトに移動しています。

https://fujimi-trpg-online.jp/




　では、説明が終わったところで本編の方に参りましょう！







これまでのあらすじ




　聖暦一〇一〇年───物語は、エリンディル西方にある寒村・ブリギット村から始まった。

　シェフィル・グラニーは、貧しいながらも仲間たちと楽しく暮らしていた。

　幼少の頃、とある洞窟で封印されていたとこを掘り返して以来、仲間となったイリス。

　考えるよりもまず敵に突っ込んでいく鉄砲玉クロヴィス。

　そして、博識だがちょっぴり腹黒い少女カナデ───。

　シェフィルのたったひとりの肉親である祖父グランジは、かつて名を馳せた剣士だったという。幼い頃より彼に厳しい訓練を課せられてきた彼女は、村一番の弓の名手となっていた。
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　しかし一五歳になった今もほとんど村の外へ出たことはなく、自分の弓の腕前が外の世界で通用するのか、それすらわからない。それが唯一の不満と言えば、不満だった。

　そんなある日、仲間のひとりである幼なじみの少女ミラ・アトラスが〝聖都〟ディアスロンドへ留学することが決まった。それも、ディアスロンド側からの勧誘であるという。

　村人すべてを集めて行なわれる、お別れの宴会───。

　その翌日……ミラに迎えにやってきたのはゼロ・ルシフェルドという新米騎士……そして、四年前に〝薔薇の災厄〟と呼ばれた危機より世界を救済した英雄のひとり、クリス＝ファーディナントだった。なぜ、そんな人物がわざわざ迎えにやってくるのか心に引っかかりを覚える中、出発の時刻はやってくる。

　だが、ミラを見送った直後……村は無数の妖魔の襲撃を受ける。

　必死に応戦する中、村へ舞い戻ってきたミラたちと共になんとか敵を撃退するものの……村の周囲から妖魔の気配は消えない。戦力を分け、村への侵入経路に配置、警戒をするものの……深夜、敵は村の中央にダイレクトに攻撃を掛けてくる。

　グランジは、敵の目的がこの村の地下に広がる遺跡に封印された、〝漆黒の薔薇の刻印〟であると予測した。そして、これを奪いにきた敵を殲滅する命令をシェフィルたちに下す。

　トラップ満載の地下迷宮を四苦八苦の末にくぐり抜けて……一行は、敵と邂逅した。

　そしてこれを見事に打ち倒し、村の危機を救ったのである。

　だが、その戦いの最中……シェフィルはやむを得ぬ状況により、遺跡の中に封じられていた〝漆黒の薔薇の刻印〟を自分の身に刻んでしまう。

　───〝刻印〟には、呪いが掛けられていた。〝刻印〟の開封より三六五日で死が訪れるという、〝神竜〟ゾハールの呪いが。呪いを解くためには、蘇りつつあった五つの〝薔薇の武具〟を集める必要があるという。

　シェフィルは、自分に降りかかった呪いを解除すべく……〝刻印〟を狙う敵より村を守るべく、仲間と共に旅立った。最初の目的地は〝聖都〟ディアスロンド……！
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◆Preplay01◆前夜




　それは、セッション前夜のことだった。

　ＧＭこと、わたくしきくたけは明日に迫せまったセッションのシナリオを考えていた。

　いや、その表ひよう現げんは正しくない。

　シナリオはほぼできあがっている。

　データも完成している。

　ただ、シナリオの冒ぼう頭とうでなにか掴つかみになるイベントがほしく……えんえん悩なやんでいたのだ。

　───時間は迫せまる、気は焦あせる。

「なにか、ネタはないかな……」

　藁わらにもすがる想おもいで、プレイヤーたちからメールされてきた成長後のキャラクターデータファイルを開いてみる。

　今回、セッションが長くなりそうな予感があったため、成長の条じよう件けんを提てい示じした上で、全員にあらかじめデータを組んでもらったのだ。

「わはは、小こ暮ぐれさん《リサイクル》取ってる（笑）。天は……うげ、シャーマンのスキルのレベルが上がってるな……」

　深夜、データを見ながらひとりで笑う。

　やはり、人の作ったデータを見るのは、その人の思考がいろいろ想そう像ぞうできて面おも白しろい。

　そんな時───。

「ん？」

　ふと、ＰＣたちの所持金欄らんが目に入った。

　全員あわせて、まだ二〇〇〇Ｇもお金を残している。

　どうやらほしい装そう備びが見当たらず、あまらしているようだった。

「これは、きっと明日はポーションを追加で買おうとか言い出すな……」

　明めい確かくにほしい装備があってお金を貯ためるという目標でもない限かぎり、お金をあまらすことにあまり意味はない。

「───まてよ」

　……そこで私わたしの脳のう裏りになにかが閃ひらめいた。

「じゃあ、それを逆さか手てにとってシナリオの掴みにしてみるか？」

　それを口にした時、思考のチップがいろいろ繋つながり始めた。

「……ある場所で、お金に困こまってるおじいさんがいたとしよう。そのおじいさんは借金の返へん済さいを迫せまられていて、ＰＣたちにすがってくる。で、ＰＣがいくら貸かすかで分ぶん岐き……」

　脳のう内ないでそんな言葉をテキストに起こしていく。

「プレイヤーは、どうせ宿やど賃ちんくらいにしか使わないと思うはずだし……一〇〇〇くらいは貸かしちゃうだろう。でも、立たち寄よったクラン＝ベルでは競きよう技ぎ大会が行なわれてて、宿賃も特別価か格かくになっていて───で、そのおじいさんが……」

　みるみるうちに、ネタが組み上がっていく。

　そして、約三〇分後───。




「よし、できた……っ！」




　シナリオの、抜けていた最後のピースは脳内で音を立ててはまった。

　これで準じゆん備びは万ばん端たんだ。

　こうして、プレイヤーたちがお金を残していたことに感かん謝しやしつつ……私は、気分よく布団ふとんの中に入ったのだった。




　そして、セッション当日はやってきた───。







◆Preplay02◆お金がありあまっているんです。




「菊きく池ちさん、お金があまりまくってるんです。具体的には二〇〇〇Ｇもっ！」




　時に二〇一三年某ぼう月げつ某ぼう日じつ。

『シュヴァルツ②』のセッションを行なうため、そのメンツが会社の会議室に集まった。

　椅い子すに座すわって早々、キラキラした瞳ひとみを輝かがやかせながら田中天たなか・たかしはそのセリフを吐はいた。

「（そら来た）」

　と、私は思った。

　昨さく晩ばん、予想したとおりの行動だった。




　さて、さっそくだがここで参加者の面々を紹しよう介かいしておこう。




きくたけ

　本名は菊池たけし。

『アリアンロッド』を始めとして、『セブン＝フォートレス』や『ナイトウィザード』シリーズ（いずれもエンターブレイン刊かん）など、ＴＲＰＧを糧かてに生きるゲームライター。

　とにかく読者を驚おどろかし、笑わし、泣かせることに命を懸かけている。いかに読者の予想の斜ななめ上うえを行くか、考えるのが日課。

　本リプレイでは、ＧＭと著ちよ者しやを務つとめる。




小暮英麻こぐれ・えま

『ナイトウィザード The ANIMATION』（緋室灯ひむろ・あかり、アンゼロットの二役）、『To Heart2』（まーりゃん先せん輩ぱい役）など、多た彩さいな役を演えんじる女じよ性せい声せい優ゆうさん。

『アリアンロッド・リプレイ・セカンドウィンド』の他、数多くのリプレイに参加しているベテランプレイヤーでもある。Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．がお送りしているウェブラジオ『ふぃあ通』のパーソナリティとしてもおなじみだろう。




荻原秀樹おぎはら・ひでき

　ティーズファクトリー所しよ属ぞくの男だん性せい声優さん。主な出しゆつ演えん作さくは『あの夏で待ってる』（石垣哲朗いしがき・てつろう役）、『らぶドル～Lovely Idor～』（藤沢智弘ふじさわ・ともひろ役）などがある。その他、インターネットラジオのパーソナリティや、トークライブなどでも活かつ躍やくしている。

　ＴＲＰＧ方面では、『アリアンロッド・リプレイ・セカンドウィンド』シリーズにプレイヤーとして参加した。




久保田悠羅くぼた・ゆうら

『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ』のシステムデザイナーとワールドデザイナーを兼けん任にんする男。Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の社内において、もっとも大人と言われているが、不意に「うにゅう」などと鳴くから油ゆ断だんできない。

　代表作に『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』シリーズ、『アリアンロッド・リプレイ・セカンドウィンド』シリーズなどがある。また、本リプレイと対になる『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・ヴァイス』のＧＭ兼けん執しつ筆ぴつも彼かれの担たん当とうだ。




田中天

　みんな大好き田中天。天と書いて〝たかし〟と読むが、みんなからは〝てん〟と呼よばれて親しまれている、マフィアのボス風の男。ライター。

『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・キャプテンＲＥＤ』シリーズ、『天下繚りよう乱らんギャラクシー（ジャイブ刊）』シリーズなど、多数のリプレイを精せい力りよく的てきに執筆しているため、ご存ぞんじの方も多いと思う。

　ＴＲＰＧのプレイヤーとしての芸風は、変な男に怪あやしい男、ねじが消し飛んだとしか思えないような男など実にさまざま。

　口からほとばしる台詞せりふの数々は、もはや大だい惨さん事じ発生装そう置ちである。




＊　　　＊　　　＊




きくたけ（以下、ＧＭ）：で？　お金がありあまっているとはつまり……。

天：いえね？　今回、データはみんな作ってきてるじゃないですか？　でも今回、レベル上がってもほしい装備が見当たらず……。

ＧＭ：うん。もらったデータによると、たしかに二〇〇〇Ｇくらいあまってたな。




　ちなみに、現げん在ざいの所持金は次のとおりである。




シェフィル：二五Ｇ

イリス：二五Ｇ（ただし仲間から借金している）

カナデ：二五Ｇ

クロヴィス：一九六五Ｇ




小暮：あまりまくり（笑）。

荻原：こっちは、お金借りて装備を買かい込こんでるのに、全体で見るといっぱいあまってる！

天：二〇〇〇とかあまらせるのはもったいないので、プリプレイで……。

ＧＭ：ＯＫＯＫ、アイテムとかの買い足しとかしたいんだな。もちろん大だい丈じよう夫ぶだ。




　計算どおりである。

　ここで所持金を半分……すなわち一〇〇〇程てい度どにしてもらえるとシナリオ的に大だい感かん激げきだ。

　くくく、さあ使うがいい。

　きっとセッションに入ったら───

「なんでお金使ったの！」

「あまってりゃ使うだろうっ!?」

「も、もうちょっと残しておけばよかった」

　……などとプレイヤーがののしりあう未来が見える。うふん。




ＧＭ：で、なにを買う？　装備でほしいものはさすがにないか買えないだろうから……ＭＰポーションでも買い足す？　一〇本でも五〇〇しかしないぞ。

小暮：たしかにポーション、もうちょっと買い足してもいいかな。せっかくクリンナッププロセスでポーション飲めるし、ＨＰポーションも買っておこうかな。

天：ＭＰポーションのが有用ですよ。それならわざわざ買わなくていいかなと。

小暮：そうかな？

天：ええ！（断だん言げん）　それに他に買う物を思いついたのです。

ＧＭ：他？　矢弾の追加とか？

天：砥と石いし。

ＧＭ：へ？




　砥石とはマイナーアクションで使うと、武器攻こう撃げきのダメージが魔ま法ほうダメージになるアイテムである。

　ちなみに、価格は二〇〇〇Ｇ。地風火水の四種が存在する。




ＧＭ：（へ？　へ？）

小暮：へぇ～っ、そんなのがあるんだ！　買おう！（笑）

ＧＭ：あ、いや、二〇〇〇だよ……？

天：買おうぜ、買おう！　宵よい越ごしの銭ぜになんか持っていてもしょーがねえし！

ＧＭ：…………そうとも限かぎらなくない？

小暮：んー……。でもせいぜい、情じよう報ほうもらう代わりに袖そでの下に使うくらいだし？

久保田：なるほど、それならイリスが自由に属ぞく性せい攻撃できる方が有用かもしれませんね。

天：じゃあ、買ってもいいと思う人！




　もちろん、全員が挙手したのは言うまでもない。




ＧＭ：…………。

天：ただ、オレの手持ちだと、お金が足りない。誰だれか、貸してくんねぇ？（笑）

荻原：じゃあ、全ぜん財ざい産さんの二五Ｇを渡わたします。

天：あと一〇Ｇ！

久保田：それなら、カナデが一〇Ｇ貸しましょう（笑）。

天：やった、ありがとよ！　じゃあ、砥石はイリスに渡わたす。いざって時に使えよ。

荻原：おお！　わかりました、ありがたく頂ちよう戴だいしましょう。

ＧＭ：（あー……）




　そして現げん状じようの所持金は以下のとおりである。




シェフィル：二五Ｇ

イリス：〇Ｇ（ただし仲間から借金している）

カナデ：一五Ｇ

クロヴィス：〇Ｇ

ＧＭ：シナリオ……今から変えたりしないからな？　用意したもの、そのまま使うからな？

一同：はい？

小暮：？　そりゃそうでしょう。

天：そんなことより！　あとは砥石の属性をなんにするかだけど……ＧＭ、今回どんな敵てきが出てくる？

ＧＭ：ああ、今回はねー……（と、シナリオに目を落として）……って、教えるか!?（笑）

天：ち！（笑）　じゃあ、荻さんが決めていいや。カンで！　これがあなたの運命を大きく左右するかもしれない！　大だい活かつ躍やくできるかもしれない！　さあ、選ぶんです！

荻原：俺おれっすか！　えー……（しばらく考えて）……カナデの攻撃は〈水〉属性ですよね？　だったら〈火〉属性とかは？

久保田：そうですね。〈水〉属性の敵が出てきたら、私が無力になりますし。いざとなったらイリスがメジャーアクションを消費して、砥石をシェフィルに渡し、使ってもらうという戦せん術じゆつもある。いいと思います。

荻原：では、炎えん熱ねつの砥石を買ったことにしましょう。吉きちと出るか、凶きようと出るか……！

ＧＭ：それは本編が始まってからのお楽しみだ。これで残金いくらだ。

久保田：残金一五Ｇです。

小暮：あたし二五Ｇ残ってるけど、ＨＰポーションも買えない……（笑）。

久保田：にくか野菜でも買っておくといいんじゃないでしょうか（笑）。

天：まあ、野菜かね。

小暮：じゃあ、キャベツ買っておきます！　ごろんとひと玉！




　ちなみに、なにゆえ小暮さんが野菜にこだわり、キャベツを指定したかは『アリアンロッド・サガ ファンブック　Heartbreak Memory』掲載のリプレイを参照である。




天：あ、あと毒消しを買おう、毒消し。

久保田：ん？　カナデが二本持ってるよ。

天：シェフィルあたりに持たせておきたい！

ＧＭ：そんなに毒とか喰らうもんでしょうか……（笑）。

天：喰らう喰らう、俺はバッドステータス大好きだからな（かきかき）。

ＧＭ：じゃ、じゃあ……お金の修しゆう正せいはしておいてね。ちなみに、いくら残った？

一同：はーい！　一〇Ｇでーす！（大だい爆ばく笑しよう）

ＧＭ：全員で一〇Ｇかっ!?（笑）

天：オレたちはいつだって、ぎりぎりのところで生きてるんだよ───ぉ！（笑）

ＧＭ：あああ……（笑）。







◆Preplay03◆お金がないんです。




　残るお金は、一〇Ｇ───。

　それは衝しよう撃げきの事実だった。そして、プレイヤーの知らないうちにＧＭのシナリオ展てん望ぼうが潰ついえたまま……セッションは、ようやく本道へと戻もどった。




ＧＭ：さてと、では今回予告とハンドアウトにいっちゃおうか……の前に。前回の内ない容ようはちゃんと覚えてる？

小暮：はーいっ！　オープニングがすっごく長かったー！（笑）

荻原：はーい、私は壁かべに埋うまってて掘り起こされましたー（笑）。

天：はーい、オレ超ちよう大だい活かつ躍やくだった、マジでマジでー（なぜかドヤ顔）。

ＧＭ：……（笑）。

荻原：でも、クロヴィスのバッドステータスは本当に強かったですね。

小暮：クロちゃん、すっごい頼たよりになったよー！

天：ふふふ……（ドヤ顔のままあやしげな動きを見せる）。

ＧＭ：文字に書けないことすんなよっ!?（一同爆ばく笑しよう）　え、えーと、ゆーらさんは覚えてる……よね？（笑）

久保田：はーい、クマがしゃべって、ダンジョン入って、ドラム缶かんがしゅ───っとなって、フリーザ様みたいな神官が出てきて、あれやこれやでしたー（笑）。

ＧＭ：わざとか!?　もっと大事なところに触ふれようよ!?（笑）

小暮：大だい丈じよう夫ぶですよ、ちゃんと覚えてますから～（笑）。呪のろいの話ですよね？

ＧＭ：ふう……（安あん堵ど）。

久保田：もちろん、覚えています。

ＧＭ：……ま、まあ、覚えてなくても大丈夫なんだけどね。なにしろ今回予告に、ちゃんと前回のおさらいをつけたんだからな！　では、さっそく読み上げよう！




●今回予告

　それは、薔薇ばらの刻こく印いんに穿うがたれた呪い。

　痛いたみはない。身体に違い和わ感かんを抱くこともない。

　しかし呪いは、刻こく一いつ刻こくとシェフィルの身体を蝕むしばんでいく。

　呪いから逃のがれる方法はふたつと、グランジは言った。

　ひとつは、すべての薔薇の武ぶ具ぐを集めて呪いを断たち切きること。

　そしてもうひとつは、三六五日以内に巫女みこがただひとりになること───。




　だが今、それ以上の危き機きが四人の眼がん前ぜんにはあった。




　───そう、お金がない。




一同：おおっ!?（笑）

小暮：あはははは！　買い物のおかげで今回予告どおりになった！（笑）

ＧＭ：お、おう。では、続きを読むぞ……えー……。




　きっと残金は、一〇〇〇Ｇほどか───（予想）。

　お財さい布ふに残ったお金をいかに使うべきか？　それがキミたちの運命を左右する。




一同：なにいっ!?

天：待って待って待って……っ！（大爆笑）

小暮：（手を叩たたきながら爆笑しつつ）ない！　ないよ！　一〇〇〇もない！（笑）

荻原：一〇っすよ、一〇ぅ──────っ！（大爆笑）

久保田：（爆笑しながら）ま、まさか所持金が関係するシナリオがくるか……！

ＧＭ：（しれっとスルーして）……。




『アリアンロッド２Ｅリプレイ・シュヴァルツ』

　　　　　───みっしょん02「シェフィルと蒼そう茫ぼうの縛ばく鎖さ」




　これは、白と黒の運命に翻ほん弄ろうされる少女の物語。




＊　　　＊　　　＊




　と、今回予告を読み上げはしたものの、しばらく笑いが止まらなくなるプレイヤー一同。

　うん、まさかね、今回予告を読む前に所持金が枯こ渇かつするとか考えてなかったんだ。

　そして五分ほどして───。




　ようやく、笑いが収おさまった四人は今回予告の内容を吟ぎん味みし始める。




久保田：……あー、おかしかった（笑）。

天：で、今回予告のことですが（笑）。

小暮：そうそう、わたし、呪のろわれちゃってる。

天：クロヴィスは思う。（やたら渋しぶい口調で）なあ、三六五日以内に、他の〝巫女〟を排はい除じよする方が現げん実じつ的てき……そうは思わねぇか？（笑）

荻原：平和的に解かい決けつするのが一番ですよっ!?

小暮：でもその前に、お金をなんとかしないと……（笑）。

ＧＭ：うむ。金欠、それが村を出たキミたちの、最初の壁ということになる。

天：（やたら渋い口調で）だったら、〝巫女〟を排除したついでに金を奪うばえば問題ねぇぞ。

荻原：ただの強ごう盗とうじゃないですか!?（笑）

ＧＭ：ともかく、次はハンドアウトを配はい布ふしよう。今回のシナリオでは、ギルドでひとつのハンドアウトだ。




●ギルド〝エーデルワイス〟用ハンドアウト

コネクション：ミラ　　　関係：仲間

　発動している呪いを解かい除じよすべく、ブリギット村を出た四人。

　キミたちはディアスロンドをめざしていた。

　ミラに会うために、〝薔薇の武具〟のひとつを、その手中に収おさめるために───。

　しかし、その道どう程ていで立ち寄った街クラン＝ベルの光景を目にした時、はじめてみる外の世界の風景にキミたちの胸むねは高鳴った。

　明日行なわれる競技大会で街は、大きな賑にぎわいを見せていた。
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天：つまり、競技大会でお金を稼かせげばいいんだな？　よし、登録費用を稼かせぐために、スリをするか、他チームを闇やみ討うちして……！（笑）

久保田：だから、なんでそうダークサイドに行こうとするんですか！（笑）

ＧＭ：捕つかまっても知らないぞ？（笑）

天：（ニヒルな口調で）大丈夫だ、捕つかまるなんてヘマはしねぇさ（笑）。

荻原：競技大会で勝てば、賞金で保ほ釈しやくできそうですが……メンバーがひとり欠けた時点で、大おお幅はばな戦力ダウンですよね？（笑）

久保田：そもそも闇討ちがばれたら、その時点で失しつ格かくになりますよ！（笑）

天：本当だ！　しょうがねぇなあ、ちゃんと戦うかー。

小暮：そういえば、〝薔薇の武具〟ってディアスロンドにあるんでしたっけ？

ＧＭ：うん。ちなみに一巻かんのラストで、「ミラが〝薔薇の武具〟を持ってディアスロンドに行った」という情報をグランジから得ているから、それは知っていて問題ないよ。




　ちなみに、この物語は『アリアンロッド２Ｅ ファンブック　ラヴィアンローズ』のリプレイでも描えがかれている。

　なお、このセッション時にはまだ『ラヴィアンローズ』は発売前である。




小暮：あー、そういえばそうだった！　だんだん思い出してきたよ！（笑）

ＧＭ：思い出してくれたならなによりだ（笑）。では、次は成長……は終わってるので、自じ己こ紹介に入ってもらおうか。

一同：はーい！




●シェフィル（７レベル）の場合

小暮（以下、シェフィル）：シェフィルです！　【ＨＰ】79点、【ＭＰ】53点、フェイト５点になりました。

ＧＭ：ほほう、なかなか打たれ強くなったもんだ。

シェフィル：スキルは《レイザーシャープ》、《デュアルアロー》、《リサイクル》、あと一いつ般ぱんスキルの《イクイップリミット》を新しく取得しました。ダメージの底上げと、矢や弾だまをふたつ使えるようにしましたよ。

ＧＭ：しかも、使った矢弾を回かい収しゆうできるのか……（笑）。

シェフィル：節約節約♪（笑）ちなみに、もうこれでスキルは完成してて、あとはスキルレベルをあげていくだけって考えてまーす（笑）。装備は、頭部防ぼう具ぐを闘とう士しのバンダナ、胴どう部ぶ防具をマジカルチェイン、装そう身しん具ぐを手入れ道具にしましたっ。以上です！
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●イリス（７レベル）の場合

荻原（以下、イリス）：イリスです。【ＨＰ】72点、【ＭＰ】79点、フェイトは５点です。【物理防ぼう御ぎよ力りよく】は35、【魔法防御力】は11ありますから、そう簡かん単たんにはやられませんよ。

ＧＭ：35もあるのか!?　か、硬かたい……（笑）。

イリス：スキルは《カバームーブ》のレベルを上げ、《シールドスラム》と《アセティック》、一般スキルの《トレーニング：器用》を新しん規きに取得しました。ダメージと防御力がちょっとずつ上がった感じですね。

ＧＭ：り、了りよう解かい。装備に変へん更こうはあるかな？

イリス：頭装備が不ふ沈ちんの冠かんむり、胴どうがガードローブ、補ほ助じよ防具がダイアポイントアーマーに！

ＧＭ：おお、ずいぶんと立りつ派ぱになったなあ。

イリス：僕の装備を充じゆう実じつさせるために、みんながお金を貸してくれたから……（笑）。

天：（優やさしい声で）誰のお金というわけでもないさ。みんなのお金、だろ？

イリス：クロヴィス……ありがとうございます……！

天：（優しい目でうなずきながら）だから、ちゃんと生きて活躍してくれ。そして、死ぬ時は、我われ々われのために身を挺ていして死んでくれ（笑）。

シェフィル：え～？　お金は精せい算さんしてから死んでほしいです！

イリス：い、意地でも死ねない!!　僕は絶ぜつ対たい死にませんよ!!（笑）
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●カナデ（７レベル）の場合

久保田（以下、カナデ）：カナデです。【ＨＰ】は60点、【ＭＰ】77点、フェイトは５点。スキルは《アンプロンプチュ》、《ディスコード》、《バラード》、それから、一般スキルの《バイタリティ》を新規取得しました。

ＧＭ：判はん定ていを呪歌に変えて、他人のダメージを上げて、【物理防御力】と【魔法防御力】を上げるのか……くっ、なんといやらしい！（笑）

カナデ：うふふ♪　ちなみに装備は、補助防具を護まもりの指輪に買かい換かえました。余あまったお金はイリスさんの装備に回してもらってます。

イリス：ううっ、ありがとう、ありがとう……（笑）。
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●クロヴィス（７レベル）の場合

天（以下、クロヴィス）：クロヴィスだ。【ＨＰ】67点、【ＭＰ】60点、フェイトは５点。《ピアシングペイン》と《シックネス》のレベルが１ずつ上がったので、一シーン三回まで、［衰すい弱じやく（３）］つき貫かん通つうダメージを与あたえることができるぜ。

ＧＭ：［衰弱（３）］かよ!?　厄やつ介かいだなぁ……。

クロヴィス：それから、《サンドクラウド》を新規取得したので、一シナリオ一回、武ぶ器き攻撃の命中判定のダイスのうち一個こを無む視しすることができるようになった。

ＧＭ：なんだと!?（笑）

クロヴィス：ＧＭがクリティカルを出した場合に、それを潰つぶすために取得したんだぜ！

ＧＭ：嫌いやがらせか!?（笑）

クロヴィス：もちろんだ！（笑）それから、一般スキルで《ベアアップ》を取得した。装そう備び品ひんに変更はないぜ。んで、オレも金をイリスに渡して、装備品を買ってもらった。ちゃんと守ってもらわねぇとな。

イリス：もちろんです、お任まかせください！
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ＧＭ：だいたい、そんなとこかな？　じゃあ、ギルドのレベルもあがってるのでそっちの処しよ理りをしてセッションに入ろうかね！




●ギルドの成長

ＧＭ：ギルドレベルが４に上がったので、新規取得するギルドサポートを選せん択たくしてくれ。

クロヴィス：（生き生きした顔で）《蹂じゆう躙りん部隊》がいい！　蹂躙できて楽しいぜ？（笑）

シェフィル：それはちょっと……（笑）。

クロヴィス：じゃあ、男らしく《背はい水すいの陣じん》！

シェフィル：わたしたちはそれでもいいけど……（笑）。

イリス：（データを見て）これ、僕の【物理防御力】も０になっちゃいますが……（笑）。

クロヴィス：しょうがねぇ、ちがうのにしようぜ。

カナデ：ちなみに、あと３レベル分持っていけますよ。

シェフィル：《高機動部隊》も定番ですよね？

カナデ：あとは《防ぼう衛えい部隊》がお勧めですね。イリスの防御が、より堅けん牢ろうになりますよ。

クロヴィス：それいいな！　金かけたかいがあるってもんだ！（笑）

シェフィル：じゃあ、それにしようか（あっさり）。

ＧＭ：ま、待て、《防衛部隊》は計算外だぞ！　想定が大幅に狂くるっていく……っ!?（笑）

イリス：僕、【魔法防御力】が15、【物理防御力】が38になりました！

ＧＭ：なにその硬かたさ!!　ダメージ通らないじゃないか！　作ったデータが……っ!?（笑）

シェフィル：いいじゃないですか！　ＧＭの想定を覆くつがえすのは楽しい！（笑）

ＧＭ：くそぉーっ!?（笑）

シェフィル：でも、そんなことよりお金だよ、お金！（笑）　まず、そっちをなんとかしないと！（笑）

イリス：そ、そうですね……（笑）。

カナデ：袖の下にしかならない金きん額がくです……。

クロヴィス：オレたち、明日から生きていけるのか……（笑）。

ＧＭ：と、そんな明日への不安を残しつつ、プリプレイを終しゆう了りようしようじゃないか（笑）。
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ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening01◆お金がないっ！




　シェフィルにかかった呪いを解とくには、〝薔薇の武具〟というものが必要だという。それを持つというミラに会うため、〝エーデルワイス〟はディアスロンドへ向かう。

　だが……早くも彼らの前に、金欠という巨きよ大だいな壁が立ちふさがっていた。




ＧＭ：では、オープニングフェイズを始めよう！　えー……どうしようかな……。

一同：どうしようかなっ!?

ＧＭ：あ、いや、いきなり想定が狂ってな……えー……うん、まずは状況から解説しようか。キミたちは今、シェフィルの呪いを解くため、そして〝薔薇の武具〟を持つミラに会うため、ディアスロンドへと向かう街道を歩いている───そんな状況と思ってほしい。

クロヴィス：村から出たぜ───っ！　早いとこどこかでかい街に行こうぜ、街！

イリス：クロさん、落ち着いてください（笑）。

ＧＭ：クロがはしゃぐのも無理はない。幼い頃から小さな村の中だけがキミたちの世界だった。村から出ることもほとんどなく、日々鍛たん錬れんに明あけ暮くれていたキミたちにとって、この街へと向かう大きな道も、往おう来らいする馬車も……見るものすべてが目新しいものだった。

シェフィル：うわ～っ、すご～い！　……あっ、こんにちは！

ＧＭ：え、あ……「こ、こんにちは」

シェフィル：馬が返事したっ♪

ＧＭ：馬かよっ!?　馬に話しかけたならそう言えよ！　返事しちゃったよ!?

クロヴィス：（渋い口調で）───知ってるか？　都会じゃ馬はしゃべるのがふつうなんだ。




　息をするようにデマを吐はくんじゃない。




ＧＭ：しかし、ブリギット村を出立してのち……すべてが楽しいと思えたのは、最初の数日だけだった。そう、わずか数日で知ってしまったんだ、キミたちは。

一同：…………。

シェフィル：な、なにをでしょう。

ＧＭ：（シリアスな声で）お金は大切だ、ということをさ……（笑）。

シェフィル：気付いたら一〇Ｇしかない！

クロヴィス：己おのれを鍛きたえるためにしか金を使ってこなかったオレらは、生活に関するすべてを村のみんなに任せていた。だから生きる上で、いかに金がかかるものかを知らなかった！

シェフィル：その結果がこれだよ！

カナデ：シェフィル……生活費が、足りません……（笑）。

イリス：いけませんね、宿代どころか食費もありません。




　ちなみに『アリアンロッド』では本来、旅の生活費を考える必要はない。

　日々の生活費は、冒険の合間に稼いでいることになっている。

　この〝お金がないロールプレイ〟は、プリプレイを受けてのプレイヤーたちのお遊びだ。




ＧＭ：（低い声で）───お金がない。村を出てから一週間足らず、キミたちは街の影すら見えぬ街道の真ん中で途と方ほうに暮くれていた。

一同：…………。

クロヴィス：しかたねぇ……いっちょその辺で、俺がひと稼かせぎしてくるか。

シェフィル：殴なぐられ屋でもしてくるの？（笑）

クロヴィス：いや、追いはぎでも。

ＧＭ：ＰＣが追いはぎすんなよっ!?

カナデ：そうですよ、追いはぎはいけません。

ＧＭ：さすが〝エーデルワイス〟の良心。もっと言ってやれ。

カナデ：走ってきた馬車に体当たりをする程度にしてください。

ＧＭ＆クロヴィス：当たり屋かよっ!?

クロヴィス：それだって犯はん罪ざいじゃねーか!?（爆笑）

イリス：（ごく落ち着いた口調で）───いや、待ってください。相手をゆするのではなく、保ほ険けん金きんを出してもらうような形なら……。

ＧＭ：だめだろうっ!?

クロヴィス：そうだっ、痛いたいのは絶対嫌いやだからな!?（笑）

ＧＭ：問題はそこでもないよっ!?（一同爆笑）

イリス：はっ……!?　私はなんという考えを……！

シェフィル：あまりにもお金がなさすぎて、つい！（笑）　ほら、もう三日も食べてないし……野宿は得意だけどさすがにこうも毎日だと……。

カナデ：カナデなんかおなかが減りすぎて身体の震えが止まりません。かくかく。

クロヴィス：ここはやはり緊急避難を適用してだな……知ってるか？　法治国家じゃ生命の危機に瀕した時は、なにをしても許されるんだ。

カナデ：ふふふふふ、やむを得ませんね。

シェフィル：カナちゃん、目がいっちゃってるよっ!?（笑）

ＧＭ：追おい詰つめられすぎだろうっ!?（笑）

クロヴィス：冷静になって考えるぞ。みんな金を稼かせげるような一般スキルを持ってないか？

一同：持ってない！（即答）

イリス：戦うためのスキルなら、いっぱいあるんですけどねえ……（笑）。

シェフィル：あたしたち、どんだけ戦闘集団なの……。

イリス：経済観念０だし……。

シェフィル：武器とポーションの方が大事……。

カナデ：でも、砥石は食べられません……。

クロヴィス：カナデ……お前、歌は上手ぇけど金稼げるほどじゃねぇんだな……（笑）。

カナデ：歌で稼げるスキルを持ってないだけですよ！（笑）さ、幸い調理道具は持っていますから、農家の手伝いなどして……市に出せないような野菜を頂いただき、食べ繋ぎましょうか。

クロヴィス：せっかく冒険に出たのに、野良仕事か……他に案はないのか。

カナデ：あります。

イリス：さすがカナデさん！　頼りになる！（笑）

カナデ：実は、この近くにクラン＝ベルという街がありまして……この時期、ちょうど競技大会をしているはずです。たしか、賞金も出るはずです。




　おい、シナリオの先を読むな。




カナデ：それに神しん殿でんに行けば、とりあえず寝ね床どこは貸してくれるはずです。それから、仕事は神殿を通して依い頼らいが出されるはずなので……。

クロヴィス：オレらの腕うでを貸かせば、金が稼げるってわけか！　そりゃあいい！

シェフィル：モンスター退たい治じの依頼受ければ、ドロップ品ももらえるし。いいことずくめ！

イリス：どうにか、あるべき冒険者の姿すがたに戻もどれそうですね、よかったよかった（笑）。

カナデ：神殿で仕事を受けられるかはともかく、競技大会はベストかと……っ！




　正解である。たしかにハンドアウトに競技大会の存在に触れているとはいえ、なぜ本セッションでそれに参加することをここまではっきり断言しているかと言うと……そう、カナデ……いや、久保田はそのことを知っていたからだ。

　というのも、先行してセッションを行なった『ヴァイス②』において、ＧＭの久保田はプリミラとシェフィルをクラン＝ベルの競技会場で出会うシーンを演出していたのだ。
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　今回、それと同じシーンを再現することは、本セッションの仕様だったのである。




ＧＭ：くそ……（笑）。

クロヴィス：競技大会って、誰でも出られるもんなのか？

カナデ：誰でも出られます。階級によって、賞金がちがうみたいです。ちなみに階級は初級、中級、上級とあるみたいですよ～。

クロヴィス：そいつぁいいや！　よし、大会に参加して賞金稼かせごうぜ！

シェフィル：…………落ち着いて考えれば……呪いがどうとか言ってる時にのんびりそんなことしてていいのかな……（笑）。

クロヴィス：一日や二日寄より道みちした程度じゃ死なねぇって！　そもそもオレたち、明日生きてるかもわからねぇんだぜ？　だったら毎日楽しく生きようじゃねぇか。な？

イリス：あの、その台詞を言うべきはシェフィルであって、クロヴィスではない気がします。私は今こそ気付きました。我々が真にすべきはシェフィルに掛けられた呪いを……！

シェフィル：ま、いっか。

イリス：い、いいんですかっ!?

シェフィル：たしかに、今は路銀を稼ぐ方が大事だしね。まあ、なんとかなるなる！

イリス：シ、シェフィルがそういうのなら……。

シェフィル：じゃ、さっそくクラン＝ベルに行こう！

ＧＭ：ＯＫ、ではここで一旦シーンを切ろうか！







◆Opening02◆宿屋に泊とまろう！




〝水の街〟クラン＝ベル───。

　初めて見る、大きな街の光景に……その喧騒に、シェフィルたちは目を丸くした。

　だが、それは一瞬のこと。

　今はそれよりも……




　大事なことがあった。




ＧＭ：さて、次のシーンに移うつろう。キミたちが無事、クラン＝ベルへとたどり着いたシーンだ。ここは、大精霊ウンディーネの加護を受けた水上都市だ。街には縦横無尽に水路が走り、無数のゴンドラで人が行き来している。キミたちがいる場所から見える市場も、すべて水に浮かぶ船の上に並び、活気に満ちているな。

イリス：水上都市にゴンドラ……おお、ベネツィアみたいなものですか。

ＧＭ：だね。加えて、競技大会シーズンゆえに観光客も多く、賑やかさはいつも以上だ。

クロヴィス：だが、今のオレらに観光を楽しむ余裕はない……。

カナデ：（死にそうな声で）や、やっと街に着きました……。

シェフィル：（死にそうな声で）お腹なかが空いて力がでない……。

クロヴィス：（死にそうな声で）め……飯……ィ。

ＧＭ：どんだけボロボロなんだ。

イリス：みなさん、大丈夫ですか!?　とりあえず神殿に向かいましょう。

ＧＭ：いきなり神殿か。宿の確保はしな……。

一同：お金がない。

クロヴィス：神殿行けばタダメシ。

ＧＭ：…………。

カナデ：泊まる場所もタダのはず。

ＧＭ：では、イリスが三人を抱かかえ、引きずり、そして背せ負おいながら神殿へと向かった。ブリギット村で見たよりはるかに大きく、そして整備されたその建物は、ここが都会だとキミたちに教えてくれる。その入口にキミたちは立ち……。

イリス：すみません、失礼します。

シェフィル：ご、ごめんくださーい……。

クロヴィス：ご飯、食べさせてくれ～！（笑）

カナデ：カナデたちは冒険者です～……一ひと晩ばん泊とめてくださ～い……。

ＧＭ：生命の危機に瀕したような声。やがて、奥おくから若い神官が出てくる。「神殿はすべての人に開かれています。どうぞ中へ……おお、ずいぶんとお疲つかれのようですが、遠くからいらっしゃっ……」

シェフィル：（言葉を遮さえぎって）ご飯ください！

ＧＭ：「では、どうぞこちらへ」　……と、まずは食堂にて温あたたかいご飯が出された。

シェフィル：もぐもぐもぐっ！

クロヴィス：がつがつがつ……！

カナデ：むしゃむしゃ。

イリス：───ごっくん。

一同：……ご馳ち走そう様さまでした。

クロヴィス：はー、食った食った！　あとは、このまま部屋を借りて寝ねられりゃ最高……！

ＧＭ：人心地ついたキミたちは、神殿に人がいっぱい集まっていることに気づく。巡じゆん礼れいの人もいるし、競技大会を観戦に来たと推すい測そくできる一いつ般ぱん人じんもいるようだ。

カナデ：みなさん、競技大会を楽しみにしてらっしゃるんですね。

ＧＭ：「ええ。クラン＝ベルが一年でもっとも盛もり上あがるシーズンですからね。大会に参加されるなら、すぐ受付に行かれるといい。紹介状を書きましょう」

シェフィル：それ以前に、泊まるところも決まってないけどね……（笑）。

ＧＭ：「ああ、でしょうねえ。今回の大会、開催にあたって神殿も受け入れ態勢を整えてはいましたが、想像以上の人出で宿泊所もいっぱいなほどでしてねえ」

クロヴィス：今、やんわりと神殿には泊まれませんって言われたぞ。

シェフィル：宿に泊まると、宿代っていくらだっけ？

ＧＭ：ルールブックによると、ひとり一泊ぱく一〇Ｇくらいだね。

イリス：四人いるから、四〇Ｇですか……。

シェフィル：足りない……。

ＧＭ：そのくらいのお金を持っていないことが驚きだ。

シェフィル：ね、神官さん。泊まれる場所、どこかにないですか？

ＧＭ：神官は、笑いながら言う。「ははは、困りましたね」

クロヴィス：笑ってる場合か。

イリス：なにを困っているんです。

ＧＭ：「いえね？　シナリオの予定ではみなさんがまず宿へと向かい、そこでイベントが起こって話が進行するはずでした。まさか手持ちのお金が宿の一泊分すらなく、最初に神殿にやって来ると思っていなかったので……私は今、とても困っているのです」（一同爆笑）

一同：知るかあっ!?（大爆笑）

カナデ：メタなことを言わないでください（笑）。

シェフィル：ど、どこか一〇Ｇで四人を泊めてくれるような宿はありませんか！

ＧＭ：「う、む……この競技大会の時期、ただでさえ宿を取るのはなかなか……高い宿なら空いているかもしれませんが」

クロヴィス：（少し考えて）……なら、俺のファインダガーを質しちにでも入れるか。村から持ってきた思い出の品だが……売れば半額一二五Ｇくらいになるはずだ。それでどうにかしてみようぜ。

シェフィル：え、いいのクロちゃん……？

クロヴィス：おうよ。背せに腹はらは代えられねぇだろ？　それにこいつはほんとにいい品なんだ。ＧＭ、できるかね？

ＧＭ：もちろん。では、場面を変えようか！




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：神殿を出てキミたちは大通りの外れにある、質屋へとやってきた。店に入ると主人とおぼしき……そして妙に調子の良さそうな親父が愛想笑いを浮かべて迎えてくれる。「……いらっしゃいませ～ぇ」

クロヴィス：よぉ、邪魔するぜ？　ちょっと金がいるんだ、このダガーを質に入れてぇんだだよ、どうだ？　モノはいいぜ？

ＧＭ：「おお、たしかにこれは素晴らしいお品ですねえ」

クロヴィス：フフ、二五〇Ｇの品だからな。これなら……。

ＧＭ：「一〇〇でどうでしょ？」

クロヴィス：ひゃ、ひゃくっ？　一二五Ｇが相場じゃねぇのっ!?

ＧＭ：「いやあ、今は一年でもっとも人が集まる時期でしてねぇ、質しち入いれのお客様も多いのですよぉ。ファインダガーも品あまり状態なのでしてねえ。本来ならば……本来ならば！

八〇Ｇのところを！　あなた様を立派な冒険者様と見み込こんでのこの価格でして……！」

クロヴィス：おお……っ！　あ、あんたオレのことをわかってくれ……っ。

ＧＭ：「もちろん、もちろんですとも！　この品を見ればわかります！　今までさまざまな苦労が染しみこんでいるダガーとお見受けして、一〇〇Ｇというお値ね段だんにしたわけで……！」

クロヴィス：一〇〇Ｇか……。競技大会はいつだっけ？

ＧＭ：明日です。

クロヴィス：宿泊費が四人で四〇……あ、なんだ？　足りるじゃん。一泊できれば問題ねぇ。宿しゆく泊はくついでにポーションも買えるじゃねぇか？

ＧＭ：一〇〇Ｇあれば、ＭＰポーション二本も買えるよ。大金だよ。

クロヴィス：おお、じゃあ二本買うかっ!?

イリス：それじゃなんのためにダガー売るのかわかりませんよ!?（笑）　泊まれなくなるじゃないですかっ!?

クロヴィス：ほほほんとだっ!?　宿泊できねぇんじゃ意味ねーんだよ親父ぃっ！（笑）

シェフィル：（←大爆笑している）

イリス：（爆笑しながら）あ、頭が悪いにもほどがある……！（笑）

ＧＭ：店の親父は、クロヴィスの言葉にあいも変わらず温和な表情だ。「おお、宿？　宿をお探しですか？　そのダガー、一〇〇でお譲りいただければ、知り合いの宿屋に話をつけてみますよ。それでいかがですかねえ？」

イリス：それで空いている宿に泊とまれるなら、私は異い論ろんはありません。

シェフィル：久ひさしぶりにベッドで寝ねたいよ～！

カナデ：ええ、カナデも同感です。

クロヴィス：よし、一〇〇で手を打つぜ、親父。虎の子のファインダガーを売っちまおう。

ＧＭ：店の親父は満面の笑顔でダガーを手に取って頬をさする。「ああ、思い出の詰まったいい品だあ……」

クロヴィス：……まあな、大事な思い出が染み込んでいるからな（しみじみ）。

カナデ：ちなみに買かい戻もどす時はいくらになるのですか？

ＧＭ：「三五〇Ｇです」

一同：高っ!?（笑）

クロヴィス：お、お前……っ、こいつは二五〇Ｇだろうがっ!?　一〇〇増えてるっ!?

ＧＭ：（神妙な、そして諭すような口調で）「……たしかにダガーの価格は二五〇Ｇ。その、プラス一〇〇Ｇはあなたの思い出の値段ですよ。むしろ安いものではありませんか？　あなたの思い出は、一〇〇Ｇで買えるようなものですか？」

クロヴィス：買えねえさ。だってそいつは、親父の形見なんだぜ？

ＧＭ：売るなよっ!?　親の形見をっ!?（一同爆笑）

クロヴィス：しょうがねーだろっ！　ベベベベベッドで寝ねるためだよ!?（笑）

イリス：く、クロヴィスさん、落ち着きましょう（笑）。

クロヴィス：ぜー、ぜー。

シェフィル：絶対あとで買かい戻もどしにきますから、保ほ管かんしておいてください！

ＧＭ：親父はテーブルの上にお金を積んで相づちを打つ。「わかりました。大切な品ですからね、保管しておきましょう。あ、宿はこちらへどうぞ」　彼は地図を渡してくれた。

シェフィル：クロちゃん、本当に、質入れしちゃっていいの？

クロヴィス：まあ、ダガーなんて単なる〝モノ〟だ。みんなのためなんだから、親父も許ゆるしてくれるさ───。

イリス：ありがとう、クロさん……！　今、すごく感動しました。

ＧＭ：「……ところで、今ならポーションを一本四五Ｇで販はん売ばいしますが」

クロヴィス：ああ、五〇Ｇのポーションが四五かあ……今なら買え───。

一同：やめろ───っ!!（笑）

カナデ：ここにいるとぼったくられます！　さっさと出ましょう！（笑）

ＧＭ：「では、またのご来店お待ちしております」　そんなわけで、キミたちはお金を手に入れ、お店を出た。

カナデ：なんかすごいダマされた気がする……（笑）。

クロヴィス：……まあ、あのダガーは「投射できる武器も持っておくと便利かなー」と買っておいただけなんで気にしないでいい。

一同：…………。

ＧＭ：い、いやちょっと待て。親父の形見はどーした。

クロヴィス：知らん。

イリス：ウソだったんですかっ!?　さっきちょっと感動したのに……っ！（一同大爆笑）

カナデ：……と、ともかく紹介された宿に行って、寝床を確かく保ほしてから競技大会の受付に行きましょうか。

シェフィル：さんせーい！




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：というわけでキミたちは、質屋さんに紹介された宿を求め、街の外れへとやってきた……って、なんか宿屋に来るまでになんでこんな時間かかったんだ……（笑）。

クロヴィス：まったくだ。

ＧＭ：さて、質屋の地図に導かれてやってきたのは、こぢんまりとはした……しかし小綺麗な宿だ。豪奢とは言いがたいが、ホールはきれいに掃そう除じされ、なかなか居い心ごこ地ちはよさそうだ。ホールの奥には、無人のカウンターがある。

カナデ：カウンターのベルを鳴らして呼ぶのかな。

ＧＭ：そしてホールの隅には、貧相なおじいさんがキミらを悲しげな瞳で見つめていた。

一同：は？

シェフィル：誰？

ＧＭ：いや、もう用済みのＮＰＣだ。気にしなくていい。

クロヴィス：だったら言うなよっ！（笑）




　プリプレイ＆超あとがき参照である。




カナデ：とにかくチェックインを済ませましょう。

シェフィル：すいませ～ん！　〝チン！〟（←カウンターのベルを鳴らしたらしい）

ＧＭ：では、ほどなくして───「は～い！」　そんな声と共とカウンターの奥から……。

シェフィル：かわいい子かわいい子！

ＧＭ：そう、腰こしの曲がったかわいらしい美老婆が出てきま……（一同爆笑）。

クロヴィス：なんでだよっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：目のあたりがとってもキュート。

クロヴィス：そんな情報はどーでもいいからっ!?（笑）

ＧＭ：ちっ。（しわがれた甲かん高だかい声で）「おや、お泊まりですかえ？」

シェフィル：あ、あの、質屋さんから紹介されて来ました。

ＧＭ：「はいはい、聞いておりますよ。おふたりずつ、ふた部屋のご案内になりますがよろしいですか？」

シェフィル：はーい。

イリス：よろしくお願いします。

ＧＭ：「───では、おひとり様三〇Ｇ、あわせて一二〇Ｇいただきます」

一同：…………。

クロヴィス：え……っ？

イリス：お？

ＧＭ：「いえねえ、この時期になるとどうしても混こん雑ざつするのでお代を多めにねぇ……」（笑）

クロヴィス：もともと一〇Ｇしかなかった。ダガーを売って、手持ちが一一〇Ｇになった。

イリス：足りませんね……。

カナデ：あのぅ……もう少しお安くなりません？

ＧＭ：「そう言われましてもねえ……」

クロヴィス：じゃあ、一〇〇Ｇとキャベツひと玉でどうだ？

シェフィル：や、野菜は渡したくない！　他のはいいけど、これだけは駄目なのっ！




　なんでやねん。




シェフィル：だったら、毒消しひとつと、五Ｇで手を打ってもらうってのはどう？（笑）

ＧＭ：「ふうむ、ちょうど毒消しがほしかったところではありますが……」

クロヴィス：毒消しをほしがるババアって、どんなババアだ!?　こえーよっ！（笑）

ＧＭ：「ではまあ、毒消しはいただくとして……しかしなあ……（いきなりわざとらしく）ああっ、そうじゃっ!?」

シェフィル：なにこれ、胡散臭い（笑）。

ＧＭ：「胡散臭いなんて失礼な。競技大会に出るお客様でしたら、その賞金で後払いいただくことも可です。階級によりますが一回戦でも勝ち抜いたギルドにはお金が支払わ……」

クロヴィス：なんだと!?　ばあちゃん、オレたち宿をおさえたら、競技大会の受付に行くつもりだったんだ！

ＧＭ：「おお、それなら話は早い。なら、よしとしましょう」

シェフィル：やった！

クロヴィス：それで!?　いくらになる!?（鬼き気き迫せまる顔で）

ＧＭ：「では、二〇〇Ｇいただきます」

一同：なにいっ!?（笑）

イリス：ボラれてる！　我々はボラれようとしている！（笑）

カナデ：もしや、あの質屋とこの宿、グルなのでは……（笑）。

イリス：でも、これでお宿はどうにかなりましたね。

カナデ：では、競技大会の受付に行きましょうか。

シェフィル：お───っ！

ＧＭ：それじゃ、キミたちが受付に向かったところで、オープニングフェイズを終了しよう。







ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆競技大会受付にて




　なんとか宿を確保したシェフィルたち一行。

　だが、それは路銀を稼ぐという大いなる目的を果たすための、ほんの過程に過ぎない。

　部屋に荷物を放り込むと、はじけるように街へと飛び出した。

　クラン＝ベルを縦横無尽に走る水路が、夕焼けに照り返って街を金色に染める。

　もちろん、今の彼らに……




　そんな風景を楽しむ余裕は微塵もなかった。




ＧＭ：さて、それではミドルフェイズに入ろう！　宿屋から出た時には、すでに日も暮くれかかった夕ゆう刻こくだ。向かうは競技大会受付所……で、いいんだよね？

一同：おう！

ＧＭ：その場所はすぐわかった───が、見ればそこにあったであろう受付所のテーブルや看板を片付けている光景が……

シェフィル：もしかして、受付締しめ切り？　クロちゃん、行け───っ！

クロヴィス：おうよ！　全力ダッシュで受付に走はしり込こむ！　……ズザザザザザアァァ……っ、キキイ！　おいっ、そこのねーちゃんっ、競技大会の参加申もうし込こみを……！

ＧＭ：「残念ながら、本日は受付を終しゆう了りようしました」

クロヴィス：神しん殿でんからこうして紹介状までもらってきたんだぞっ！　受付に行ってこいと！

ＧＭ：「んー……たしかに今日の日付の紹介状ですね。でも間に合わない時刻にこれを発行するはずがないんですが……もらってから、すぐこちらへいらっしゃいました？」

一同：はい！（断言）




　大ウソである。




ＧＭ：「ちなみに、ちなみにどの階級でお申し込みですか？　１～４レベルのノービスクラス？　それとも５～10レベルのアドヴァンストクラス？　もしくは……」

シェフィル：あ、そのアドヴァンストクラスです！

ＧＭ：「あー、アドヴァンストクラスは定員オーバーにつき、申し込みを締め切りました」

一同：なにいっ!?

ＧＭ：「せめて、紹介状をもらってすぐ受付に来てくださったなら……」

クロヴィス：細けぇことはいいんだよっ!?　オレはリプレイに書けないような手しゆ段だんを使ってでも受付を済すませようとするぜ？　オレらはガキの使いじゃねぇからよぉ！（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：横暴すぎるだろっ!?（笑）　クロの迫力に受付の女性神官は涙目だ。「そ、そんなことを言われましても～……」

カナデ：……お願いします！　カナデは真しん摯しに訴うつたえましょう。

ＧＭ：おお、カナデはさすがに常じよう識しき人じんなだけあって……。

カナデ：目は「受付させてくれないとなにするかわかりませんよ？」と物語っています。

ＧＭ：こっちも脅おどしかよ！（笑）

カナデ：ごごごご……（←黒いオーラが出ている）。

イリス：僕ぼくも頭を下げましょう。お願いします！

シェフィル：お願いします、わたしたち、どうしても大会に出たいんです！

ＧＭ：「いや、ですけど……」と、困こまる受付の人。

シェフィル：ど、どうしよう、このままじゃお金がなくて行き倒れちゃう……。

ＧＭ：と、そんな時だ。「……おや、お困こまりのようですな」　奥おくの方からふいに姿を現わした男性の神官が声をかけてくる。

一同：お？

カナデ：どんな人でしょう。

ＧＭ：そうだな……身なりから、それなりに地位の高い神官だとわかる。年齢の頃は四〇歳くらい。禿げた頭に、やや小太り。目は線のように細いが、どこか温和な……。

シェフィル：…………魔神ブウ？

ＧＭ：なんでだよっ!?（一同大爆笑）




魔神ブウ

　コミック『ドラゴンボール』に登場するキャラクター。

　チョコやアメ玉など、相手をお菓子に変えてしまう怪光線を発射する。




シェフィル：め、目が細くて、小太りって言ったから……（笑）。

カナデ：たしかにそうですけど！（笑）

クロヴィス：オレら、チョコレートにされちまうよ……っ！（笑）

イリス：（大爆笑しながら）ひ、ひどいよ小暮さん！　神官が一いつ瞬しゆんで魔神ブウのイメージになっちゃいましたよっ!?（笑）

カナデ：（爆笑しながら）もうこの神官がブウにしか見えない……っ（笑）。
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シェフィル：だ、だって……！（笑）

ＧＭ：話を戻す！　戻すぞっ!?　神官は、温和な表情で言う。「……お嬢さん方、なにやら切せつ羽ぱ詰つまったご様子ですが……」

シェフィル：わたしたち、どうしても競技大会に出たいんです！

カナデ：なんとか受付していただけないでしょうか？

ＧＭ：「ふむ……」　神官は少し考えてのち、受付の女性神官に向けて微笑む。「見ればこの子らは、大会に出ることを切望している様子。受け付けてあげてもよろしいのでは？　あと１ギルドくらいはなんとかなるでしょう」

一同：お。

ＧＭ：「まあ……パブリク様がそうおっしゃるのなら」と、受付の人は渋しぶ々しぶ了承する。

一同：やった！

クロヴィス：ありがとう、神官ブウ！（一同爆笑）

ＧＭ：誰だよそれはっ!?　今、名前を言っただろうっ!?　パブリクさ……！

イリス：もう、ブウという名前がインプットされてしまいました……（笑）。

カナデ：おなじく……。

ＧＭ：…………。

シェフィル：（←爆笑している）

ＧＭ：ともかく続けよう。「……それにしてもここらでは見かけないお方たちだ。遠くからいらっしゃったとお見受けしますが」

クロヴィス：おい、オレらが田舎いなかモンだってばれてるぞ!?

シェフィル：えっ、やだ、恥はずかしいっ！

ＧＭ：「いえいえ、ずいぶんお若いのに歴戦の冒ぼう険けん者しやの風格すら感じられますなあ……」

シェフィル：（うれしそうに）あら～、わかっちゃいますか～？（笑）

クロヴィス：（うれしそうに）だろぉ？　だろぉ……っ？（笑）

イリス：（うれしそうに）ははは、歴戦の勇者だなんていやいやそんな。

カナデ：み、みんな……（笑）。

シェフィル：あ。（少し考えて）そういえばこの人に〝刻こく印いん〟、見せても大丈夫かな？

イリス：……この神官に限らず、ほいほい見せるものではないかと思いますが。村を襲った輩はまだ〝刻印〟を狙っているでしょうし。

クロヴィス：いや、逆にそれを利用しねえか？　俺らを知ってるなら、〝刻印〟を見ればなんか反応するかもしれねえぞ。さりげなく見せて観察しようぜ。

ＧＭ：……どんだけ疑り深いんだ。

カナデ：グランジさんの教育の賜物です。ふふふ。

クロヴィス：オレたち、訓練された子供たち。

シェフィル：じゃ、マフラーをちょっとずらして刻印を見せてみます。

ＧＭ：とりあえず反はん応のうしないな。ブウは笑顔のまま、キミたちを興味深げに見ているだけだ。「……この近辺では見かけませんが、どちらの村のご出身で？」

クロヴィス：オレらはブリギットって小さな村から来たんだ。

ＧＭ：「ブリギット村……？」

カナデ：あれ、反応した。

クロヴィス：ちなみにロイドっていうすげえ神官がいた村だ。

ＧＭ：「なに、ロイド……っ!?」
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クロヴィス：あれ？

カナデ：ご存ぞんじなんですか？

ＧＭ：「そうか、あのロイドの教え子たちですか……」

シェフィル：ちがいます！（即そく答とう）

クロヴィス：そうだ。オレたちの師し匠しようはグランジだぜ。

ＧＭ：「グランジ……！　久しぶりにその名を聞きました。まだご健在でしたか」

クロヴィス：……有名人だったんだな、あのジジイ。

ＧＭ：「ええ。ヴァンスター帝国の高名な騎士でした。そうか、あの方に教わったのなら、風格があって当然で……」

シェフィル：いえいえいえっ、昔、ちょっと教えてもらった程てい度どです！（きっぱり）

イリス：シェフィル。どうしたんです、いきなり。

シェフィル：グラン爺じいちゃんから、うかつに喋しやべるなって言われてた気がするから！（笑）

ＧＭ：「そういえば、グランジには孫娘がいたはず。……もしやあなたが？」

シェフィル：娘は死にました！（一同爆笑）

ＧＭ：「なんと……っ!?」

一同：こらこらこらこらっ！（笑）

ＧＭ：「亡くなったのですか……」

シェフィル：……という噂うわさを聞きましたが、本当かどうかは知りません（しれっ）。

ＧＭ：「…………。まあ、いいでしょう。ともかく中へ。ここはもう片付けの最中ゆえ、大会参加の申し込みは私の執務室で行ないますので」

カナデ：ありがとうございます～。

クロヴィス：ありがとうっ、神官ブウ！（一同爆笑）

イリス：もう、名前聞いただけで笑ってしまう……（笑）。

ＧＭ：「わしの名前はパブ……まあ、いいでしょう。ともかくこちらへ」　彼が穏おん和わな表ひよう情じようでキミたちを部屋へ招まねき入いれたところで、シーンを終了しよう。







◆Middle02◆神官と天国のお茶




　神官ブ……もとい、パブリクに案内された四人。

　手渡された書類に、ペンを走らせる音が室内に響く。

　参加申し込みを正式に済ませ、ほっとしたのも束の間───。




　恐怖は、ここから始まった。




ＧＭ：「うむ、これで問題ないでしょう。明日はベストを尽くしてください」このシーンは、神官のそんな言葉から始めよう。キミたちが神官の部屋で書類に必要事項を記入し、大会への参加が確定した……そんな場面だ。

シェフィル：わーい。

クロヴィス：ちなみに協議内容と、優勝賞金はいかほどで？

ＧＭ：今回のアドヴァンストクラスは、ノービスクラスとちがって完全なる模擬戦だ。試合はトーナメント方式で、優ゆう勝しようすると賞金二万Ｇだそうだ。

シェフィル：そんなにもらえるの!?

イリス：すごいっ!?

ＧＭ：５～10レベルの報酬としては、そこまで驚く金額でも……。

イリス：一〇Ｇに比くらべたら大金ですよ!!

ＧＭ：う、うん、そういえば、そうだったね……（笑）。

クロヴィス：こりゃ優勝するしかねぇな。

シェフィル：（シリアスな口調で）あの……ひとつ、質しつ問もんがあります。

ＧＭ：「なんなりと」

シェフィル：（シリアスな口調で）賞金の前まえ払ばらいとかもらえませんかっ！

イリス：どういうことなの!?（一同爆笑）

クロヴィス：さすがのオレでも考え付かなかったわ───っ!!（笑）

カナデ：優勝するかもわからないのに、前払い……？　ふつうの依頼だったら、報酬の一部を前払いでもらえることはあるでしょうが……（笑）。

シェフィル：あ、そうか。

ＧＭ：「ははは、さすがに前払いはできませんねぇ」

クロヴィス：まあ、オレたちが優勝すりゃあ同じことよ。で、試合のレギュレーションとかルールはあるのか？

ＧＭ：では、それに関して説明しておこう。




・試合は、通常のルールと同じように戦闘を行ない、勝敗を決定する。

　ただし、とどめを刺さされることはない。

・ギルドサポートは使用禁きん止し、タイミングがパッシブな効果も発揮されない。

・使用した【ＨＰ】、【ＭＰ】、フェイト、使用回数制せい限げんのあるスキルは、試合終了後にすべて回かい復ふくする。




シェフィル：ギルドサポートは使っちゃ駄目なんだ。

イリス：ギルドサポートが使えない分、回数制限のあるスキルやフェイトを、思う存分使ってもいいのはうれしいですね。

クロヴィス：そうそうシナリオ回数制限のあるようなスキルを使ったりは……。

シェフィル：なに言ってるの！　最初から全力出すに決まってるよ！（きっぱり）

クロヴィス：……お、おう、そうだよな！　オレたち、常つねに全力だもんな！（笑）

ＧＭ：「なるほど、いつでも本気。さすがはあの村の娘さんたちだ」

カナデ：そういえば、グランジさんやロイドさんを知っていると……。

ＧＭ：「グランジさんはお名前だけですよ。ロイドさんには、短い期間ですが、師し事じしていたことがありまして。大変尊そん敬けいできる方でした」

イリス：でも、今は行方不明に……。

ＧＭ：「行方不明？」

シェフィル：い、いえ！　ちょっといなかった時期があったけど今は戻もどってきてます！

イリス：は、はい！　今は花を育てて平へい凡ぼんに暮くらしています！　趣しゆ味みは園芸！（一同爆笑）

カナデ：そして縁側でひなたぼっこが趣味です。

クロヴィス：おいっ、オレたちも知らねぇロイドのオッサンができあがったぞ！（爆笑）

ＧＭ：「そうですか。あの人が花をねぇ……人とはずいぶんと変わるものです」

一同：？

シェフィル：そんなに意外ですか？

ＧＭ：「意外ですよ。昔は自ら志願して戦場に出向き、駆かけ回まわっていた人でしたから」

カナデ：自分から、戦場に……？

ＧＭ：「どんな過酷な戦場に行っても修羅のごとく戦って戦果をあげ、そして必ず帰還する。彼の参加するチームはひとりたりとも欠けることなく、帰ってきたそうですよ」

クロヴィス：……そうなんだ。知らなかったな。

ＧＭ：「しかし、その人も今は、趣味を園芸とし、花を育てて暮らしている……相変わらず、ぶっとんだ人生を歩んでいらっしゃるようで」（一同爆笑）

シェフィル：（目をそらす）ま、まあ、人生いろいろですよね……（笑）。

イリス：ははは……ロイド神父、すみません……いや、悪い人でしたが（笑）。

ＧＭ：「もっとも、そんな戦鬼のような一面を見せる一方、被ひ災さいした子こ供どもたちを連れ帰って優しく微笑みかけたりと……すばらしい方でした。そういう意味では、花を愛でる姿こそ、本物なのかもしれませんなあ──────あ」

カナデ：あ？

ＧＭ：「……申もうし訳わけありません。お茶も出さずに、長々と……」

イリス：いえ、お構かまいなく。

ＧＭ：「そういうわけにもいきません。誰か！　お茶を持ってきてくれ！　例のやつだ！」

シェフィル：わたし、お茶請けはチョコレートがいいです！（笑）

ＧＭ：「お茶はチョコレート味もひとつ！」

シェフィル：え？

イリス：フレーバーティ……ってことでしょうか……。

シェフィル：いや、わたしはチョコが食べたいんであって……。

ＧＭ：ややあって、パブリクさんに仕えているらしいアコライトが、いくつかの湯気の立つティーカップを持ってきた。絶望的な笑顔と共に。

一同：絶望的な笑顔!?

ＧＭ：部屋の中に充満していく、チョコレートとそれ以外のなにかが融合した香り───。「ははは、わしはお茶のブレンドが趣味でしてねえ」

一同：…………。

カナデ：鼻を近づけて匂いをかいでみますが……本当に、ただのフレーバーティ？

ＧＭ：「ええ、なーんの変へん哲てつもないお茶ですよ。少し独特のフレーバーをしていますがね。ささ、ぐー……っと」（超笑顔）

シェフィル：し……知らない人から食べ物をもらっちゃいけないって……（笑）。

クロヴィス：……よしっ。じゃ、オレが毒味してやるよ。ぐい───っとあおってみるぜ！

ＧＭ：───お茶はふつうにうまい。まさに高級チョコをそのまま液体にしたような味だ。

クロヴィス：おお!?　これ、うめぇ！　もう一いつ杯ぱいもらっていいか？

ＧＭ：「ええ、どうぞどうぞ」　ちなみに。フルーツを使ったものは、液体なのにまるで本物を食べているかのように濃こく、フルーティだ。

クロヴィス：ガンガン飲むぜ。うまいぞ───っ！

シェフィル：ええ～？　本当に大丈夫なの……？

ＧＭ：「おや、もしやわしを疑うたがっていらっしゃる？」

イリス：いえ、そんなことはありませんよ！　クロさんも平気なようですし、私たちもいただきましょう。すみません、僕にもお茶をいただけますか？

ＧＭ：「もちろんですとも！　……おーい」と言うと、また新しいお茶が運ばれてくる。「こちらは、甘あまみを抑おさえた、爽さわやかな味わいのお茶ですよ」　ぼこっ……ぽこぽこ……ぷくん。

一同：なんの音っ!?

クロヴィス：（げらげら笑いながら）お茶の音じゃねええぇぇええぇえぇっ！（笑）

シェフィル：い、一いち応おう手にとって、「飲みますよ」というそぶりは見せます。

カナデ：イリスさんが飲むのをニコニコしながら待ってます。

イリス：…………で、では……いただきます。ごくり。

ＧＭ：イリスがお茶を飲んだ。

一同：…………。

ＧＭ：次の瞬間、イリスの脳内に天国が広がった。

一同：天国が……っ!?

イリス：ああ……（恍惚の笑顔）。

クロヴィス：いやいやっ、それ意識を持ってかれてるだけだろっ！（笑）

ＧＭ：うむ。はたから見れば、イリスの顔色が紫に変わり、笑顔のまま昏倒しただけだ。

一同：イリス───っ!?（笑）

シェフィル：みんなの注意がイリスにいったので、その隙に自分のお茶をわざと零こぼします。

カナデ：あら、イリスさん！　どうされましたか！　がちゃ、とカップを置いて心配します。

イリス：キミたち……っ！（一同大爆笑）

ＧＭ：「ふむ」　神官は、微笑みながら満足げにうなずいた。

クロヴィス：って、おいっ!?　どういうことだよ!?

ＧＭ：「これにてテストは終了です。競技大会の参加登録は受理しておきましょう」

一同：え？

シェフィル：ど、どういうことですか？

ＧＭ：「戦いにおいて、人を信用する心と、警けい戒かいする心はきわめて重要です。ゆえに、大会に出るに値あたいする冒険者かどうか、みなさんを試させていただきました」

カナデ：お茶を飲むのがテスト……ですか？

ＧＭ：「そのとおりです。ただ疑っているだけか、警戒して対たい策さくをするのかを拝はい見けんしました。毒味役をすばやく決定し、事に当たること……それを確認した仲間の次の行動の早さ……いやはや、すばらしいチームワークでした」

カナデ：は、はあ……。

シェフィル：ありがとう、ございます……？（笑）

ＧＭ：「ただひとつ、わかったことがあります」

カナデ：わかったこと？

ＧＭ：「ええ」　ブウはこくり頷き、神妙な表情を見せる。「あとから出したあのお茶───」




「……あれはもう、作らない方がいいということです」







◆Middle03◆蒼い悪あく夢む




　宿へと戻り、眠ねむりについたイリスは夢ゆめを見る。

　それは、はるか遠い昔の夢。

　失われた記き憶おくの欠片かけらが見せる───悪夢。




ＧＭ：では、新しいシーンに入ろう。キミたちが神殿から無事、宿屋へと戻ったあとの場面だ。ちなみに、戻ってすぐに出された夕食は非常に美味だった。野宿続きだったキミたちにとって、久ひさ々びさにちゃんとした食事にありつくことができた。メニューは質素なものだが……。

クロヴィス：肉！

シェフィル：お肉っ!!

ＧＭ：……飢うえた獣けものかキミたちは。えー……キミたちは、たっぷりの穀こく物もつとパン、温かなスープ、それからちょっぴりの肉を食べ、満たされた気持ちで部屋へと戻った。

シェフィル：おなかいっぱいで、眠ねむい～。

カナデ：明日は大会ですから、早々に休みましょう。

ＧＭ：時じ刻こくはすでに夜よ更ふけだ。キミたちは、ふたつの部屋に分かれてベッドに横になり……「ああ、ベッドとはこんなにも柔やわらかいものだったのか───」とか思いながら眠りにつく。

クロヴィス：オレは明日が楽しみすぎて寝ねつけないから、一〇分おきにイリスに声をかける。

イリス：えぇ～っ!?（笑）

ＧＭ：遠足の前日に興奮している小学生か。お前は。

クロヴィス：しょうがないだろう、ついにオレたちの実力を試せる日がきたんだぞ！　もう興奮するのは、自然の摂理。なので…………なあなあ、イリスー、寝ねたかー？（笑）

イリス：（眠ねむそうな声で）……いや……うとうとしてたところですが……（笑）。

クロヴィス：そうか、悪い悪い。

イリス：……。

クロヴィス：……。

イリス：……。

クロヴィス：ふんふふ～♪　あ～、あああ～♪（←陽気な歌声）

イリス：……あの……眠ねむれないから、静かにしていてもらえませんか……？（笑）

クロヴィス：そ、そうだな。ごめんごめん。でさ、イリスよお？

イリス：はい？

クロヴィス：（渋しぶく優しい声で）星の数でも、数えねぇか？（一同爆笑）

イリス：これじゃあいつまでも寝ねられないじゃないですかっ!?（笑）




　一方、女子部屋は───。




カナデ：カナデたちはふつうに眠っています。

シェフィル：（舌した足たらずな、眠そうな声で）クロちゃん、行け～っ！　みんなのために、死ねぇ～っ！　むにゃ……（一同爆笑）

カナデ：どれだけ嫌な寝言ですかそれはっ!?（笑）

クロヴィス：オレが言いたいわっ！（笑）

ＧＭ：……おかしい。一巻かんではシェフィルってもっとまともな子だったはず……（笑）。

シェフィル：（眠そうな声で）行けぇ～っ、クロちゃん、そこだぁ～っ！　やれえ～っ！　死ねぇ～っ！（一同爆笑）

カナデ：枕まくらでシェフィルの口をふさぎます。ばふっ！

シェフィル：…………………………うぐ。

カナデ：やっと静かになりました。おやすみなさい……ぱた。

シェフィル：…………………………しーん。




　……うん、いたって平和だった。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：と、そんな状況の中で……えー……ここで視し点てんは……イリスだけか───になる。

クロヴィス：オレはいつのまにか簀す巻まきにされた状じよう態たいで、転がってるぜ。

ＧＭ：うい（笑）。ここからは、イリスの夢の中になる。そう、それははるか昔……たしかにあった光景だ。イリスはそう確信した。

イリス：八〇〇年前のこと……。

ＧＭ：少なくとも、イリスにはそうとしか思えない。その夢の中……イリスの眼がん前ぜんに、黒い鎧よろいを纏まとったひとりの騎き士しが立ち、肩で大きく息をしていた。彼の背後には、守られるように、騎士に寄り添うひとりの少女。その身には〝蒼い薔薇〟の刻印が刻まれている。

カナデ：〝巫女〟殺し合いの頃ですね。

ＧＭ：そしてイリスは、〝蒼い薔薇〟の守しゆ護ご騎士と、幾度となく剣を打ち合っている……そんな光景で───。




　耳鳴りと、頭の奥に走る鈍にぶい疼とう痛つうの中、イリスは刃やいばを交えていた。

　両者が必死に応酬する中でしかし、イリスは勝利を確信していた。

　剣を打ち合えば、わかる。

　実力は自分の方が上である、と。

　相手の騎士の、どこか焦るような……そして口惜しげな表情も、イリスの考えを肯定しているように見えた。

　イリスの心を満たすのは……




イリス：深い悲しみですか。

ＧＭ：いや、〝歓喜〟。

一同：〝歓喜〟なのっ!?

ＧＭ：そう。イリスの心は、仲間同士で殺し合わなければいけないというその悲しみより、自分の仕える〝巫女〟を守れることに、喜びを感じているようだ。

イリス：そんな人間だったんですか───っ!?

ＧＭ：そして───「イリス、やめて……！」　背はい後ごから聞こえる悲ひ痛つうな叫さけびは、自分が守りきれなかったはずの、〝黒き薔薇の巫女〟のもの。

イリス：これは、彼かの女じよがまだ生きていた時のシーンか！

ＧＭ：だね。相手の騎士は、肩かたで大きく息をしながらうめくよう言う。「……俺はここで殺されるわけにはいかん。我わが主を守り、お前を殺し、〝黒き薔薇の巫女〟を殺す！」

イリス：……。

ＧＭ：相手は殺気に満ちた表情で斬きりかかってくるが、イリスは攻こう撃げきのすべてを軽くいなしてしまう。やがて騎士は、己おのれの力のなさに悔かい恨こんの表情を浮かべながら、膝ひざをついた。

クロヴィス：……一巻の夢の逆ぎやくパターンだな。

ＧＭ：イリスは、膝をついた騎士の横を通とおり過すぎ、蒼い〝薔薇の刻印〟を持った巫女のもとへ、一歩、また一歩と近づいていく。

イリス：た、立ち止まろうとする！

ＧＭ：残念ながら、イリスの意い志しに反して、身体の自由はまったく利かない。やがて、キミは〝巫女〟の前で足を止めた。

イリス：……彼女は、どんな様子ですか？

ＧＭ：蒼い〝薔薇の刻印〟を持った〝巫女〟は、震ふるえながらも、運命を受け入れる覚かく悟ごができているのか……イリスの目を気き丈じように見つめ返している。
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イリス：……。

シェフィル：（はかなげな声で）「イリス、駄目……！　もういいの、やめて……！」

イリス：僕はあなたが死ぬところを見たくない。ならばこの〝巫女〟を殺すしかないのです。

ＧＭ：そう言われてしまうと、〝巫女〟はなにも言えなくなってしまう。イリスはそのまま、躊ちゆう躇ちよなく槍やりを振ふり上あげ───蒼い〝薔薇の刻印〟の〝巫女〟を、槍で貫つらぬく。

イリス：あああ……！　僕は……なんてことを！

ＧＭ：意識でそう思っても、身体は依い然ぜんとして言うことを聞かない。槍を握にぎる手には柔らかいものを槍で貫く嫌いやな感かん触しよくが伝わってくる。

イリス：リアルに想像しちゃうからやめて───っ！（笑）　きっと淡たん々たんと行動してるんだろうけど……心の中で、拒きよ絶ぜつを示しめします。目を背そむけたい、でも、彼女が事切れる瞬しゆん間かんを、見てしまう。

ＧＭ：では───。




　蒼い巫女の見開いた瞳ひとみから、一ひと筋すじ涙なみだが伝って落ちる。

　そして、イリスの槍がその胸むねから引ひき抜ぬかれると、その華きや奢しやな身体はゆっくりとその場に崩くずれ落おち……動かなくなった。




イリス：…………。

ＧＭ：敵の騎士はイリスを睨みつけ、叫んでいる。「貴き様さまああああ!!」などと叫さけんでいるが……さあ、イリスはどう返す？（笑）

イリス：感情的には、歓喜なんですよね……（笑）。

ＧＭ：達成感とか、高揚感も入り交じっているな。

イリス：（少し考えて）では、その騎士を……あざけりの目で見て、鼻で笑う。

ＧＭ：ぎりっ、と、膝をついた騎士は歯を食いしばる。強い憎にくしみと悲しみで、彼の瞳は輝かがやいているね。ささ、大地に這いつくばる負け犬に、言葉をかけるがいい。

イリス：（冷たい口調で）……ハッ。無様だな、自分の巫女も守れないなんてな。

一同：イヤな奴だ──────っ!?（大爆笑）

イリス：フフフ……はーっはっはあ！　私はこんな奴だったのか───っ！（笑）

ＧＭ：哄こう笑しようする自分の声と共に、夢はフェードアウトし───やがてキミは、目を覚ます。

イリス：……っ！　がばっと跳はね起おきます！

ＧＭ：では、いつのまにか簀巻きから脱出したクロヴィスの顔が目に入った。

クロヴィス：おう、イリス。どうしたんだ？　大丈夫かよ？

イリス：え、えっと……僕は……。

クロヴィス：寝たがっていたから、起こさなかったんだけどよぉ？（笑）

イリス：うなされてたんだから、起こしてくださいよ！（笑）

クロヴィス：え～？　死ぬほど寝てたかったのかと思ってよぉ。

イリス：もう！　最悪の夢ゆめ見みでしたよ！　きっと、あの変なお茶のせいです！

クロヴィス：それにしても……大丈夫か？　なんか、「やめろ！」とか口走ってたけど。

イリス：そんなことを口走っていたんですか……ああ、でも、夢でよかったです。

クロヴィス：どんな夢ゆめ見みたのかなんて聞かねぇけど、今日は頼むぜ？

イリス：ああ……ありがとう、クロヴィス……って、もう朝ですか（笑）。

クロヴィス：おう。ひと晩中うなされてたぞ。

イリス：やっぱりそこは起こしましょうよっ!?（笑）

ＧＭ：（笑）。では、時間帯は明け方、街が動き始める時刻。窓まどの外からは、人々が交わす朝の挨拶が聞こえてくる。窓から差す光は、イリスの心の澱みを拭ぬぐい去さるようで……。

クロヴィス：ふわーあ。眠ねむくなってきたから、ひと寝ね入いりするわ。おやすみ、ぐー（寝た）。

シェフィル：（間髪入れずに）おっはよ～！　ご飯だよ～！　がちゃっ！（←ドアを開けた）

クロヴィス：ああもうっ！　うるせぇ！　人が寝てんのに邪魔すんな！（笑）

シェフィル：じゃあ、ご飯いらないの？　豪ごう華からしいよ？

クロヴィス：豪華……豪華なのか……せ、せっかくだから、食うわ（笑）。

イリス：僕はふたりのやりとりを眺ながめながら、穏おだやかな時間の幸せを噛かみしめていましょう。

ＧＭ：しかし、そんな中でふと「あの夢は真実なんだろうか」という思いが頭をよぎる。柔らかいものを貫つらぬいた嫌な感触だけは、その手に残っている。

イリス：……あれは、いったい……。

カナデ：三人とも、早くご飯食べにいきましょう～。

イリス：はい、今行きます！

ＧＭ：と、イリスが返事をしたところでシーンを終了しよう。







◆Middle04◆白と黒の邂かい逅こう




　競技大会───幼い頃より、小さな村の中で過ごしてきたシェフィルたち。模擬戦とはいえ、村の外の人と刃を交えることに、少なからず四人は高揚感を覚えていた。

　初めて見る巨大なコロシアム……その通路で、四人はもうひとつの運命と邂逅した。




ＧＭ：このシーンの舞ぶ台たいは、競技大会会場……お昼に近い時刻だ。クラン＝ベルの街が誇るその巨大な闘技場……コロシアムの周囲には現在、無数の出店が立ち並び、大きな賑わいを見せている。朝から始まったノービスクラスの決勝戦がちょうど終わり、休憩時間が取られていたこともあってか、会場にあるいくつかの入口はどこも人でごったがえしているね。

カナデ：人がこんなにたくさんいるのは、初めて見ました。

クロヴィス：そういや、賭かけとかやってるよな。オレたちのオッズってどれくらいだろう。

シェフィル：あ、それ気になるよね～（笑）。

ＧＭ：（笑）。そんなことを話しながら、キミたちが関係者出入口に向かうと、温和な笑顔で出迎えてくれたのは神官パブリクさんだ。「おお、おはようございます、みなさん。お待ちしておりました。時間ぎりぎりですよ、ささ、こちらへ……っ」

カナデ：……なんでわざわざ出迎えてくれるんでしょう？

イリス：親切な人なんじゃないですか？

カナデ：親切な演えん出しゆつも、度が過すぎると疑うたがわしく思えてきます（笑）。

ＧＭ：ちょっとしたいことがあるから、ちゃんと演出してるの！（笑）　「控え室はこちらです」と、キミたち四人を先せん導どうし、コロシアムの通路を進んでいく。

シェフィル：じゃあ、出店で買ったクレープを食べながらついていきます（笑）。

ＧＭ：では先頭を歩いているシェフィル、ここで【感知】判はん定ていをしてみて。

シェフィル：２Ｄ＋６……（ダイスを振ふる）達成値ち、12。

ＧＭ：十分だね。陽気にしゃべり続けるブウさんのあとを歩いてると……キミはふと気づいた。通路の反対側から、歩いてやってくるその少女に。

シェフィル：少女？

ＧＭ：そう。そして気づく。その少女は、ブリギット村にいたとある女性に似にている。

シェフィル：誰だれ？　心当たりあるかな？

ＧＭ：村の自じ警けい団だんのひとり、エイミーという名の女性とそっくりだ。
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シェフィル：（もぐもぐもぐ）……………………………………………………………………………………………………誰？（一同爆笑）

ＧＭ：心当たりがあるって言ったでしょおぉ──っ!?（爆笑）

シェフィル：……ていうか、エイミーって誰っ!?




　ここでちょっと解説しておこう。

　エイミーとは、『アリアンロッド２Ｅ ファンブック　ラヴィアンローズ』に掲載されたリプレイにおける、ＰＣのひとりである。プレイヤーは、久保田悠羅だ。

　記憶こそ失っているものの、『ヴァイス』シリーズのＰＣ①プリミラ・ヘッジホッグの姉らしい……という設定である。

　今回のセッションを行なった時は、まだ『ラヴィアンローズ』は発売前だ。つまり、このエイミーというキャラクターを小暮さんと荻さんはなんにも知らないのである。




ＧＭ：えー……エイミーってのは、ミラと同じギルドメンバーのひとりですな。キミたちもブリギット村で幾度も顔を合わせている。

シェフィル：『シュヴァルツ』の一巻で、出てきました？

ＧＭ：村で妖魔と戦った時、ミラと一緒にいるのは彼女と同じギルドの面々だ、くらいしか言ってないな。そのメンバーのひとりがエイミーだ。

シェフィル：わかんないよっ！（笑）

イリス：わかんないっ、それはわからない！（←爆笑している）

カナデ：…………（笑）。

ＧＭ：じゃあ、こう考えよう。初めて来る場所で、村で見かけた知り合いに似た人とすれちがったとしようじゃないか。

シェフィル：うん。

ＧＭ：その時、キミはどうなる。

シェフィル：あ、なんか似てるなと思ってスルーする。

ＧＭ：スルーすんなよっ!?

シェフィル：どうしてほしいのよっ！（笑）　ちょっと似てるってだけで声を掛けたりしないでしょ、ふつう！（笑）

カナデ：………………（笑）。

ＧＭ：ゆーらさん、だめだっ……再現できないよっ！（笑）

シェフィル：はい？

イリス：再現？

ＧＭ：いや、実はこのシチュエーションは『ヴァイス②』ですでに演出されてる場面なんだ。そのエイミーに似てる人、すなわち〝白き薔薇の刻印〟の継承者プリミラの視点で。

クロヴィス：つまり？

ＧＭ：そっちでは、シェフィルはＮＰＣでね？　プリミラが知り合いに似ていると気づいたシェフィルが、「あれ？」って感じで注意を惹かれて……って、これを読んだ方が早いか（と、『ヴァイス』第二巻の原稿のプリントを見せる）。




　もし、お持ちであれば『ヴァイス』第二巻の一三二～一三五ページをお読みいただきたい。




ＧＭ：とまあ、前振りなしでそのシーンが再現できるか試してみようと……。

シェフィル：（読み終わって）……今の状況じゃこんなふうにならないよ！（一同大爆笑）

ＧＭ：ゆーらさん、だめだ。

カナデ：演出の仕方がおかしいから、こんな惨事になるんですよっ!?（一同爆笑）




　……こののち、セッションは「どうやったら『ヴァイス』でのシーンが再現できるか」で紛糾したのは言うまでもない。

　どう演出すると自然にシェフィルとプリミラが言葉を交わせるか、にシフトしていく。

「細かいことを気にせず、話し掛ければいいのでは」という正論は置いといて……全員が面白くなってしまい、爆笑しながらあーでもないこーでもない、と遊び始めたのである。

　そして幾ばくかの時間が経って───。




ＧＭ：……よし、こうしよう！　要は、エイミーをよく知らないシェフィルが、プリミラに気を留めないって部分に原因があるんだ！　イヤでも気に留まるようにすればいい！

一同：おお！

イリス：つまり!?

ＧＭ：つまり、少しばかりシチュエーションは変わるが……！　えー、シェフィルがクレープを食べながら歩いていると……〝どん！〟　前から歩いてきた少女と肩が軽くぶつかった。

一同：おおっ！

イリス：なるほど、これなら絶対に気に留まる！

ＧＭ：「きゃっ！　ご、ごめんなさい！」と彼女は慌あわてて頭を下げた！

クロヴィス：さあ、ここでシェフィルは……！

シェフィル：（笑いをこらえながら）……いえ、気にしないで？　と、そのまま立ち去……。

一同：おい──────っ!?（大爆笑）

カナデ：ま、負けるな菊池さん……っ！

ＧＭ：お、おう！　では。過ぎ去ろうとしたシェフィルに背後からプリミラが……「どりゃ……っ！」　〝どんっ！〟　肩が軽くぶつか……。

シェフィル：今、どりゃって言った！　どりゃって!?（大爆笑）

クロヴィス：どうみてもショルダーアタックだろ──────っ!?（大爆笑）

カナデ：（大爆笑しながら）もうグダグダだ……（笑）。

クロヴィス：（爆笑しながら柄がらの悪い態たい度どで）おいゴラァ！　うちのギルドマスターに肩ぶつけるたぁいい度ど胸きようだなぁ……っ、ああ!?　名を名乗れやぁっ!?

シェフィル：（いきなり可か憐れんな凛りんとした声で）クロちゃん、やめなさいっ！　……すみません、うちのメンバーが……悪気はないのっ！

ＧＭ：「え、あ……はい……こちらこそ、ごめんなさいっ」

シェフィル：え、えっとわたしはシェフィル。あなたは？　……よし、繋がった！

クロヴィス：ま、待って待って小暮さ───んっ!?　この展開じゃ、オレがただの小悪党かチンピラじゃねぇか──────っ!?（大爆笑）

シェフィル：ごめんね！　この子、わたしの仲間なんだけど、ちょっと小悪党で……。

クロヴィス：追い打ち掛けてどーすんだあっ!?（げほがはぐふっ、と爆笑して咳き込む）

イリス：大人って汚いな──────っ！（笑）

シェフィル：だ、だって心がついていかないと芝居できないじゃないですか───っ！（笑）

ＧＭ：つ、続き！　続きを！

シェフィル：（可憐な声で）許してね。わたし、食べ物のことしか頭になくて……よそ見しちゃってたから。服とか、汚よごれちゃってない？

ＧＭ：「い、いえ、大だい丈じよう夫ぶです……こちらこそ、ごめんなさい。───あの、あなたたちも、競技大会に出場しているんですか？」

シェフィル：もしかして、わたしたちと戦うギルドの人かな？

ＧＭ：「いえ、あたしたちはノービスクラスですから……。名乗り遅おくれてすいません。あたしはプリミラ・ヘッジホッグと申します」

シェフィル：わたしはシェフィル。それから、カナちゃんと、クロちゃんと、イリス。

カナデ：初めまして、カナデです～。

イリス：イリスと申します。お見知りおきを。

クロヴィス：クロヴィスだ。さっきは怒ど鳴なっちゃって悪かったな。ごめんよ……（笑）。

ＧＭ：「いえ、気にしないでください。えっと……あの、あたしたち、グランフェルデンから来たんです。みなさんは、どちらから？」

シェフィル：う～、え～っと……む、向こうのほうです！（あらぬ方向を指す）

ＧＭ：頭が悪そうな答えがきたっ!?（笑）「あっち……北ですね？」

クロヴィス：（渋しぶい声で）オレたち冒険者は流れ者、どっから来たって変わりゃしねぇよ。

ＧＭ：「おお、かっこいいですねっ」と言うプリミラ。その隣で、プリミラの仲間とおぼしきちっこい少年がシェフィルの弓をじ───っと見ている。

シェフィル：ん？

ＧＭ：「へぇ～！　いい弓持ってるな！　超強そうだ！」と憧あこがれに目を輝かがやかせている。

シェフィル：（うれしそうに）褒ほめられた！　いいでしょ～！　えへへ～♪

ＧＭ：プリミラも「同じぐらいの年なのに、すご～い」と尊敬の眼まな差ざしを向けてくる。「あたしも修行を積めば、すごい冒険者になれるのかなあ……」

シェフィル：なれる。プリムちゃんも、すごい冒険者になれるよ！　そんな気がするの。

ＧＭ：「そっか……はい！　がんばります！」　プリミラが元気よく返事をしたところで、ふいに流れる館内アナウンス。『……アドヴァンストクラスに出場される方は、会場に集合してください。繰り返します───』

カナデ：そろそろ出番ですよ～。行かないと失しつ格かくになってしまいます。

シェフィル：せっかく仲良くなったのに……ちょっと名残なごり惜おしいけど、行ってくるね。

ＧＭ：「はいっ！　みなさん、がんばってください！」

シェフィル：それじゃあ、プリムちゃん、バイバ～イ！

ＧＭ：と、笑顔で手を振り合い、キミたちは別れた。だが、別れて数歩も歩いたところで、ふいにシェフィルの刻印を打たれた場所が、ちくりと痛んだ。

シェフィル：つ……っ。なに……？　と、刻印に触れる。

ＧＭ：それが、ふたつの〝薔薇の刻印〟の邂逅……共鳴であることを、この時のシェフィルは知るよしもなかった───。

カナデ：……シェフィル？

シェフィル：いや、なんでもないよ、カナちゃん。行こう！

ＧＭ：そして、キミたちは闘技場へと向かう。通路の先に、四角く切り取られた、外の光に向けてキミたちは笑顔で歩き始めた……というところで次のシーンにいこう！







◆Middle05◆バトル・オブ・クラン＝ベル




　アドヴァンストクラスに出場することになったシェフィルたち。

　周りには、少々名の知れた有名ギルドのメンバーばかりが並び立つ。

　だが、四人が臆することはまったくなかった。




ＧＭ：というわけで、プリミラたちと別れたキミたちはアナウンスに従したがって、薄うす暗ぐらい通路を抜けて光差す闘技場へと出た。

クロヴィス：いいねいいね。アリスの『チャンピオン』でも歌いながら行こうか……！（笑）

ＧＭ：じゃ、そんなテーマとともにキミたちは入場した（一同爆笑）。

クロヴィス：しれっと流すなよ!?　寂さびしいだろ!?（笑）

カナデ：はいはい、カナデたちも整列しましょうねー（笑）。

シェフィル：はーい（笑）。

ＧＭ：と、そんな話をしているうちに、闘技場にすべての参加ギルドが集結し、整列した。その数にして四〇近いだろうか。そんな彼らのために、司会の男が開会の宣せん言げんをする。

クロヴィス：お、始まるぞ。血が騒さわぐぜぇ！

シェフィル：わくわくっ。

ＧＭ：「これより、アドヴァンストクラスの試合を行ないます……！」

一同：わ───っ。

ＧＭ：この円形の闘技場のを囲むように、すり鉢状に配置された観客席からも歓声があがる。

シェフィル：（突とつ然ぜん挙手して）宣せん誓せい───っ！（笑）

カナデ：って、なんでシェフィルがやるんですか!?（笑）

シェフィル：えへへ、こういうの楽しいよね！（笑）

ＧＭ：じゃあ、シェフィルがくじで一番を引いたんで宣誓を任されたことにしようか。

シェフィル：いいの？　やった！　それじゃあ──……（と、息を整えて）宣誓ー！　我われ々われは、スポーツマンシップに則のつとり、正々堂々と戦うことを、誓ちかえたらいいなー！（笑）

一同：おいっ!?

ＧＭ：観客席にいる全員が、ずるっとこけた。

イリス：やはり前巻よりもシェフィル、頭悪くなってませんか……（笑）。

ＧＭ：と、ともあれ宣誓がされると、観客たちはさらに湧わき立った。

シェフィル：気持ちよかったー！

ＧＭ：と、シェフィルが笑顔でそう言った時だ。「……やれやれ、どこの田舎者だ。その宣誓が最初で最後の活かつ躍やくの場になることも知らずにな」

一同：っ!?

ＧＭ：その声に振り向けば、声はキミらのすぐ隣に並ならんでいたギルド……そのリーダーとおぼしき金髪の優やさ男おとこのものとわかる。

クロヴィス：（聞こえよがしに）くぅ───っ！　オレぁこういうすかしたやつが一番嫌きらいなんだよなーっ！　うっわぁ、アレルギー出るわ───っ!!（笑）

イリス：ま、まあまあ、クロヴィス。戦いで実力を見せればいいんですよ。

クロヴィス：（そっぽを向き）かゆすぎるぜ！　あーかゆっ！　かゆ───っ！（笑）

ＧＭ：「そうか。では、とっとと帰って薬でもなんでも塗ぬってきたまえ」　相手は毛虫でも見るような目でクロヴィスを一瞥する。高飛車な男……おそらくは神官戦士のようだね。

シェフィル：名前は？　名前っ。

ＧＭ：登録者名簿に名前は載のっているよ。このギルド、〝黄金の草原〟と呼よばれるたいそう強いチームらしい。ギルドリーダーの名はライガ。

[image: ]

一同：〝黄金の草原〟……？

シェフィル：ど、どこかで聞いた名前……これ、たしか……（笑）。




『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ②　ノエルと翡翠の刻印』において登場したギルドである。その実力は折り紙付の、ベテラン冒険者集団だ。




クロヴィス：かっこよく言ってるけどよぉ、〝黄金の草原〟って……麦畑ってことだよな。

シェフィル：じゃあ、リーダーの人の名前の由来って……麦芽？（笑）

ＧＭ：………………（笑）。

カナデ：わかりやすいというか、なんというか（笑）。

クロヴィス：でも、強そうなのはわかるんだよな？

ＧＭ：「フッ、参加者名簿を見なければ我々のことがわからないとは、な」　まあ、一見しただけで彼らが口先だけのギルドではないとわかるね。

クロヴィス：なるほど、こいつらが決勝戦でオレらとあたるってわけだ。

ＧＭ：「予告しよう。そうは……ならんさ」

一同：むかつく──────っ！（笑）

ＧＭ：だが、そこでだ。「……ライガ殿、相手を挑発するのはやめなされ」　キミたちから見て、〝黄金の草原〟の向こうに並んでいたローブの老人が、穏やかな声で割って入った。

クロヴィス：お？

シェフィル：そのおじいちゃんのチームって、どんな感じですか？　チェックします！

ＧＭ：うむ、ひとりはさっきライガをたしなめた、杖つえをついたおじいちゃんだ。魔術師の帽子を目深にかぶり、赤いローブを羽織っている。

イリス：ふたり目は？

ＧＭ：点てん滴てきを受けながら正せい座ざしている青いローブのおじいちゃん。

カナデ：て、点滴のおじいさん……？（笑）

イリス：これも魔法使い……ですか？

シェフィル：さ、三人目は？

ＧＭ：担架を持った、黄色いローブのおじいちゃんだ。

一同：またおじいちゃんっ!?

クロヴィス：……って、おい、なんで担架を持ってるんだ……。

シェフィル：ま、まさか、四人目は棺かんおけとかなんじゃ……。

ＧＭ：いや、さすがにそこまでではない。地面に置かれた担架の上で横になっている、緑のローブのおじいちゃんだ（一同大だい爆ばく笑しよう）。

クロヴィス：大丈夫なのかよそのチームっ!?（爆笑）

シェフィル：（←爆笑して拍手している）

クロヴィス：（爆笑しながら）だ、だが、中にこめられた気き魄はくはただもんじゃねぇ……！

シェフィル：そ、そう、かなぁ……！（笑）

ＧＭ：赤ローブのじいさんは、キミたちを見てにこやかに笑う。「ワシらもベストをつくすゆえ、お互たがいにがんばろうのぅ」

シェフィル：はいっ！

ＧＭ：それを横目に、ライガは呆れたようにつぶやく。「やれやれ、じいさんどもが……」

クロヴィス：それにしても、よく参加認みとめられたな、このじいさんたち……（笑）。

ＧＭ：レベルが合がつ致ちしていれば問題ないんだよ。

イリス：レベルが合致とか、それ以前の問題ですよね!?（笑）

シェフィル：動ければいいとか、そういうことなのかなあ。

クロヴィス：明らかにひとり動けてねーよっ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：……ともかく、そんな感じで開会式は終わり、最初の戦いがくじ引きで決定される。第一試合は、キミたち〝エーデルワイス〟と───。

イリス：お、初っぱなから我々ですか。

シェフィル：相手は……。

ＧＭ：先ほどキミたちに難なん癖くせをつけてきた、神官戦士ライガ率ひきいる〝黄金の草原〟だ。

一同：いきなりかっ!?

ＧＭ：組み合わせが決まると、キミたちのチームと並んでオッズが出される。値は８：２だ。

イリス：どうやらそうみたいですね。我々が８、でしょうか？

クロヴィス：だろうな。オレたちに賭けて、勝てば８倍ってことだ。

シェフィル：そっか。わたしたち、弱いって思われてるんだね。

ＧＭ：厳げん密みつには[image: ]：[image: ]とかそんな具合。相手は結構有名チームだからね。

クロヴィス：へぇ、名前が知られてるんだな。

カナデ：『西方ガイド』でちょっと調べてみましょうか～。情じよう報ほう、載ってます？

ＧＭ：ここ何年かは、あちこちの大会で必ず三位以内に入っているようだね。ただ一度だけ、ダブラルって街で行なわれた四年前の大会では不戦敗になっている。

イリス：不戦敗？　なぜなんでしょう？

ＧＭ：大会前日に闇討ちされて、参加できなかったようだ。

カナデ：でも、参加した大会では必ず上位……実力はあるみたいですしねえ。

クロヴィス：（にやっと笑い）……よぉ、よかったじゃねぇか、シェフィル、イリス。あいつら落としゃ、オレたち大物食いだぜぇ？

シェフィル：でも、あんまり目立つことはしない方がいいよね？

カナデ：ですけど、目立たないと優勝できませんよ。

シェフィル：そっかぁ……お金のためだから、しょうがないね。でも、本気出しちゃ駄目だよ、クロちゃん。目立っちゃうから、ほどほどにね？

クロヴィス：ま、たしかに決勝まで本気を出す必要はねぇな。わかったぜ。

イリス：うん、温おん存ぞんしていきましょう。

ＧＭ：さて、やがて開会式を終えた各ギルドは退場し、〝エーデルワイス〟と〝黄金の草原〟は闘技場の中央へ。一〇メートルの距離をキープして対たい峙じする。「せいぜいがんばりたまえ」見下すような、ライガの言葉に対し───。

シェフィル：よろしくお願いします！

クロヴィス：では……と（テーブルの上にコマを並べ始める）

ＧＭ：あ、いや、第一試合は通常の戦闘は行なわない。

一同：え？

ＧＭ：そして、審判が戦いの開始を高らかに宣言した。「それではこれより第一試合を執とり行ないます。では…………ファイッ！」




　レフリーの掛かけ声ごえとともに、戦いの火ひ蓋ぶたは切られた。




＊　　　＊　　　＊




　そして三分後───戦いは、あっさりと幕まくを閉とじた。




ＧＭ：〝カンカンカン……！〟　「試合終了───っ！」（一同爆笑）

一同：早───っ!?（笑）

ＧＭ：「……勝者、ギルド〝エーデルワイス〟！」

カナデ：は、判定すらなしですか……っ!?（笑）

クロヴィス：（ライガになって）「ば……馬ば鹿かな……この私が……!?」（笑）

カナデ：あらあら、お約束のセリフですねぇ（笑）。

イリス：それにしても、こんなにあっさり……。

ＧＭ：キミたちは今まで、村から出たことがなかったから、自分たちの実力をきちんと試す機会はなかった。それだけのことだ。……正直な話、拍ひよう子し抜ぬけするぐらい簡単に勝てたね。

シェフィル：わたしたち、強いチームに勝ったよ～！

ＧＭ：予想外の結果に、観客席もおおいにどよめく。大おお損ぞんした連中が必死にデータを分ぶん析せきし始めたり……。

イリス：（観客になって）「あ、あいつら強いぞ!?」

クロヴィス：（観客になって）「今まで出てたことあるか？」

カナデ：（観客になって）「いや、資し料りようがねぇ！　初参加か!?」

クロヴィス：なーんだ、強いって言われてたのに、たいしたことねぇなあ。

シェフィル：えへへ、ちょっと天てん狗ぐになっちゃうね～。

ＧＭ：そんな時、グランジの顔がキミたちの頭に浮うかんでくる。「天狗にはなるな」という教えがあったことを思い出す。

クロヴィス：……おっと、危ねぇ。考えてみりゃ、グランジみてーなバケモンもいるわけだから、油ゆ断だんはできねぇな。

カナデ：───はい。〝勝ってかぶとの緒を締しめよ〟という言葉が東方にあります。気を抜かずにいきましょう。

シェフィル：だねっ。

ＧＭ：───だが、そのあとの試合も、キミたちは軽くクリアしていく。試合は必ず三分以内に決着し、まさに破は竹ちくの勢いきおいで決勝までたどりついた。

一同：早っ！（笑）

クロヴィス：ほぼ無む傷きず、ってか？

ＧＭ：むしろ、まったくの無傷だ。相手が攻撃してくる前に試合が終わったり、たとえ先手を取られてもイリスの防ぼう御ぎよ力りよくを抜ぬけなかったり───。

イリス：ふっふっふ、防ぼう御ぎよなら任まかせてください！

ＧＭ：ちなみに、順調に勝ち進んでいくうちに、新しん進しん気き鋭えいのチームということで、オッズも倍ばい率りつがいい感じに調整されてくる。

イリス：おお、人気が出てきましたね。

クロヴィス：いいねいいねぇ、名前が挙がってきたねぇ！　〝エーデルワイス〟ってな！

ＧＭ：うむ。この街の競技大会は結構有名だから、この大会で勝つとかなり評ひよう価かされるね。

シェフィル：はっ！　有名になっちゃう！

クロヴィス：ま、ここまできたらしょうがねぇよ。

シェフィル：（うれしそうに）そっかぁ～、しょうがないかぁ～（笑）。困こまったねぇ、えへへへ～♪（笑）

イリス：……シェフィル、喜んでいませんか？（笑）

シェフィル：（超ちよううれしそうに）そんなことないよ～？　えへへへ～♪

ＧＭ：……シェフィルってこんな俗ぞく物ぶつだったか？（笑）

シェフィル：とにかく、いよいよ次は決勝戦だねっ！

クロヴィス：もうちょっと手ごたえあるといいけどなー（笑）。

ＧＭ：（笑）。そして、キミたちが控え室で待機していると……会場を揺るがす大歓声があがった。もうひとつの準決勝戦が終了し、優勝決定戦の相手が決まったようだ。

一同：お。

シェフィル：みんな、いくよっ！

一同：おう！

ＧＭ：そして始まる決勝戦。最初に入場したのは新進気鋭のチーム〝エーデルワイス〟……そう、キミたちだ。四人が立たち並ならぶと同時に、司会者が声を張りあげた。「英雄は北の地より来たる……！　新進気鋭の凄すご腕うで集しゆう団だん〝エーデルワイス〟───っ！」　その声に、観かん衆しゆうが大歓かん声せいを上げた。

一同：わ───っ。

ＧＭ：観客は大おお盛もり上あがりだね。口々に「がんばれー！」と声せい援えんを送っている。

カナデ：手を振ふって応こたえましょう。

ＧＭ：「そして対するは四年前、〝薔薇の災厄〟にも参加した英雄にして、数々の大会でも大きな戦せん績せきを収おさめております、みなさまもご存じ、〝エレメンタラーズ〟───っ!!」

カナデ：…………エレメンタラーズ……って…………。

シェフィル：って、それはやっぱり……。

ＧＭ：そう。アナウンスが終わると同時に、キミたちとは反対側の入場口のゲートがゆっくり開くのが見えた。そこから現われたのは───。




　ひとりは、杖をついた赤いローブのおじいちゃん。

　ひとりは、点滴をつけて胸で大きく息をしている青いローブのおじいちゃん。

　ひとりは、担架を持っている黄色いローブのおじいちゃん。

　そしてひとりは、担たん架かに横たわったまま運ばれてくる、緑のローブのおじいちゃんだった。




一同：お前らか──いっ!?（大爆笑）

イリス：来た───あっ!!（爆笑）

クロヴィス：決勝で当たるのがジジイかよっ!?　一番当たりたくなかった!!（爆笑）

シェフィル：お、おじいちゃん、どうやって勝ったの───っ!?（爆笑）
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ＧＭ：今回は「出場選手は試合を見られない」というルールがあったため、それは謎だ。

カナデ：お互いの技を知らないまま戦ったほうが面白い、ということですね……（笑）。

クロヴィス：どう見ても魔ま法ほう使いだな！（笑）

ＧＭ：これまた有名なギルドなんだ。

カナデ：やはりあのおじいちゃんたち、〝エレメンタラーズ〟だったんですね。

シェフィル：カナちゃん、知ってるの？

カナデ：はい、『西方ガイド』にも載っている、超ちよう有ゆう名めいギルドですよ。

シェフィル：おおっ！　そうだったのかぁ～！

カナデ：傭よう兵へいの町ダブラルの出身で、全員がメイジなんです。ひとりずつちがった属ぞく性せいの魔法を使ってくるという戦法ですよ。

イリス：なるほど、着ているローブの色は、属性を表しているんですね。

ＧＭ：そう、過去のデータではそうなっている。今はどうなのかはわからないけどね。

クロヴィス：よっしゃ！　まあ、やってみりゃわかるだろ！　かかってこいやー！

ＧＭ：それでは、「決勝戦……──ファイトっ!!」と掛け声がかかったところで、シーンを切ろう！







◆Middle06◆決勝戦！




　並なみいる強豪をなぎ倒たおし、見事決勝戦までたどりついた〝エーデルワイス〟。

　新しん進しん気き鋭えいのギルドに、観客たちも大注目だった。

　次なる相手は───〝エレメンタラーズ〟。

　今、激はげしい戦いの幕まくがあがる……はずだ！




ＧＭ：では、決勝戦を始めよう！　決勝戦は、実じつ際さいにエレメンタラーズと戦せん闘とうをしてもらう。

イリス：戦うんですか……（笑）。

クロヴィス：オリジナルスキルとかで、じーさんたちがいきなり頓とん死しするとかねぇの？

カナデ：セットアッププロセスに１Ｄ６振ふって、６が出ると心しん臓ぞう麻ま痺ひで戦闘不ふ能のうになるとか（一同爆笑）。

ＧＭ：おじいちゃんたちは、あいかわらず温和な言葉遣いでキミたちの健闘を祈る。「お、お互いベストを尽くそうのう……」　ぷるぷる。

シェフィル：お、おじいちゃん、震えてるよ……（笑）。

ＧＭ：配置は、キミたちとエレメンタラーズは五メートル離はなれて、それぞれ一エンゲージだ。では、戦いを始めよう……！




●第一ラウンド

クロヴィス：それにしても、じーさんが相手かー。オレたち虐ぎやく殺さつしに来たつもりはねぇぜ？　それとも、クラン＝ベルは老人ホームかぁ？　（笑）

シェフィル：クロちゃん、セリフが悪役だよー（笑）。

カナデ：悪役というか、戦闘が始まったらボコボコにされて倒たおれてるフラグです……（笑）。

クロヴィス：げげぇ───っ!?　つ、強ぇ───っ!?　バタリ（笑）。

ＧＭ：始まる前にやられるな！（笑）　いいから、【行動値】の確かく認にんをするぞ。




行動値

グリーン　　　　　24

クロヴィス　　　　18

カナデ、レッド　　15

ブルー　　　　　　14

シェフィル　　　　13

イエロー　　　　　10

イリス　　　　　　３
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クロヴィス：な、なんか緑のじーさんが速いぞ!?　ホントにメイジかよ！（笑）

ＧＭ：うひひ。まず、セットアップいくぞ。最初は【行動値】がもっとも高い、緑のローブを着たジジイグリーンから！

一同：ジジイグリーンっ!?（一同大だい爆ばく笑しよう）

クロヴィス：せめてオールドグリーンとかにしようぜ!?（笑）

シェフィル：あ、それかっこいい！

カナデ：では、他のおじいちゃんは、オールドレッド、オールドブルー、オールドイエローですね（笑）。

ＧＭ：ういうい（笑）。では、まずは担たん架かで運ばれているジジイグリーンから！（一同爆ばく笑しよう）

イリス：ジジイグリーンで確かく定ていしてるじゃないですかっ！（笑）

クロヴィス：それよりも、まだ担架に乗ったままなのか（笑）。担架を支ささえてるやつらってただのエキストラだよな？

ＧＭ：ああ、そこは気にしないでいいよ。担架はもう下におかれてるから。

シェフィル：地面に寝ねかされてるの!?（笑）

クロヴィス：てっきり看かん護ご師しとかが側にいて、支し援えんしてくるんだと思った……（笑）。

ＧＭ：ないない（笑）。ともかくグリーンは、セットアッププロセスでスキルを使う。

イリス：お、なにをしてくるつもりだ？

ＧＭ：グリーンはその刹那、かけられた毛もう布ふを翻ひるがえすと……《ランナップ》！　突然、立ち上がり、短距離走のランナーのごときポーズでキミたちに向けて疾走してくる。

一同：うおあ──────っ!?（大爆笑）

クロヴィス：き、来た……っ!?（笑）

イリス：速すぎる！（笑）

クロヴィス：まさに風前の灯！　蝋ろう燭そくの最後の焔ほのお……！（笑）

イリス：彼かれは今、最高に光ひかり輝かがやいている……っ!!（笑）

ＧＭ：彼は五メートルを瞬時に走り込んで、ズザアアアア！　砂煙を立ててＰＣたちのエンゲージに突とつ入にゆう、そこで立ち止まって……！　「ぜえ、ぜえ、ぜえ、ぜえ……！」

一同：おじーちゃ───んっ!?

クロヴィス：お、おじいちゃんっ、大だい丈じよう夫ぶか……っ!?（笑）

ＧＭ：（死にそうな声で）「だ……大丈夫じゃ……」

シェフィル：こ、これ、次に攻こう撃げきできないんじゃないかな？（一同爆笑）

クロヴィス：移動するとメジャーアクションを失う！　なんて新しい!!（笑）




　そんなわけあるか。




クロヴィス：次はオレか。《クイックフォージ》《ウェポンフォージ》！　フェイトを３点ぶっ込こんで、８Ｄで振ふる！

イリス：おお、来たぞ。

クロヴィス：まずは発動判はん定てい。

ＧＭ：へい。ファンブルしてもいいのよ？

クロヴィス：（ダイスを振る）成功。危ねぇ、１、２だよ！（笑）

ＧＭ：チッ（笑）。

クロヴィス：んじゃ、８Ｄで……（ダイスを振る）おっ、なかなかいい。ダメージが33点上じよう昇しようだ。

シェフィル：おおっ！　すごーい！

ＧＭ：次はカナデだな。

カナデ：はーい。エンゲージされちゃいましたね～……。《クイックソング》からの《バラード》。カナデたちのエンゲージの【魔ま法ほう防ぼう御ぎよ力りよく】を上げます。

ＧＭ：おっと、それだとグリーンも上がるけど、いいのかな？

カナデ：どうせ物理ダメージですから、問題ないですよ。（ダイスを振る）判定は成功。全員【魔法防御力】に＋２してくださ～い。グリーンさんも＋２してください。

クロヴィス：いいねいいねぇ！　敵てきも味方も硬くなったぜ！（笑）

シェフィル：おじいちゃん、なにかひと言ないですか？（笑）

ＧＭ：「ぱあ───っ……!!」　なんか、天から光が差している（一同大爆笑）。

イリス：絶ぜつ対たいにやばいよ!?（爆笑）

クロヴィス：召めされちゃう、召されちゃう！（爆笑）

ＧＭ：っていうか、やめろよ!!　計算が面めん倒どうになるだろうがよっ!?（一同爆笑）

カナデ：そんなこと言われましても（笑）。

ＧＭ：レッドはなしで……次、ジジイブルー！　ブルーは優やさしい笑みを浮うかべながら、ジジイイエローに対して《ヘイスト》！（ダイスを振る）発動して、【行動値】が12点上昇。

クロヴィス：お、ビートに乗ってきたな。高速痙けい攣れん！（笑）

イリス：だから、それはやばいってば!?（笑）

ＧＭ：というわけで、イエローの【行動値】が22になって、クロヴィスより速くなった。

シェフィル：すごーい。あ、つぎはわたしだけど、なにもありませーん。

ＧＭ：それじゃ、次はイエロー。《ストーンスキン》を使用。（ダイスを振る）よし、発動した。「ふんぬぅぅ!!」と気合いを入れると、ローブがビリビリッと破やぶれて硬かたくなる。具体的に言うと、【物理防御力】が15点上昇した。

イリス：15点!?　硬かたいなー。次は私ですね。《プロボック》を使いたいんだが……誰だれに向かって使うか悩なやみますね……。

シェフィル：まだおじいちゃんたちの能のう力りよくがよくわかんないもんね。

カナデ：ここまでのセットアップである程てい度どクラスの傾けい向こうは見えてきますが……。

クロヴィス：ブルーは《ヘイスト》を使ったからアコライト、グリーンが《ランナップ》を使ったからシーフっぽいな。

イリス：ならば、アコライトに使いましょう。ジジイブルーに《プロボック》！　アコライトは【精せい神しん】が高いから、フェイトを２点入れよう。４Ｄで振る！　とう！（ダイスを振る）……うわっ、１と６が半分ずつ！（笑）

シェフィル：すごいっ！　平へい均きんっ！（笑）




　さすがは荻おぎさんである。




イリス：でも、６が二個こ出てるからクリティカルしてるよ！（笑）

ＧＭ：こっちもクリティカルを出したいところ。（ダイスを振る）惜おしい！　11で失敗！

一同：危ねぇ───っ!?（笑）

ＧＭ：これでブルーは［逆ぎやく上じよう］した。とほほ。

シェフィル：じゃ……じゃあ、《プロボック》かけられて……（笑）。

ＧＭ：点滴がちゃっぽんちゃっぽんちゃっぽん!!（一同爆笑）

シェフィル：点滴揺ゆれてる揺れてるっ!?（爆笑）

ＧＭ：ともかくこれでセットアッププロセスが終了。イニシアチブプロセスに移うつろう。

カナデ：【行動値】はクロちゃんより、グリーンさんの方が速いんですよねぇ……。

ＧＭ：そういうことだ。それでは、ジジイグリーンから行動するぞ。

イリス：なにをしてくる？

ＧＭ：ムーブアクションはなにもせず、マイナーアクションで《インベナム》、メジャーアクションで《ワイドアタック》。ジジイが杖つえから短たん剣けんを〝しゃこっ……！〟と抜ぬく。

カナデ：［毒］っ!?　毒じーちゃん……っ!?（一同爆笑）

クロヴィス：だな。ここは止めるぜ。《ワイドアタック》を《インタラプト》！　糸を展てん開かいさせて攻撃を阻はばむ！

ＧＭ：それならばこちらも《インタラプト》！　仕し込こみ杖づえを抜ぬきながら、展開された糸をすべて斬きり飛ばす！

クロヴィス：くっ……やるな、じーさん……（笑）。

ＧＭ：（死にそうな声で）「わ、若わかいの、動きが、遅おそい、のう……」（一同爆笑）

イリス：よぼよぼだよ！　やばそうだよ！（笑）

クロヴィス：つっと頬ほおに触ふれて、切れているのを確認する。……なるほどな。こいつぁ楽しませてくれそうだ……！

ＧＭ：と、クロヴィスがつぶやくと同時、閃せん光こうのごときジジイの刃やいばが、キミたち四人に襲おそいかかる！「ふっ、油ゆ断だんしたのう。あまり、ジジイを舐なめるでないぞ？」

シェフィル：おじいちゃん強そう！（笑）

クロヴィス：強そうな演えん出しゆつしておかねぇと、こっちも本気をだせねぇからな！（笑）

ＧＭ：ちなみに、エレメンタラーズは『ルージュ』に出た時は雑魚ざこギルドだったんだけど、最終決戦の時に、貯めに貯めた成長点を全部つぎ込こんで成長したという設せつ定ていがある。今はそこそこ強いんだよ（笑）。

クロヴィス：なるほど！　このじーさん、毎日感かん謝しやの正せい拳けん突づき一万本って感じか。

カナデ：意味がわかりません……（笑）。

ＧＭ：命中は３Ｄ＋７。（ダイスを振る）11、命中は18だ。

カナデ：結構高いですね～……。

クロヴィス：［毒］を喰くらっても、マイナーアクションで毒消し使えばいけるけど、それやるとマイナーアクションつぶれるんだよな。

シェフィル：わたし毒消し、もうないよ。

カナデ：そういえば、宿代の足しに……！（笑）。




　キャベツを残してくれて、ＧＭが「ラッキー」と思っていたことは内ない緒しよだ。




クロヴィス：でもカナデが残してなかった？

カナデ：持ってますけど、他人には使えませんし……。

イリス：［毒］ってどれくらいダメージが来るんですか？

ＧＭ：《インベナム》はＳＬ３だから、効こう果か強度３。クリンナッププロセスに15点のＨＰロスだな。

一同：けっこう痛いたいよっ!?

イリス：なるべく避よけたいですが、僕は回かい避ひ判定が２Ｄ＋２なので避けられませんね……。（ダイスを振る）達成値10で命中。

クロヴィス：オレはふつうにっと。（ダイスを振る）18ぴったりで回避！

カナデ：……悩なやましいですが、フェイトを２点入れましょう。（ダイスを振る）うわっ、低いっ!?　１がふたつも出てます！

ＧＭ：当たり……！

カナデ：いや、フェイトを使って振ふり直しますよ！（ダイスを振る）よかった～！　クリティカルで回避です～！

シェフィル：わたしもフェイト使えばぎりぎりいけるかな……よし、わたしも２点使っていってみる！

ＧＭ：（しわがれた声で）「わ、ワシの毒を食らえ～……」

シェフィル：お、おじいちゃん……わたし、おじいちゃんに弱いんです……！（笑）

カナデ：グラン爺のこと思い出しちゃうんですね（笑）。

シェフィル：でも、避よけます！　フェイトを２点使って４Ｄ＋６！　（ダイスを振る）わっ、低い!?　達成値14!!

ＧＭ：よし、当たった！

シェフィル：ふ……振りなおしてみたい、かなっ！（笑）

ＧＭ：ちぇ、どうぞ（笑）。

シェフィル：あっ、そうだ。演出しておこうっと。（切なげな声で）……おじいちゃん、ごめんねっ……！　おじいちゃんには弱いけど……当たるわけにはいかないの！（ダイスを振る）クリティカルはしてないけど、15が出た！　21で回避成功っ！

ＧＭ：ということは、当たったのはイリスだけか！（笑）じゃあ、ジジイグリーンの短剣がイリスに命中。ぼわっと紫むらさき色いろの毒煙が発生する。

イリス：うう……っ！（笑）

ＧＭ：……でも、よく考えたら、ダメージ通るのか、これ？　……ま、まあ、やるだけやってみるか……。ダメージロール直前に《ピアシングストライク》！　ダメージを増ふやして、５Ｄ＋14！　……通らない気がしてきた（笑）。

クロヴィス：《プロテクション》もあるしな（笑）。

ＧＭ：（ダイスを振る）29点の物理ダメージ。

イリス：《プロテクション》を使うほどでもなかった。ダメージは０！

ＧＭ：毒も通らない！　か、悲しい……。

クロヴィス：へ、じーさん、ちょいと非ひ力りきだったなぁ？　おいイリス、ここはちょっとかっこつけてもいいとこだぜ。

イリス：（しみじみと）ホッとした……（一同爆笑）。

クロヴィス：もうちょっとかっこいいこと言おうよ!?（笑）

イリス：じゃ、じゃあ……「ふっ、効ききませんね」とだけ言っておきます。

シェフィル：しかもそれだとこっちが悪者っぽい……（笑）。

ＧＭ：うむ。観客席から「なんだあいつら……！」「じいさーん！　がんばれー！」と声せい援えんが飛んでくる（笑）。

イリス：な、なんですかこのアウェイな感じは……！（笑）

ＧＭ：（笑）。んでは、次はイエローだな。ムーブアクションで移動、千鳥足で寄よってくる。ひょろひょろ～っとな。

シェフィル：みんな固まってきた……！

ＧＭ：そしておもむろに杖を掲かかげると、グレートソードを〝しゃりーん〟と抜き放つ。

クロヴィス：仕し込こみグレートソードぉっ!?（笑）

イリス：剣が杖よりでかい……っ!!（笑）

カナデ：どうやって仕し込こんでたんですかっ！（笑）

ＧＭ：どうせカバーされるなら、一番弱いところかな。「お前らのパーティの弱点はここじゃのう！」とカナデを攻撃する。

カナデ：そんなことないですよ？（笑）

ＧＭ：マイナーで《インビジブルアタック》、メジャーで《バッシュ》！　さらに、手をぶるぶるさせながら剣を持ち上げ……「《ボルテクスアタック》じゃあー！」と《ボルテクスアタック》を同時に宣せん言げんする（笑）。

イリス：うそ───っ!?（笑）

ＧＭ：命中は４Ｄ＋９！　（ダイスを振る）お、高いぞ。達成値は27！

カナデ：避けられませんよ！（ダイスを振る）12で回避失敗です！　か、か、か、《カバーリング》～……（笑）。

イリス：しましょう。カナデさんの前に割わり込こみます！　《カバーリング》！

ＧＭ：ではダメージ。ダイスは七個、７Ｄ＋82！（ダイスを振る）平へい均きん的てきか、[image: ]点の物理ダメージだ。

イリス：【物理防御力】は34点、71点ダメージが入るか……では《プロテクション》。（ダイスを振る）よし、高め。19点軽けい減げんして、52点。残り【ＨＰ】20点！

ＧＭ：「おおー若いの、よく耐たえなさった……！」

イリス：ふう───っ……！　な、なかなか、効きましたよ……！（笑）

ＧＭ：「四年間鍛たん錬れんし続けたからのう」

カナデ：絶対に鍛錬する方向、間ま違ちがってますって……！（笑）

ＧＭ：魔ま法ほう使つかいだけでは勝てないと悟さとったんだよ（笑）。

カナデ：そもそもメイジだけでギルドを組むほうが間違ってますよ！（笑）




　正せい論ろんである。




イリス：ともあれ、切り札をひとつ使わせました。

クロヴィス：さすがイリス、鉄てつ壁ぺきだぜ！

ＧＭ：さて、次はクロヴィスの行動だな。

クロヴィス：ムーブはなにもしない。マイナーアクションで《オルタナティブウェポン》、メジャーアクションで《ワイドアタック》！

ＧＭ：うおっ、《ストーンスキン》の意味がねぇ!?

クロヴィス：命中にフェイトを１点使って、４Ｄ＋８だ。（ダイスを振る）出目がいいな。19も出たぜ。達成値28！

ＧＭ：順番に回避していこう。まずはジジイ！

クロヴィス：両方ジジイだ！（一同爆笑）

ＧＭ：ホントだ（笑）。じゃあ、ジジイグリーンから回避する。（ダイスを振る）19で回避失敗。ジジイイエロー（ダイスを振る）くっそお───っ!?　惜しいっ!!　出目11で……回避失敗っ!!

クロヴィス：危ね───ぇっ！

ＧＭ：ここはジジイイエローがジジイグリーンを《カバーリング》する。

クロヴィス：なら、お前から落とすぜ。《シックネス》を使用。（ダイスを振る）49点の魔法ダメージだ！

カナデ：さらに《ディスコード》です～。（ダイスを振る）２点追加です（笑）。

ＧＭ：ううむ……ダメージを受けると［衰すい弱じやく］だっけ？

クロヴィス：ああ、［衰弱（３）］だな。判定を行なうたびに15点のＨＰロスだぜ？

ＧＭ：そいつは厳きびしい。なのでジジイブルーが《アフェクション》を使用！　クロヴィスの攻撃を、魔法障しよう壁へきが阻はばんだ。これでダメージが０じゃ!!

クロヴィス：攻撃は通らなかったが、切り札は使わせたぜ。

ＧＭ：これでクロヴィスの行動は終了。次はカナデのメインプロセスだ。

カナデ：んー……（しばらく考えて）……悩ましいですけど、決めた！　ムーブアクションとマイナーアクションで離り脱だつ！　五メートル後方に下がります。

ＧＭ：む、逃にげたか。

カナデ：メジャーアクションで《ウォータースピア》＋《リゼントメント》、対象はレッドですっ！（ダイスを振る）……達成値21です！

ＧＭ：うーむ、がんばって避よけるしかない。「むむっ、あの娘むすめ、できるな……ちゃんと展開を考えておるようじゃ！」と言いながら、回避する。

シェフィル：ちょっと待って、それって、他の人はなにも考えてないみたいじゃないですか！（笑）

ＧＭ：「そ、そうは言っておらんぞ……？」（笑）（ダイスを振る）駄目でした。出目５で失敗。ここでイエローが《カバーリング》《カバームーブ》！

カナデ：そこは想定の範はん囲い内ないですっ。ダメージは６Ｄ＋77！

クロヴィス：やれ───っ、つぶせ───っ！

カナデ：（ダイスを振る）[image: ]点のダメージですっ！




　大量の水を凝ぎよう縮しゆくさせて作った水の槍やりが、レッド目がけて放たれる。

　レッドはとっさに身を守ろうとするが、まるで関節が石になったかのように動かない。

　見れば、クロヴィスが悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべている。

　己おのれの身に呪のろいをかけられた、その事実を認にん識しきした直後、猛もう烈れつな勢いきおいで水の槍がレッドに……いや、かばったイエローに突つき刺ささった。




ＧＭ：うおぉ!?　ブルーが《プロテクション》……だが、３レベルしか持ってないのよね！（ダイスを振る）お、高いぞ。14点軽減した。

カナデ：これは、いけますか……!?

ＧＭ：合計82点ダメージ。さすがにぐらつくが、まだ倒れはしない！

カナデ：くっ……それなら、［放心］も受けてください。

ＧＭ：ほーしんほーしん。落ちなかったが、やっぱりきつい！　《プロテクション》の目しだいじゃ落ちてたかもしれなかった！

クロヴィス：よし、それなら次のシェフィルかイリスの攻撃で確かく実じつに落とせるな。

ＧＭ：次は同どう値ちのジジイレッドだな。「やるな、カナデとかいう娘……面白い。ならば、一気にカタをつけるとするかのう！」

カナデ：やだ！　いやです！　なんで私わたしなんですか!!

ＧＭ：「知らんのか！　神官から倒たおせという言葉を……！」

カナデ：私は神官じゃありません！（笑）

イリス：神官は僕ですよ（笑）。

ＧＭ：「うぬぬ、目がかすんでよぉ見えんでのう」（一同爆笑）

カナデ：年のせいにしないで───っ!?（笑）

クロヴィス：結局、やられたからやり返したいだけじゃねえの？（笑）




　そうとも言う。




ＧＭ：ムーブアクション、マイナーアクションはなし。メジャーアクションは《リゼントメント》つき《ファイアボルト》をカナデに！

カナデ：きゃーっ!?

ＧＭ：まずは命中、３Ｄ＋10！（ダイスを振る）うっ、低い……。達成値は18。

カナデ：それなら目がありますね。《アンプロンプチュ》を使用、呪歌判定で回避します！（ダイスを振る）わー、どうしましょう、４しか出てないです～（わざとらしく）。

ＧＭ：（嫌いやそうな顔で）…………達成値は？

カナデ：（しれっと）19。

ＧＭ：回避してるじゃねえか───っ!!（一同爆笑）

シェフィル：さすが参さん謀ぼう！（笑）

ＧＭ：くぅ───っ!?　ジジイレッドが放った炎ほのおの魔法は、カナデのそばをかすめて過ぎ、背はい後ごの壁に着弾して爆発を巻き起こす。〝ごごごぉ……！〟

カナデ：危あぶないところでした……（笑）。

クロヴィス：《リゼントメント》が外れてよかったな。

ＧＭ：しくしく、それがちょっと痛い。

クロヴィス：いやー、わざわざカナデを狙ねらってくれるたぁ、さすがだな！　見せ所をわきまえていらっしゃる！　ありがたいＧＭじゃ、ありがたやありがたや。

ＧＭ：うるさいよっ!?　では次、ジジイブルー。ジジイイエローに対して……。

イリス：あ、ブルーは《プロボック》を受けていることをお忘わすれなく。

ＧＭ：そうだ！　［逆上］してるんだった!!　「ぬおおおぉぉ!?」（一同大爆笑）

イリス：これ、キャラ大変ですね……！（笑）

カナデ：（ブルーになって）「こんの小童があぁぁ───っ!?」（一同爆笑）

クロヴィス：ま、まずい。じーさん……血管が切れそうだ。

ＧＭ：［逆上］ということは……イリスを狙ねらわないと、メジャーアクションの判定がマイナス２Ｄか！

シェフィル：きくたけさんのダイス目に期待します！（笑）

ＧＭ：……それでもやる。ジジイブルーがイエローに《ジョイフルジョイフル》！

イリス：ああっ、あのおじーさん、［逆上］しながら歌ってますよ！（一同爆笑）




　おそろしい光景である。




ＧＭ：と、とにかく「立て、イエロー！　まだお前は動けるはずじゃー！」とブルーが声援を送る。（ダイスを振る）……よしっ！　発動した！

一同：ああー……（落らく胆たんの声）。

ＧＭ：ジジイブルーの支援を受けたジジイイエローは、「そうじゃ！　ワシはまだできる！」と言いながら剣を掲げる！（笑）

クロヴィス：じーさんが蘇そ生せいした───っ！（笑）

ＧＭ：これで［未行動］になったので、次はイエローの行動となる！

シェフィル：おじいちゃん、まだ頑がん張ばるのね……（笑）。

ＧＭ：さらに、イニシアチブプロセスでブルーがオリジナルエネミースキルを使用する。

イリス：ほう、どんなスキルです？

ＧＭ：ここでジジイブルーは「ほっ？」と天を仰あおぎ……《はて？　もうボルテクスアタックは使いましたかのぅ？》というスキルを使う。

一同：なんだそれは──────っ!?（大爆笑）

イリス：い、いやいやいや……っ、えぇぇええ───っ!?（笑）

ＧＭ：イエローも「はっ！　使っていないような気がするぞ！」と言い始めた。

クロヴィス：おい、ちょ、ちょっと待てジジイ──────っ!?（笑）

カナデ：おじいちゃん！　《ボルテクスアタック》はついさっき使ったでしょ！（笑）

ＧＭ：「嘘うそじゃ、そういってワシに《ボルテクスアタック》を使わせん気じゃろ!!　そうはいかん！　ワシは使っておらーん!!」（一同爆笑）

シェフィル：（←大爆笑して机つくえに突つっ伏ぷしている）

ＧＭ：で、あらためてジジイイエローの行動だ。狙ねらうのは……（クロヴィスを指し）回避が高い、（イリスを指し）硬い……だから、シェフィルだな。

シェフィル：わたし!?

ＧＭ：マイナーアクションで《インビジブルアタック》、メジャーアクションで《バッシュ》＋《ボルテクスアタック》！　（ダイスを振る）16、達成値は25だ。

シェフィル：それはクリティカルじゃないと……。（ダイスを振る）達成値12で回避失敗！

ＧＭ：ならジジイのグレートソードが、シェフィルの脳のう天てんをかち割わる。

イリス：ちょっと!?　かち割ること確定なんですか!?（笑）

カナデ：当たっただけですから、かち割わられると決まったわけじゃありません（笑）。

シェフィル：（少し考えて）イリスがいまダメージいっぱい受けてるんだよね。なら、自分で受けて《プロテクション》をもらった方が生き残る確かく率りつ高いかな？

クロヴィス：だな。あとはＧＭの目が高くないことを祈いのる。

ＧＭ：それじゃ、ダメージいくぞ。（ダイスを振る）うーん、平均的。[image: ]点の物理ダメージ。

シェフィル：【物理防御力】は13だから、94点ダメージ。【ＨＰ】は79点。

クロヴィス：イリス、《プロテクション》で16点はじければいけるぞ！

カナデ：５Ｄで16点……ぎ、ぎりぎり期き待たい値ち……！

ＧＭ：フェイトを２点入れれば安全だけど、出目しだいってところかな。

カナデ：荻さんの平均の出目ならば、きっと大だい丈じよう夫ぶですよ！

シェフィル：（顔をしかめてる）…………。

ＧＭ：小こ暮ぐれさんが今、「超ちよう嫌いやな予感がする」って顔をしている！（笑）

シェフィル：い、いや、でも、「平均の荻さん」っていうのを信じて……！（笑）

イリス：わかりました。フェイトを２点入れて、《プロテクション》！




　シェフィルの頭をかち割らんと、猛烈な重じゆう圧あつとともに振ふり下おろされるイエローの剣。

　命中する……！

　誰もがそう思った瞬しゆん間かん、ぎぃんと甲かん高だかい音を立てて、剣ははじき返された！




イリス：（計算中）……23点軽減！　間かん一いつ髪ぱつのところで、光の盾たてが剣を弾はじきます!!

シェフィル：これで残り【ＨＰ】８点で立ってるよ！

イリス：よ、よかった……耐たえてくれた……！

クロヴィス：《アフェクション》が温おん存ぞんできただけでも助かったぜ！

シェフィル：ふうっ……！　でも、すっごい痛いたかった。おじいちゃん、強いんだね！

クロヴィス：ああ、オレたちの前の時代を作ってくださった方々、ってだけのことはあるぜ。

ＧＭ：……むう。こっちは最初の一ラウンドにすべてを懸かけてるから……そろそろつらい。ひとりも倒たおせなかった（笑）。

シェフィル：次はわたし。離脱したいけど、ムーブアクションとマイナーアクションがつぶれちゃうのか……それだったら、遠いおじいちゃんを狙ったほうがいいかな？

クロヴィス：どうせなら、弱ってるやつに集中攻撃しちまおうぜ。

シェフィル：そうだね！　それじゃあ、ムーブアクションで《ホークアイ》、マイナーアクションで《クローズショット》、メジャーで《バッシュ》！　《デュアルアロー》でミスリルの矢を二本使おう！　命中は３Ｄ＋８！　対象は……おじいちゃん！（一同爆笑）

カナデ：みんなおじいちゃんです。

シェフィル：こ、混乱してきた。はい、イエローさんで（笑）。いきまーす！（ダイスを振る）クリティカルしなかった！　６、５、５！

一同：惜しい───っ！

シェフィル：でも、達成値は24だよ！

ＧＭ：うーん、さすがにそれは無理だな。（ダイスを振る）回避失敗。

シェフィル：よかった！　ダメージは８Ｄ＋40です！

クロヴィス：そういえばこのじーさん、硬くなってるんだよな。だったら《ピアシングペイン》使っておくぜ。

シェフィル：ありがと！　いきまーす!!（ダイスを振る）67点の貫通ダメージです！




　剣を弾かれ、体勢の崩くずれたイエローに、二本の矢をつがえた弓が突きつけられる。

　身体を捻ひねって回避しようにも、弓はピッタリと追つい従じゆう……狙ねらいは外さない。

　剣を引ひき寄よせ身を守ろうにも、なぜか腕うでは動かない。

　逃のがれられぬと悟った瞬間、二本の矢は弓から放たれ、イエローの身体を貫つらぬいた。




ＧＭ：むう、貫通ダメージだとどうしようもない。《プロテクション》張はっても無む駄だだな。「これが……若わかさ、か……」　イエローは満足げな笑顔を浮かべて〝ずしゃり……〟と倒たおれる。

一同：よし……！




　次の行動はイリスだが、その前のイニシアチブでイリスは《クイックヒール》＋《ヒール》を使用し、自分の【ＨＰ】を61点まで回復。

　あらためてイリスのメインプロセスでは《ホーリーウェポン》を自分に使用して、ダメージを＋15点した。




イリス：よし、これで僕の行動は終了です。

ＧＭ：これで、全員行動済ずみになったので、クリンナッププロセス。特になにもなければ、次のラウンドへいこう。




●第二ラウンド

行動値

グリーン　　　　　24

クロヴィス　　　　18

カナデ、レッド　　15

ブルー　　　　　　14

シェフィル　　　　13

イリス　　　　　　３

[image: ]




ＧＭ：では、第二ラウンド、セットアッププロセスから。グリーンは……離脱する意味もないよなあ。なにもしない。

クロヴィス：オレは特になにもないぜ。

カナデ：次のカナデはありますよー。《ファイトソング》でクロちゃんの《インタラプト》を復ふつ活かつです。

シェフィル：これで一回攻撃が防ふせげる！（笑）クロちゃん、がんばってー！

クロヴィス：おうよー！　やる気が出てきたぜー！

ＧＭ：やる気が失せてきたぜー……。レッドはなくて、ブルー。レッドに《ヘイスト》だ。（ダイスを振る）発動は成功。（ダイスを振る）ぶふぁ───っ!?（一同爆笑）

イリス：なにこれ!?　ぜんぶ出目が１だ!!（笑）

シェフィル：すごいすごーい！（笑）

ＧＭ：低───っ!?　え、えーと……「レッド！　お前、もっと速く動くんじゃあ！」「もう駄目じゃー……！」（一同爆笑）

クロヴィス：いえーい、【行動値】３上がって、オレと同じ！（笑）

イリス：わー、すごいねー！（笑）

クロヴィス：（妙みようなリズムで）同じ！　おなＧじー！　いえぁー、ＹＯ、ＹＯ！　お前オールド、歳としを取って、髪かみが抜ぬけてボールド、いえぁ!!（一同爆笑）

ＧＭ：意味がわかんねーよ!?（笑）

シェフィル：あ、わたしはなにもないよー。

イリス：僕は《プロボック》……いや、今回は温存します。

カナデ：イリスに攻撃を集中させるよりも、ばらけた方がここはいいかもしれませんね。

ＧＭ：では続いてイニシアチブプロセス。グリーンから行動だが……目の前を殴なぐるしかないか。マイナー《インベナム》、メジャーアクションで《ワイドアタック》！

イリス：ははは、来なさい。

ＧＭ：イリスにはダメージとおりそうにないな……。ともかく、目の前の三人に攻撃。（ダイスを振る）……うわ、低い!?　１、１、６!!

クロヴィス：あ、じゃあ《サンドクラウド》。その６の目を消去するぜ。

ＧＭ：……い、１ゾロ……（一同爆笑）。

イリス：ファンブルー（笑）。




　グリーンが動き出すのを確認したクロヴィスは、奥おくの手てとなる呪いを発動させる。

　呪いは小さな砂すなの嵐あらしとなり、グリーンの顔を覆おおった。

　突とつ然ぜん、砂の嵐に視し界かいを奪うばわれたグリーンは、驚おどろき、動きを止めてしまう！




ＧＭ：攻撃失敗!!　なにもできなかった!!

クロヴィス：よし！　んじゃ、次はオレの行動……ここは後こう衛えいのふたりを攻撃するか。シェフィル！　こいつのことは任まかせたぜ！

シェフィル：わかった！

クロヴィス：ムーブアクションで離脱。動きの止まったグリーンの横をすり抜ぬけて、レッドとブルーにエンゲージだ。「じーさんズ！　冥めい土どに行けやぁ！」メジャーアクションで《ワイドアタック》！　（ダイスを振る）命中判定は18。

ＧＭ：回避判定はふたりとも２Ｄ＋７。まずはレッド。（ダイスを振る）命中。続いてブルー。（ダイスを振る）おおっ!?　来たぞ!?　出目11！　達成値18で回避!!

クロヴィス：ブルーには回避されたが使おう、《シックネス》。（ダイスを振る）50点の物理ダメージだな。１点でもダメージが通れば［衰弱（３）］がつくぜ。

ＧＭ：「……に、二回動いたら、ワシ、死ぬ」（一同爆笑）

クロヴィス：要するに、残り【ＨＰ】が30点以下で、二回判定すると戦闘不能ってわけだな。

ＧＭ：そして、次はそのレッドのメインプロセスが……回ってくるわけだが……（笑）。

カナデ：が？（笑）

ＧＭ：（しばらく考えて）……止まって死ぬぐらいだったら、動いて死ぬ!!

クロヴィス：いいねいいねぇ……！

ＧＭ：対象は……シェフィルしかいないな。これを落とせば、こっちにも勝ち目がある！

シェフィル：とりあえず《シュートアウト》があるから当たらないと思う。

イリス：当たったとしても《カバームーブ》も《アフェクション》も残ってますしね。

ＧＭ：しくしくしく……。だが、ジジイレッドはにやりと笑ってこう言う！　「ワシらが見せ場を作ったように、お前にも見せ場を与あたえてやろう！」

シェフィル：なんでいきなり恩おん着きせがましいの!?（笑）

クロヴィス：でも、これは観客が盛もり上あがる！　ジジイ、ちゃんとわかってるじゃねーか！

ＧＭ：「せめて、ギルドマスターを落としてみせようぞ！」ムーブアクション、マイナーアクションともになし！　メジャーで《ファイアボルト》！　命中は３Ｄ＋10！

クロヴィス：お、高いな。

ＧＭ：（ダイスを振る）う、ふつうだな。11だから、達成値21だ。そしてこちらは判定したので、［衰弱（３）］で15点のＨＰロスを受ける。し、死ぬ……（笑）。

シェフィル：《シュートアウト》を使って攻撃を撃ち落とします！　フェイトも全部入れちゃって、５Ｄで！　えーい！（ダイスを振る）うわっ、低い!?　……あ、でも20ある。達成値28で成功！

ＧＭ：では、投げた《ファイアボルト》を……。

クロヴィス：（バットを振るジェスチャー）かきぃーんっ!!

一同：弓で打ち返した──っ!!（爆笑）

クロヴィス：おおっと、観客席にぃ───っ……!!

カナデ：どぅーんっ……!!（爆ばく発はつ音おん）

ＧＭ：落ちた───っ!?（一同爆笑）

イリス：観客席が燃もえているぅ───っ!!（爆笑）

ＧＭ：燃もやすなよ!?　でも、あまりに激しい応おう酬しゆうに観客がどよめく！

イリス：（観客になって）「おい、《ファイアボルト》を撃うち落としたぞ!?」

ＧＭ：というわけで、攻撃失敗。……もう、こっちにやれること残ってないんですが（笑）。

シェフィル：お、おじいちゃんたち……もう、投とう降こうしない？（笑）

カナデ：この先、どうやっても消化試合で、一方的に叩たたきのめすことになりそう……（笑）。

ＧＭ：「ワシら、ゴールしてもいいのかのう……」（一同爆笑）

クロヴィス：ああ……あんたらはがんばった。ゴールしていいぜ、じーさん……（笑）。

ＧＭ：では、ボロボロだったエレメンタラーズの面々は、ふいにすっくと立ち上がり……（渋しぶい声で）「───参りました」（一同爆笑）

カナデ：なんで無駄に渋いのでしょうか……（笑）。

クロヴィス：いや、ナイスファイトだったぜ、じーさん！

ＧＭ：「ありがとう、いい戦いじゃった」とキミたちへ頭を下げるじーさんたちに、観客席からも「よくがんばったぞ───っ、ジジイ───っ！」という温かな声が届とどく。

イリス：でも呼よばれ方はジジイなんですね……（笑）。

クロヴィス：（実じつ況きようになって）「敗北し、退たい場じようしていくエレメンタラーズが、拍はく手しゆで送られていきます！　観客の、たくさんの拍手で送られていきます！」

シェフィル：わ───っ！（拍手）

ＧＭ：そして、エレメンタラーズが退場してのちに、会場に流れるアナウンス！　「そして優ゆう勝しようは！　〝エーデルワイス〟のみなさまでーす！」

シェフィル：うわーいっ！　二万、二万～っ！（笑）

イリス：いきなりお金かっ！（笑）

クロヴィス：さて、ジジイのドロップ品はなんだ───っ!?（笑）

ＧＭ：ねえよっ！（笑）

シェフィル：あ、最後にわたし《リサイクル》を使って、使った矢や弾だまを回かい収しゆうします。みんなが「わ───っ」と盛もり上あがってる時に、ひとりだけ「リサイクル、リサイクル」って拾ってる（笑）。

ＧＭ：もう俺おれの知ってるシェフィルじゃないよ（笑）。

シェフィル：じゃあ、もうちょっと美しく書いてくださいね～（笑）。

ＧＭ：か、考えておく（笑）。では、シーンはここで閉じよう！







◆Middle07◆出立の時




　大会で見事優勝を果たしたシェフィルたち。

　賞金二万Ｇを手にし、懐ふところも温かくなったシェフィルたちは、次の目的地、ディアスロンドへ向かうための準じゆん備びを始めた。




ＧＭ：さて、試合は終了。優勝したキミたちは、賞金二万Ｇをゲットした。賞金の授じゆ与よも行なわれ、選手たちはお互たがいの健けん闘とうを讃えあう。そして観客の大だい喝かつ采さいの中───大会・一日目はつつがなく閉幕となった。

イリス：優勝できてよかったですねえ。

シェフィル：えへへ、やった♪　二万だよ、二万……！

カナデ：げんなまです、げんなまー♪

ＧＭ：ああ、純じゆん粋すいだった村娘たちがすっかり俗ぞく物ぶつに……。

シェフィル：貧びん乏ぼうがわたしたちを強くしたんです！




　ちがうと思う。




ＧＭ：ともあれ、大会も終了したので、あとはディアスロンドへ向かうことになるが……もし買い物をするなら、このタイミングでしてしまっても構かまわないよ。

シェフィル：はいっ（挙手）。

ＧＭ：ん？

シェフィル：一番初めにクロちゃんが売ったダガー、買かい戻もどしに行こうよ！

イリス：そうですね、取とり戻もどしにいきましょう。

クロヴィス：シェフィル……！　覚えててくれたんだ……！（笑）

シェフィル：わかってるよ、あのダガー……実は本当に、お父さんの思い出が詰つまってたんでしょ？　お金がないから、無理に売ったんだよね？

クロヴィス：（感極まった声で）シェフィル……ありがとうよ！　ありがとうよぉ！　へへ、でも、オレはその気持ちだけで十分だ。あんなの、別にどーでもいいし……（笑）。

シェフィル：ほんとにどーでもいいのっ!?

クロヴィス：だってよぉ、三五〇Ｇで買い戻もどしだろ？　それだったら、ふつうに二五〇Ｇで新しいダガー買うわ（笑）。

カナデ：ほんとに親の形見でもないんですね……（笑）。

クロヴィス：そーそー。じゃ、質しち屋や行くか。ういーす、がちゃ（←扉とびらを開けた）。

ＧＭ：「いらっしゃいませ。おお、お客さん、ちゃんととっておきましたからね。お約束どおり、三五〇Ｇでお戻しいたしましょう！」

クロヴィス：あ、いや、そこにある新しい二五〇Ｇのファインダガーくれ（あっさり）。

ＧＭ：「い、いいんですかい？　そっちには思い出が詰まってませんよ？」

クロヴィス：いいんだよ。

ＧＭ：「それはまた、どうして……」

クロヴィス：（渋しぶく、しかし爽さわやかに）思い出は……これから、作るのさ───（一同爆笑）。だから、新しいファインダガーくれ（あっさり）。

ＧＭ：「ま、ま、待ってくださいよぉ!?　三五〇Ｇで買かい戻もどすと聞いていたからこそ、引き取ったんですよっ!?　それを反ほ故ごにするたぁどういうことですかい!?」

クロヴィス：それを言ったら、一〇〇Ｇで下取りした既き製せい品ひんの中古もんを三五〇Ｇで売るお前もどうなんだよ!?（笑）

ＧＭ：「馬ば鹿か言うな！　一〇〇で下取りしたら三倍にしなけりゃ元が取れねぇんだ！」

カナデ：ぐ、ぐだぐだになるから！　早く進めてください！（笑）

ＧＭ：……というわけで、キミは新品のファインダガーを購入した。

クロヴィス：よし。この瞬間、親父の魂たましいが新しいダガーに宿った。

イリス：移動するんですか!?（一同大爆笑）

シェフィル：形見なの、形見じゃないの……どっちよクロちゃんっ！（笑）

クロヴィス：それは、オレの胸だけにしまっておくのさ。で、まだ買い物できる？

ＧＭ：できるよ。キミたちが出発するまでは、問題なく。

クロヴィス：了解。それじゃ、買いたいものまとめようぜ！




　───というわけで。

　大金が入って気が大きくなった四人は、相談しながら買い物を始めたのだった。

　ちなみに、相談の様子はこんな感じだ。




「移動手しゆ段だんがあると便利だから、馬とか軍馬とか買っておかねぇか？」

「馬ですか。……たしかに、一いつ刻こくも早く、先を急がないといけませんからね」

「えーと……お、これいいな。名馬、二〇〇〇Ｇ！　移動力＋15されるぜ」

「（目を輝かがやかせ）騎き乗じようしながら弓を撃うつって、かっこよくないですか……!?（笑）」

「やべぇ！　超ちようかっこいい!!」

「（目を輝かせ）騎乗しながら槍を放つって、かっこよくないですか!?（笑）」

「やっべえ!!　超クール!!　オレたちかっこい───っ!!（笑）」




　そんな大騒ぎののち……。




ＧＭ：……ともかく、名馬を四頭買うでいいね!?（笑）

クロヴィス：おう！　ひとり一頭ずつ名馬を買って、名前つけようぜ。

シェフィル：馬の色って選べる？

ＧＭ：うん、それは自由に決めて構かまわないよ。

シェフィル：じゃあ、白がいい！　鬣たてがみもぜんぶ真っ白な子がいいなっ。名前はシルバーで！

クロヴィス：お、それかっこいいな！　じゃあ、オレは逆に全身真っ黒で、名前はブラックバレットにするぜ。

シェフィル：〝鉄てつ砲ぽう玉だま〟ってイメージまんまだね～（笑）。

クロヴィス：黒い弾だん丸がんって意味だ（笑）。

イリス：僕も、あとで自分の馬に名前をつけようかな。

シェフィル：うん、考えよう♪

ＧＭ：……あ、そうだ。名馬は、自分の所持品とは別に、重量15まで物が乗せられるよ。

カナデ：よかった、これで折りたたみ梯子はしごと料理道具が乗せられます。

クロヴィス：へっへっへ、いいもん買ったな～。




　ちなみに、名馬は一頭二〇〇〇Ｇ……すなわちこれだけで八〇〇〇Ｇの出費である。

　そして、最後にシェフィルがミスリルの矢を四本購入し、シーンは終了となった。
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◆Middle08◆〝聖せい都と〟ディアスロンド




〝聖都〟ディアスロンド───。

　そこは、全世界に置かれている神しん殿でんの総そう本ほん山ざんとして知られている。

　この荘そう厳ごんなる白亜の都市へ、シェフィルたちは向かう。

　そこで待っているはずの笑顔と再会するために。




ＧＭ：では、新しいシーンを始めよう。えー……（ナレーション風に）野を越こえ、丘おかを駆かけ、いくつもの小さな村を、町を通とおり抜ぬけ……キミたちはただひたすらに、聖都を目指した。

イリス：な、なにかありそうですね……都に着くまでに。

シェフィル：クラン＝ベルであれだけ目立っちゃったからね。襲ってきてもおかしくない。

カナデ：〝ゾハール教団〟───。

ＧＭ：旅の途中、キミたちは一時たりとも気を抜くことはなかった。そして、クラン＝ベルを出立して幾ばくかの日数が経過してのち……キミたちは、〝聖都〟にたどり着いた。

一同：……。

ＧＭ：……。

シェフィル：え、着いた？

ＧＭ：うん、着いた。〝聖都〟ディアスロンドだ。

一同：途中なんにもないんかいっ!?（笑）

ＧＭ：うん、なにもないよ（笑）。道中はいたって平へい穏おんに、平和に進めた。

クロヴィス：……つ、着いてしまった……（笑）。

イリス：い、今は無事に到とう着ちやくできたことを喜びましょう。

カナデ：ちょっと拍ひよう子し抜ぬけしちゃいました……（笑）。

ＧＭ：（笑）。というわけで、キミたちは馬に乗ったまま、山の上からディアスロンドの街まち並なみを見下ろしている。その街並みは、まるで精巧な芸術品のよう。静謐に満ち、どっか神聖な雰囲気に守られたその景色は、緊張感すらおぼえる。

カナデ：ディアスロンドは街のつくりが八角形になっていて、周りに大きな塔とうが七本、中央に大聖堂があるんですよ。色はすべて純じゆん白ぱくなんです。

シェフィル：ここに、ミラちゃんがいるんだね。

イリス：ええ、行きましょう、シェフィル。

シェフィル：ええ。

ＧＭ：では、四人が馬を駆かって山を下り……街の正門にたどり着いたのは、昼も過ぎた頃だ。まず、街に入って意外だったのは、そこは都会ではあるが、ふつうに人々は行き交い、活気にあふれているということ。

カナデ：街に住む人以外に、参さん拝ぱい者しやとかもいますしね。

ＧＭ：さて、街中を歩いてみると、すごく落ち着いた気分になると感じる。落ち着くというか、安心できる……という方が正しいか。立ち並ぶ建物は白を基調として、どこか前時代的な様式で建築されている。それが街全体の統一感を出しているんだろう。

シェフィル：なんだか、クラン＝ベルとはちがうね～。

クロヴィス：お上品な感じ？

ＧＭ：というよりは、厳おごそかな感じがするね。

クロヴィス：オレなんかはかえって息苦しく感じそうだ。ミラはこんなとこにいんのかあ。

ＧＭ：そんなわけで、キミたちはミラを訪たずねて、中央にある神殿……ディアスロンド大だい聖せい堂どうまでやってきた。その建物は、見上げるだけで入るのにもビビるような、石いし造づくりの建物だ。おそらくキミたちの人生の中で、初めて見るレベルの巨きよ大だいな建築物だろう。

クロヴィス：でっけぇ───っ!?

シェフィル：おっきーい！

イリス：な、なんだこれは……！

ＧＭ：おのぼりさんだ───っ!?（笑）

クロヴィス：これ、クラン＝ベルとかのよりはるかにでっけぇじゃん！

ＧＭ：さすがに聖都の中央となると警けい備びも固く、大聖堂の入口には幾人もの騎き士しが立っている。はしゃぐキミたちを見ると、歩あゆみ寄よってきた。「そこの四人。ちょっと止まりなさい。このディアスロンド大聖堂になにか用事ですか」

シェフィル：（うろたえて）たっ、旅の者ですっ！

カナデ：シェフィル、落ち着いてください～（笑）。

ＧＭ：「ギルド名、および姓せい名めいを述のべよ」

シェフィル：（小声で）ど……どうしよう？

イリス：（小声で）素す直なおに言っておいたほうがいいと思いますよ。

カナデ：（小声で）ここで偽いつわっても仕方がありませんし……。

クロヴィス：（小声で）嘘うそ言ったら、よけいに話がややこしくなるぜ、きっと。

シェフィル：えっと……「ミラちゃんに会う」って言っていいんだよね？

イリス：ここにいるというお話ですから、それで大丈夫だと思います。

カナデ：それで、まずは───。

シェフィル：（上ずった声で）みっ、ミラちゃんに会いに来ました……っ！

ＧＭ：「……は？」　怪訝な顔を見せる騎士。

カナデ：シェフィル、まずギルド名と名前を言いませんと……（笑）。

シェフィル：き、き、緊きん張ちようしちゃって……!?（笑）

イリス：気持ちが先走っていますよ。落ち着いて！（笑）

クロヴィス：深しん呼こ吸きゆうだ、深呼吸！（笑）

シェフィル：すーはー、すーはー……よしっ！

カナデ：さあ、もう一度始めから。

シェフィル：（力強く）ミラちゃんを出してください！（一同爆笑）

一同：だめじゃんっ!?（笑）

クロヴィス：やっぱりオレたちは田舎いなかモンだべ（笑）。

ＧＭ：だんだん騎士の表情が、不審者を疑うそれへと変わっていく。「どうした？」と、他の騎士も数人集まってきた。

シェフィル：カナちゃん任せたっ。

カナデ：（落ち着いた声で）……失礼しました。我々のギルド名は〝エーデルワイス〟です。

ＧＭ：「ギルド名は〝エーデルワイス〟、と。ギルドマスターはあなたですか？」

カナデ：いえ、ギルドマスターはここにいるシェフィルさんです。

シェフィル：ちっ！　ちちちちちがいますっ!?（笑）

カナデ：なぜ否定するんですかっ！（笑）

ＧＭ：「では、ギルドマスターはどなたです？」

シェフィル：………………みっ、ミラです！（一同爆笑）

カナデ：もお───っ!?　ちがいますからぁ!?（笑）

ＧＭ：どーでもいいが！　なんで姓名を述のべて大聖堂内に入るだけのことができないんだよお前らは!?（一同爆笑）




　ぐっだぐだである。




カナデ：え、えっと、〝エーデルワイス〟のシェフィル・グラニー以下四名です！（笑）

シェフィル：ですっ！（笑）

ＧＭ：「シェフィル……」「ああ、これは話にあった……」と、騎士のひとりがつぶやく。

クロヴィス：お？　知られてるってのは気分いいなぁ！　はっはっは！

ＧＭ：「ええ、クリス様からお話は聞いております」
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シェフィル：クリスさんが……？　どうしてわたしたちがここに来ることを……？

ＧＭ：クラン＝ベルの競技大会で優ゆう勝しようした〝エーデルワイス〟の名前が、彼の耳にも入ったんだろう。で、ディアスロンドに来ると予測していた───そういうことだ。

イリス：なるほど。

ＧＭ：騎士は、道を空けて笑顔で言った。「ようこそ、ディアスロンドへ。どうぞ、大聖堂の中へお入りください」

クロヴィス：役目、大たい義ぎである。ぱっかぱっかぱっか。

ＧＭ：「あの、馬は厩うまやのほうに……」（一同爆笑）

クロヴィス：あぁ、げ、下馬すんのかい……手に入れてから初めて下りるんだけど（笑）。ひ、久ひさしぶりに、地面に立つ……（笑）。

ＧＭ：「では、一緒に馬小屋に入られますか？」

クロヴィス：す、すみません、馬を、ブラックバレット号をお願いします（笑）。

ＧＭ：「なかなかいいジョークでした」と言いながら、騎士は馬四頭を厩へと連れて行く。そして……キミたちは、大聖堂内の一室へと通された。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：と、ここで場面が転てん換かんし……舞台となるのは、小綺麗に整理された、誰かの執しつ務む室しつらしき部屋。そのソファに、キミたちが並んで座すわっていると思ってほしい。

カナデ：ふかふかですね～。

クロヴィス：ぼよーんぼよーん（←飛とび跳はねているらしい）。

ＧＭ：一五分ほど待たされてのち……〝カチャリ〟。「……ごめんなさい、待たせちゃいましたね」　柔らかな女じよ性せいの声と共に、ドアが開かれた。

シェフィル：立ちますっ。

ＧＭ：部屋に入ってくるのは、翡ひ翠すい色の衣い装しようをまとった、ひとりの女騎士だ。

カナデ：ガーベラさんですね！

ＧＭ：はい、そのとおり。




ガーベラ

〝薔薇の巫女〟ノイエに仕える守護の騎士。

　四年前、〝薔薇の災厄〟において〝神竜〟ゾハールを討ち滅ぼすべく〝薔薇の武具〟を集めていた。

〝薔薇の守護騎士〟でありながら、その手の甲には翡翠色の〝刻印〟が刻まれている。

　これは魔族の手を借りて創り出された模造品だが、〝薔薇の武具〟を開封・使用するという点においては本物とほぼ同じ機能を有する。

　当時、ゾハールを肯定する立場にあった神殿とは敵対していたが、〝災厄〟後は神殿の管理下に置かれ、〝刻印〟に関する調査に協力している。

　……最近、クリスとの仲が噂されているが真相は不明である。
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クロヴィス：てぃ───っす。

イリス：軽っ!?（笑）

カナデ：し───っ！　し───っ!?（笑）

ＧＭ：……そんなキミらの態度を見て、彼女はくすりと微笑む。「あら、クリスさんから聞いたのと、ちょっと印象がちがいますね。でも、元気だこと」

クロヴィス：……大人の余裕で受け流された。

カナデ：すっ、すっ、すいませんすいませんっ！（ぺこぺこ）

ＧＭ：「いえいえ、どうぞ楽にしてください」　微笑みを崩さないまま、そう言いかけて……イリスの顔を見て、はっとした表情を見せる。

イリス：え？
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ＧＭ：そして、キミたちに聞こえないほどの声で、囁くように言った。「……イリス」

クロヴィス：おいイリス、お前のこと見て、びっくりしてるみたいだぜ？

イリス：ええと……？　申もうし訳わけありません、記憶にはないのですが……えっと？

カナデ：あ、なるほど。ガーベラもイリスも〝薔薇の守護騎士〟だから……。

シェフィル：ガーベラさんが、イリスを知っててもおかしくないんだ。

クロヴィス：でも、イリスは記憶喪そう失しつだからな。ガーベラのことはわからない？

ＧＭ：そうだね。

シェフィル：あの、イリスのこと、なにか知っているんですか？

ＧＭ：その言葉に、ガーベラは我に返って再び笑顔を見せる。「……あ、いえ。もう古い話ですよ───そう、あなたも現代に蘇っていたのね」

クロヴィス：ん？　イリスが封印されたのって八〇〇年前だよな？　ってことは、アンタも八〇〇歳以上ってことか？

ＧＭ：「あら」　ガーベラが、さらなる強い笑顔をクロに向けた。「女性に言うべきセリフではありませんね、ええと……クロヴィスさん」

クロヴィス：え、でもよぉ……。

ＧＭ：ガーベラは、たしかに超ちよう笑え顔がおだ。が、それはキミを飲のみ込こみ、一〇〇回切きり刻きざんで余あまりあるような迫はく力りよくのある笑顔と言っていい。

クロヴィス：どんな笑顔だよっ!?（一同爆笑）

イリス：クロヴィス、女性に歳のことを聞いてはいけませんよ（笑）。

クロヴィス：お……おう、す、すまねぇ、ババア……（一同爆笑）。




　よほど命が惜おしくないと見える。




シェフィル：（超ちよう優やさしい、しかし迫力ある声で）「……クロヴィスさん？」

クロヴィス：ひっ、ひいぃっ!?（笑）

ＧＭ：おお！　そんな感じ！　いいね小暮さん！（笑）

クロヴィス：ごめんなさい、お姉様。

シェフィル：クロちゃんを一瞬で手なずけたよっ!?（笑）

イリス：それで……あなたは？

ＧＭ：「あたしもあなたと同じ。はるか昔から〝薔薇の巫女みこ〟に仕え続けた守護騎士のひとりです」

イリス：つまり、八〇〇年前からずっと……？　見た目はずっと歳を取っていない状じよう態たいなんですか？

ＧＭ：ガーベラはそうだね。生まれた時から、この姿のまま生き続けている個体だ。もっとも「魂と力が転生する」とか「ふつうの人間だったけど守護騎士の力を何者かからもらった」とか……いろいろタイプはあるんだと思う。

カナデ：イリスの場合、一巻かんの設せつ定ていからすると、〝巫女〟同士の殺し合いのあとからずっと封印されていたから、ガーベラさんと同じで姿すがたを維い持じしているってことですか。

イリス：たしかに。あれ、つまりガーベラさんも、私と同じく誰かひとりの〝巫女〟を守護して騎士同士の殺し合いに参加していたってことですか？

カナデ：……いえ、それはないかと。ガーベラさんが仕えるノイエさんは、〝紅き刻印〟の巫女ですから。〝紅〟は、その殺し合いから除外されてるはず。

ＧＭ：「くわしいのですね」　少し寂しそうな微笑を浮かべ、彼女はその話をしてくれる。過か去こにあった凄せい惨さんな戦い、仕えるべき〝巫女〟をその手にかけた騎士たちの苦悩……。

クロヴィス：つまり前巻でラスボスがイリスに語ったことを、オレたちに話してくれると。

ＧＭ：そうだね。その情報を共有してるかあやふやだったので（笑）。でも、前回以上の情報はない、と思っていい。

カナデ：イリスが本当に〝薔薇の守護騎士〟であると証明されたので、それだけで意味があります。

ＧＭ：「彼がその時の騎士であることは、疑うたがいありません。過去に私とも会ったことはあるのですが……おそらくは覚えていないのでしょう？　あなたが仕えた〝巫女〟のことも」

イリス：……ええ、はっきりとは。

ＧＭ：「気にしないでください。思い出す必要のない記憶も、あると思いますし」

イリス：あ、その瞬しゆん間かんにこないだ見た悪あく夢むのことを思い出します───。




　脳のう裏りによぎるのは、かつてあったであろう戦いの記憶。

　己おのれの巫女の悲ひ痛つうな叫さけび、黒騎士の憎ぞう悪おと怒いかりに満ちた眼まな差ざし、蒼き刻こく印いんの巫女の身体を貫つらぬいた時の、あまりにもリアルな感かん触しよく。

　手のひらによみがえるそれを振ふり払はらうように、イリスは拳こぶしを作った。




イリス：（暗い声で）……たしかに……思い出す必要のない記憶も、あるかもしれませんね。

ＧＭ：「大だい丈じよう夫ぶ。必要なことがあれば、これからゆっくり思い出していきましょう」　彼女はキミを気き遣づかうように言う。

イリス：……お気遣い、ありがとうございます。

ＧＭ：「でも、イリスが蘇ったということは───」　意味ありげに、ガーベラはシェフィルに視し線せんを移うつす。

シェフィル：びくっ。

ＧＭ：「……あなたね？　〝黒き刻印〟を刻まれたのは。マフラーで隠していてもわかります」

シェフィル：……はい。マフラーをずらして、〝刻印〟を見せます。

ＧＭ：あ、ちなみにいつもは〝刻印〟を隠かくしてる？

シェフィル：ううん、気にしてない。今はなんとなく隠してたけど（笑）。

ＧＭ：了りよう解かい。彼女は〝刻印〟を見て、つっとそこに触ふれる。「……漆しつ黒こくの薔薇、か」

シェフィル：あの……？

ＧＭ：「ひとつ、質しつ問もんがあります。〝刻印〟の呪のろいについて、どこまで聞いていますか？」

シェフィル：開封から三六五日で死んじゃうとか、いろいろ。

ＧＭ：「その呪いから逃れる方法も？」

シェフィル：はい。〝薔薇の武具〟をすべて集めるか、三六五日以内に〝巫女〟がひとりだけになるか……でしたっけ。

ＧＭ：彼女はこくりとうなずく。「───つまり、あなたたちはカラドボルグを求め、ここに来たのですね？」

クロヴィス：そうそう。そいつがねぇと、シェフィルが死んじまうらしいからよぉ。

シェフィル：ガーベラさんは、なにもかもお見通しなんですね。

カナデ：神殿直ちよく属ぞくの神聖騎き士し団だんと、冒ぼう険けん者しや管理組そ織しき〝長き腕うで〟という諜ちよう報ほう機関を持っていますから、おおよそのことは知っているんでしょう。

ＧＭ：「あら、くわしい」

シェフィル：歳も、いってますしね。

ＧＭ：「え？　なにか言いました？」

イリス：聞こえてますよね？（笑）

ＧＭ：「いいえ？　なーんにも」　にこにこ。

クロヴィス：この女……（笑）。

カナデ：でも、カナデたちの目的を知っているのなら、話は早いですね。

シェフィル：カラドボルグをください！

一同：こらっ！（笑）

カナデ：あ、その、せめて貸かしてくれるだけでも……。

ＧＭ：「〝薔薇の武ぶ具ぐ〟は禁きん忌きの装そう備び。おいそれと貸かし出だすわけにもいきません」

クロヴィス：でもよぉ、別に悪いことに使うってわけじゃねぇんだぜ？　仲間の命を救うためなんだから、貸してくれたっていいだろ？　人の命を救うのが、神殿なんじゃないのか？

ＧＭ：「ええ。たしかに、そのとおりです」

カナデ：クロちゃんが珍めずらしくいいこと言ってます。

シェフィル：本当だ！（笑）

クロヴィス：シェフィルの命を助けるために、他の連中を殺すから貸してくれよぉ（笑）。

イリス：その言い方じゃ貸してくれないですよっ!?（笑）

ＧＭ：そんなジョークっぽい話題をさらりと流し……ガーベラは告げる。「ええ。簡単に貸し出すことできないのは、その話に絡からむの」

クロヴィス：……お？

ＧＭ：「すでに呪いが発動しているということは、他の〝巫女〟が存そん在ざいしていることを意味する……それはおわかりでしょう？」

シェフィル：は、はい。

クロヴィス：最悪、別の〝巫女〟をぶっ殺してでもシェフィルを助けるぜ？　どこにいるのかまったくしらーねけどよ。

ＧＭ：「〝白き薔薇の刻印〟を発はつ現げんさせた少女は、グランフェルデンにいます」

一同：あっさりっ!?

クロヴィス：オレ、馬ば鹿かだからよくわかんねーんだけどよ（笑）。質問していいか？

ＧＭ：「ええ、どうぞ」

クロヴィス：〝薔薇の武具〟ってのが全部あれば、他の〝巫女〟を殺さなくていいってことなのか？　そこらへんがよくわかんねーんだ。

ＧＭ：「では、簡かん単たんにご説明しましょう。まず、呪いの条じよう件けんはご存ぞんじですか？」

クロヴィス：あー……おー……（笑）。

ＧＭ：「わかりました、読者にとって大変優やさしいですね。おさらいしましょう」（一同爆笑）

イリス：クロヴィス……（笑）。

ＧＭ：「まず〝刻印〟の呪いは、ふたりの〝巫女〟が同じ時代に存在している場合に発動します。そのまま放置しておくと、三六五日以内にすべての〝巫女〟が死に絶えます」

イリス：ええ。

ＧＭ：「呪いが発現するのは、複ふく数すうの〝巫女〟がいた場合のみ。つまり、時代にひとりだけならば、呪いから逃のがれることができます」

クロヴィス：つまりシェフィル以外を殺せ、だよな。

シェフィル：でも〝薔薇の武具〟を集めれば……。

ＧＭ：「───そうね。〝薔薇の武具〟というのは、もともと神しん竜りゆうゾハールを滅ぼすための武具。ゾハールのかけた呪いも断ち切れると考えていいでしょう」

クロヴィス：ん？　つまり、〝武具〟をすべて集めれば呪いは解除できるんだよな？　シェフィルのも、〝白の刻印の巫女〟のも。

イリス：……あれ？　五つの武具をそろえて、ひとり目の〝巫女〟の呪いを解といたあとに、もうひとりの〝巫女〟の呪いも解くことは可か能のうなんですか？

ＧＭ：ガーベラは首を横に振る。「できません。ゾハールの力を断ち切った〝武具〟はいったん力を失い、世界各地に散らばってしまいます」

シェフィル＆イリス：ドラゴンボールかっ!?（一同大爆笑）

イリス：……なるほど。つまり、どちらかひとりしか呪いは解除できない、か。

カナデ：あの、散らばるのは確定な話ですか？　なぜそれを知っているのでしょう。

ＧＭ：「四年前……〝薔薇の災厄〟の際、あたしはそれを目の当たりにしましたから。能力を使った〝武具〟はその場で力を失うのです」

一同：…………。

シェフィル：じゃあ、また集め直せば……？

ＧＭ：「おそらく間に合わないでしょうね。使用された〝武具〟は、その力を回かい復ふくするために、世界中に散らばって眠ねむりにつくの。力を回復するのに四年かかったのよ？」

シェフィル：集め直す前に、呪いに殺される……。

一同：…………。

クロヴィス：……………………………………あれ？　ほんとにそうか？

一同：え？

クロヴィス：オレは馬鹿だからわかんねぇけどよぉ、ひとりの呪いを解除すれば、〝巫女〟はひとりだけにならねえか？　呪いそのものは解けねぇけど、少なくとも呪いで死ぬことはなくなるんじゃ？

一同：あ！

ＧＭ：……（笑）（←ほくそ笑む『シュヴァルツ』ＧＭ）。

カナデ：……（笑）（←ほくそ笑む『ヴァイス』ＧＭ）。

イリス：ク、クロさんが頭のいい発言を……！　シェフィル、聞きましたか！（笑）

シェフィル：…………（←なにか考えている）（＊戻る）。

イリス：シェフィル？

シェフィル：……え、あ、はい？

イリス：まだなにか気になることが？

シェフィル：んー……あの、ガーベラさん。巫女がふたりだっていう情報は確定ですか？　それ以上はいないんでしょうか？

ＧＭ：「……ええ。〝薔薇の災さい厄やく〟以降、ずっと〝巫女〟を探さがしていますが……現げん状じようでは、最近覚かく醒せいしたふたりが確かく認にんされているのみです」

シェフィル：……なるほど。んー……。

イリス：……？

シェフィル：ううん、なんでもない。クロちゃんの言った方針でいいと思う。

カナデ：ちなみに、ディアスロンドはもうひとりの〝巫女〟の名前、掴んでいますか？　さっきはグランフェルデンにいる、としか言ってません（笑）。

ＧＭ：もちろん掴んでいる。「もうひとりの〝巫女〟の名はプリミラ・ヘッジホッグです」

クロヴィス：んー、プリミラ？　なんか聞いたことあんなぁ……。

ＧＭ：（ざーとらしく）「あら！　そのお名前に心当たりでも!?」（笑）

カナデ：ガーベラさん、なんか発言が必死です！（笑）

クロヴィス：いやあ、どっかで聞いた気もするんだけどよぉ……（笑）。

カナデ：し、知ってますよね？（笑）

クロヴィス：なにせクラン＝ベルからディアスロンドまで、超ちよう遠とおいからよぉ。旅してる間に闘技場で会った女のことなんて忘わすれちまったよぉ（笑）。

ＧＭ：覚えてんじゃねえかっ！（笑）

シェフィル：じゃあ、ここで思い出します！（笑）　（死ぬほどわざとらしい口調で）プリミラって、クラン＝ベルで会ったあの子じゃない!?（一同爆笑）

イリス：（死ぬほどわざとらしい口調で）そ、そうか！　あの子か！（笑）

ＧＭ：………………（笑）。

シェフィル：ガーベラさん、わたしたち、その子に会ってます！

カナデ：三重マントを着き込こんでたあの子です（笑）。

ＧＭ：「そう……やはり、接せつ触しよくしていたのですね。いずれそうなるとは、思っていました」

クロヴィス：〝巫女〟同士は引かれあう……そういうことか。

ＧＭ：「───ええ。いずれはプリミラさんも、ディアスロンドへ召しよう喚かんすることになるかと思いますが……」

クロヴィス：それじゃ、オレたちはここで待ってればいいのか？

ＧＭ：「はい。ですがその間、〝薔薇の武具〟探たん索さくに協力していただけませんか？　封印されている〝薔薇の武具〟は開かい封ふうするのに〝巫女〟の力が必要になりますので」

クロヴィス：そういえば、〝武具〟のひとつはミラが持っていったんだろ？　あいつもここに連れてきてくれよ。一いち応おう、当事者だぜ？

シェフィル：あ、それはちょっと待って。この呪いの話……あの子にはしたくない。

クロヴィス：え？

イリス：……それが、いいでしょうね。いらぬ心配をミラさんに掛ける必要はありません。彼女がディアスロンドに持ち込んだ〝武具〟は必要ですが、ミラさんがすべてを知る必要はないかと思います。

クロヴィス：まあ、お前らがそういうなら……それでいい。

ＧＭ：「……ふふ、優しいですね。あたしもそれに賛成です。だから、あなた方をミラさんに会わせる前にここにお呼びしたんです」

イリス：いい人だ。

ＧＭ：「ミラさんと会える段取りを手配中です。もう少しだけ、お待ちくださいね」

シェフィル：あ、時間かかるんだ。

ＧＭ：「なお、みなさんはこれより神殿の監視下に置かれることはご了承ください。〝武具〟探索を含めた依頼・任にん務むに関しては当然、冒険者の規定に従って報ほう酬しゆうをお支払いします」

クロヴィス：よかった！　もう貧まずしさに喘あえぐことはない……！（笑）

ＧＭ：「そのあたりに関しては、またあらためて相談をさせてください」

イリス：とりあえず希望が出てきましたね（笑）。で、〝武具〟の情報はあるんですか？

ＧＭ：「……ええ。各地にある神殿が情報を収しゆう集しゆうし、現げん在ざいも武具の所在を探索中です。現在、開封が確認されているのは、ミラさんとゼロが持ち帰ったカラドボルグ、そして〝白の巫女〟たちが発見したウィガール……さらにアガートラームも入手したという報告が……」

シェフィル：『ヴァイス』チームはもう二個っ!?

クロヴィス：こっちはまだ一個も手に入ってないのに！（大爆笑）

イリス：他の〝武具〟は……！

ＧＭ：「ごめんなさい。〝武具〟の情報は機き密みつ事じ項こうにあたるんです。正式な契約を結ぶまで、お話しするわけには……」

カナデ：そうですか……。

ＧＭ：とはいえ、ガーベラはあからさまになにかを知っているようだね。「その質問への回答はしかるべき判はん断だんののち、通達いたします。今はそれで納得してください」

カナデ：仕方ない、でしょうね。ガーベラさんもひとりで仕切ってるわけじゃないし、上層部のお伺いを立てる必要もあるでしょうし。

ＧＭ：そういうこと。「ともかく、今はその疲つかれた身体を休めることだけを考えてください。ミラさんとの時間を過すごすことを考えていただければ、と」

イリス：ふむ……。

ＧＭ：「さて、他になにか聞きたいことはありますか？」

カナデ：あ、ブリギット村を襲おそった連中について、なにか知りませんか～？

ＧＭ：おお、いいところをついてくる。「……こちらでも内ない偵ていを進めていますが、まだ謎が多くて。ただ、ようやく組そ織しき名めいだけは判明しました。その名は、ゾハール教きよう団だん───四年前にこの世界から消え去った、〝神竜〟ゾハールを信奉する邪じや教きようの一いつ派ぱです」

クロヴィス：いなくなったもんをあがめてるなんて大変だな。ご苦労さん、ってとこだ。

ＧＭ：「彼らはその腕に、常つねに〝ゾハール〟の刻印を刻きざんだ腕うで輪わをはめています。それがゾハールを信奉する者たちのトレードマーク……」

一同：トレードマーク!?（笑）

ＧＭ：「……もとい、その証あかしだといいます」

シェフィル：たしかに、前回のラスボスも〝竜の刻印〟のついた腕輪つけてた！

ＧＭ：「神竜ゾハールが消え去った今、彼らがなにをしているかということについては、まだ把は握あくできていません。ただ、〝薔薇の刻印〟を探し、五つの武具を集めている……これだけは確定した情報です」

イリス：では、ゾハール教団に奪うばわれる前に、まずこちらで集めなければいけませんね。

ＧＭ：「ええ。ひとつでも奪われると、プリミラさんもシェフィルさんも、死んでしまうわけですから」

シェフィル：集めてるところを襲おそわれて、奪われちゃったらちょっと怖こわいね。

クロヴィス：相手もそれを狙ねらってるのかもな。大変なところをオレたちにやらせて、横から奪うばってくつもりなのかもしれねえ。

イリス：逆ぎやくに相手が集めているところを、横から奪うばい返かえすこともできるでしょう。

ＧＭ：「ゾハール教団の存在も、みなさんをディアスロンドの監視下に置きたい大きな理由のひとつ───そう思ってください」

イリス：理り解かいしました。

クロヴィス：あのよ、そのことについて、四人だけで話させてくんねぇか？　ちょっとだけ確認したいことがあるんだ。

ＧＭ：オーケー、わかった。それじゃあ、ミラと会う前に話し合うシーンを設もうけよう。

クロヴィス：よし、ありがてぇ。

ＧＭ：では、ガーベラは立ち上がり、再び最上級の微笑みを浮かべた。「それでは、今日のところは、このぐらいにしましょう。あまり難むずかしい話を詰つめ込こんでも、読者も理解できないと思いますしね」（笑）

一同：こらっ!?（笑）

イリス：読者ってなんですか？（笑）

クロヴィス：わ、わかんねぇ……この女がわかんねぇ……（笑）。

ＧＭ：「ともあれ、あなたたちの部屋も用意してあります。今日はそこでお休みください。ミラさんは、ただいまカリキュラムが忙いそがしく、顔を見せられないと思いますので……」

クロヴィス：真面目に勉強してるんだな。

シェフィル：わかりました、ありがとうございます。

ＧＭ：「それでは、今日はこの辺で。食事も用意させますので、どうぞごゆっくり。では失礼します」　彼女は軽い会釈をして、部屋を出て行った。

シェフィル：じゃ、わたしたちもお部屋に行こうか！

クロヴィス：おお、どんななんだろうな！

ＧＭ：「〝エーデルワイス〟様の部屋はこちらです」　キミたちは超ちよう丁てい寧ねいにガーベラ付の武ぶ官かんに案内され、部屋へ───。

シェフィル：そしてクロヴィスは厩へ───。




　なんでやねん。




ＧＭ：聖堂内をしばらく歩いてのち、武官が泊とまる部屋の扉とびらを開いた。すると……「ここは天国か……！」というレベルの豪ごう勢せいな部屋があてがわれている。

クロヴィス：おおー、すげぇー。天てん蓋がい付きの部屋だぜ───っ！（笑）

カナデ：わぁ、広いです……！

シェフィル：あ、あの……すみません、広すぎて落ち着かないんで、もっとちがう狭い部屋はありませんか……（一同大爆笑）。

ＧＭ：「いえいえ……！　〝薔薇の刻印〟を宿したお方を、粗末な部屋にお泊とめするわけにはまいりません。こちらでおくつろぎを───」

シェフィル：そ、そうですか……わかりました……。

ＧＭ：そこは、窓まどに外からの侵しん入にゆうを防ふせぐ鉄てつ格ごう子しがはめられた、８ＬＤＫぐらいの部屋だな。ひとりひとつベッドルームがある。高級ホテルのスイートルームを思い浮かべてくれ。

クロヴィス：それじゃ、ちょっとリビングで話をしようぜ。

シェフィル：う、うん。リビングの隅っこでね……（笑）。

ＧＭ：「なにかご用事がありましたら、お呼びください。ベルを鳴らしていただければ、すぐに駆かけつけますので」

シェフィル：わかりました、セバスチャン！

ＧＭ：じゃあ、セバスチャンでいいや（笑）。「申もうし遅おくれました。わたくし、お世話係のセバスチャンと申します。ではごゆるりと」　そう言って、彼は退たい室しつした。

クロヴィス：こいつぁいいな。こんな豪ごう華かなところで寝ね泊とまりできるなんてよ！

シェフィル：お、落ち着かないから、床ゆかで寝ねたい……（笑）。

クロヴィス：ベッドがいやなら、ソファとかでもよくねぇ？（笑）

シェフィル：え───っ!?　こ、こんな豪華なソファ……ふわっふわだよ!?（笑）

クロヴィス：っていうかよぉ……このベッドだけで、オレたちの部屋より広くねぇか？

シェフィル：うわー……やっぱり、床で寝ねたい……（笑）。

ＧＭ：と、シェフィルがつぶやいたところで、このシーンを終しゆう了りようしよう（笑）。







◆Middle09◆相談




　すべての〝刻こく印いん〟の呪のろいを解とくために、神しん殿でんは〝薔薇ばらの武ぶ具ぐ〟を集めていた。

　シェフィルたちは、冒ぼう険けん者しやとして正式に依い頼らいを受ける代わりに、ディアスロンドの監かん視し下に置かれるという。

　降りかかる呪いを解除する道筋も見えた───そのはずだった。




ＧＭ：さて、要望があったので、次は相談や話し合いのシーンにしようと思う。

一同：はーい。

クロヴィス：じゃ、今後の方ほう針しんについて話し合いだ。

イリス：なにを話し合うんです？　〝薔薇の武具〟を協力して集めるって方向でまとまっていたような。

クロヴィス：さっきはああ言ったがよ……正直な話、〝薔薇の武具〟ってやつが、必ず一年以内に見つかる保証はねぇよな？　むしろ、確率は低くねぇか？

イリス：それは、どうしてですか？

クロヴィス：だって、四年もかけて三つしか見つかってねぇんだぞ？　あと三五〇日くらいで残るふたつを入手できない可能性は低くはない……ちがうか？

一同：…………。

シェフィル：……そうだね。

クロヴィス：それなら、オレたちは別の手段も用意しておくべきじゃねえか？

シェフィル：……だから？

クロヴィス：あと何ヶ月とかになったら、オレはその〝白い刻印〟の〝巫女みこ〟とやらを……殺しに行くことを提てい案あんするぜ。

イリス：……。

ＧＭ：（なるほど、こういうシーンがやりたかったのか）

シェフィル：クロちゃん、それは……駄だ目めだよ。

クロヴィス：んなこと言ってもよぉ……。

シェフィル：（静かな声で）どちらかが死んで助かるっていうなら、わたしが死ぬ。

カナデ：そ、それも駄目ですっ！

クロヴィス：それはちがうだろっ。お前に勝手に死なれちゃ困こまる！

イリス：……みんなのやり取りを複ふく雑ざつな気持ちで聞いてます。

ＧＭ：たしかに、特にイリスにとっては複雑な心境だね。

イリス：ええ。ここで意見を求められても、回答しにくいです。なにせ、私は過去に自分の〝巫女〟を守るために他の〝巫女〟を殺していますからね。

カナデ：クロさん、今は〝薔薇の武具〟を見つけるためにがんばりましょうよ。

クロヴィス：もちろんがんばるつもりだぜ。けどよ、見つからなかった時のことも考えておこうぜ。それで結局、黒も白も死んじまうんじゃ、それこそ意味がねぇだろ？

シェフィル：……クロちゃんがそんなこと言うの、らしくないよ。とにかく一いつ生しよう懸けん命めい、武具を探さがそう？

クロヴィス：でもよぉ……。

イリス：最悪のシナリオのことは、とりあえず今は考えないようにして、やれることを考えよう……と、シェフィルは言いたいんですよね。

シェフィル：うん。

カナデ：ええ、そのとおりです。前向きに考えましょう。

クロヴィス：……わかった、しょうがねぇ。じゃ、それならそれで呑のんでおくよ。お前が言うことだしな。

シェフィル：でも、わたしは心の中では、「もし見つからなかった場合は、わたしが死ねばいい」って思ってる。

クロヴィス：オレもオレで、「もし見つかりそうになかったら、ひとりで白の〝巫女〟を殺しにいこう」と思ってる。表に出したりはしねぇけどな。

イリス：……。

カナデ：カナデは、どうしていいかわからない。でも、平和的に解かい決けつする方法があるなら、その可か能のう性せいに賭けたいと思います。

クロヴィス：イリス、お前はどう思うんだ？

イリス：私は……と言いかけたところで、やはり悪あく夢むで見た光景が頭をよぎります。

ＧＭ：では、蒼い〝薔薇の巫女〟を殺す瞬しゆん間かんが、キミの脳のう裏りに閃いた。

イリス：私は……誰だれも殺したくはありません。仮に、その〝巫女〟が悪人であったとしてもです。殺しあいは避けたいと考えます。

クロヴィス：なんでだ？　……と、悪夢の内容を知らないオレはずけずけ聞く（笑）。

イリス：（笑）。……すみません。今は、答えたくありません。

クロヴィス：ま、今はいいや。話したくないことも、あるだろうしな。

イリス：すみません。別の方法を探さがし、やれることをやってから次を考えましょう。

カナデ：では、現状はさきほどお話しした方針で進める、と。ガーベラさんも、やっぱりなにかを知っていそうですし。もしかしたら、残りの武具の情じよう報ほうを知っているかもしれません。

クロヴィス：情報を引き出してから判断する、か。まあ、まだ時間はあるしな。

カナデ：では、この話はここまで。ミラと会うのに、こんな重い雰ふん囲い気きを漂わせるわけにもいかないでしょ？

クロヴィス：それもそうだ。

イリス：クロヴィス、しかしこれは信じてください。シェフィルを守るのは私たちの使命です。その決意と覚悟はある。それだけは、断言しておきますね。

クロヴィス：おう、もちろんだ。

ＧＭ：……さて、他に会話がなければ場面を変えちゃうけ……。

カナデ：わーい、ふかふかだー（←ベッドに飛び込んだらしい）。

シェフィル：うわーい！　お風ふ呂ろひろーい！（←風呂場の戸を開けたらしい）

ＧＭ：……って、いきなり雰囲気変わりすぎだろうっ!?（笑）

イリス：……く、クロさん！　あそこにプールがありますよ！（笑）

カナデ：それはプールじゃなくてお風呂です。うふふ。

クロヴィス：それじゃ、はしゃぐシェフィルたちを見ながら、心の中でモノローグ。




（──とはいえ、敵てきもそうだが……神殿の連中も、なに考えてるかわかんねぇ）

　ソファから立ち上がり、ゆっくりと歩きながら、クロヴィスは思う。

（なんにせよ、神とかそんなもんが関わること自体が真っ当じゃねぇ。オレぁあんまり、もろ手を挙げて言うことを聞く気にはなれねぇな……）




シェフィル：クロちゃーん！　こっち来てみてー！　すっごい広いよ～！

クロヴィス：思考への割り込みがナイスタイミング！　お、おう！　今行くぜ！

ＧＭ：（笑）。では、キミたちがかりそめの平和を満喫しているその時……うん、小さなマスターシーンを挟はさもうか。




＊　　　＊　　　＊




　──神殿内部、神官たちの会議場。

　神官たちは、ガーベラの報ほう告こくに耳を傾かたむけていた。

「……報告は、以上です」

　ガーベラはひとつ息を吐いて、そう締しめくくる。

　それに少し遅おくれて、神官たちは視線と、そして口々に意見を交わした。

「……黒の〝巫女〟を、我われらの監視下に置かれましたか」

「白の〝巫女〟の状況は？」

「確保はしていませんが、その存在は捕ほ捉そくしてあります」

　誰だれかの告げた報告に、再ふたたび神官たちの視し線せんが交わる。

「クリス殿が不ふ在ざいの今、最悪の事じ態たいにならぬことを祈いのりましょう」

「このままであれば、すべてが助かる道です」

「それが、我われ々われの望む、最高の解かい決けつ法ほうだ」

「だが……もしも時間のリミットが来た場合はどうする？」

「〝武具〟が開かい封ふうできなかった、あるいは見つからなかった場合は……」

　一拍ぱくの間を置き、誰かが低くつぶやく。

「白を残すのか、黒を残すのか？」

　少々の沈ちん黙もくを挟はさみ、誰かがため息とともに言葉を落とした。

「それは、この世界の正せい義ぎを司る我々が判はん断だんせねばならぬ───つらい選せん択たくだな」




＊　　　＊　　　＊




シェフィル：（神官になって）「……ほっほっほっほ！」（笑）

ＧＭ：それじゃただの悪人じゃねえか！（笑）　つ、続けるぞ！




＊　　　＊　　　＊




　その言葉を聞いたガーベラは、首を振ふって声を張はる。

「お待ちください！　その選択を前ぜん提ていとする前に、最さい大だい限げん努力をすべきです！」

　しかし、彼女の言葉を全面的に肯定する者はいない。

「お前は、若いな───」

「我々も、最善の道を選びたいとは考えておる。だが、最終的な決断をしなければならん時がくるやもしれぬ……そういうことだ。お前は、今の任務を全うすることを考えよ」

　たったそれだけの言葉で、すでに神官たちの意識からガーベラの存在は消し去られた

　彼女の頭越しに言葉が交わされる中───。

　ガーベラは、拳こぶしを握り込み……小さく肩を震ふるわせた。




シェフィル：……（笑）。

ＧＭ：ん？　どうしたの？

シェフィル：ガーベラさんが……若い……？（笑）

イリス：私と同い年ぐらいなんでしょう!?　若わかくないですよ!!（笑）

ＧＭ：しょうがないだろ!?　おばちゃんって言うと怒おこるんだよっ!!（笑）

カナデ：「もう一度言って？　あたしが、なんですって？」ごすっ、ごすっ（笑）。

ＧＭ：と、ともかく、この場面はどこか悔くやしげな表情のガーベラがカメラに映うつり、それがフェードアウトしていく……そんなところで、シーンを終しゆう了りようしよう。







◆Middle10◆ミラとの再さい会かい




　翌よく日じつ───。

　豪ごう奢しやな部屋で、食後のお茶を楽しんでいたシェフィルたちのもとに、セバスチャンがひとりの少女を連れてやって来た。

　その来らい訪ほう者しやは……二週間ぶりに会う、大切な友達だった。




ＧＭ：では、次のシーンだ。あてがわれた部屋で一夜を明かし、キミたちは朝食後のティータイムを楽しんでいるところからスタートする。

クロヴィス：はっはっは、これでタダか。悪くない……悪くないぞっ！

カナデ：クロヴィス……（笑）。

クロヴィス：（あごをなでながら）ん～、今日の茶はちょっと、ブレンド失敗してるんじゃないかねぇ～？

シェフィル：誰!?（笑）

クロヴィス：爽さわやかな朝を彩いろどる茶のブレンドを、失敗しちゃいかんよ、キミィ～。私はちょっと茶にはうるさいんだよぉ～？（笑）

イリス：こ、これはひどい（笑）。

クロヴィス：いやあ、この豪ごう勢せいな場所に順じゆん応のうした結果だ。




　順応しすぎである。




ＧＭ：と、そんなことを言っていると、入口からノックの音がする。

カナデ：はーい、どちらさまですか～？

ＧＭ：「セバスチャンです。少々よろしいでしょうか？」

シェフィル：（エレガントな声で）ええ、お入りなさい、セバスチャン。

ＧＭ：誰だよっ!?（笑）

イリス：そんな、声まで変えて！（笑）

クロヴィス：シェフィルも順応しまくってるじゃねーか！（笑）

シェフィル：な、慣れってこわい……っ。

ＧＭ：では、セバスチャンが扉とびらを開けて入ってくる。「おはようございます、みなさま」

シェフィル：あ、わたしたち、隅すみっこの方にいますので……っ！

カナデ：いきなり元のシェフィルに戻った……（笑）。

ＧＭ：「ええと……なにゆえみなさん、そんな隅すみっこにおられるのですか？」

シェフィル：落ち着くんです（きっぱり）。

クロヴィス：オレたち、やっぱり生きつ粋すいの庶しよ民みんだよなー。

ＧＭ：生粋の庶民が部屋の隅で優ゆう雅がにティータイムすんなよ!?（笑）

クロヴィス：（優雅な野太い声で）ああ、蜂はち蜜みつをよろしく頼たのむよ？（笑）

イリス：だから、誰ですか!?（笑）

ＧＭ：「は、かしこまりました。ところでみなさま、ミラ様がご到とう着ちやくされましたが……」

シェフィル：えっ！　じゃ、じゃあすぐ準じゆん備びしなくちゃ！

ＧＭ：「その必要はございませんよ。……どうぞ」と、セバスチャンが一歩脇わきへ退しりぞき、誰かを招まねき入いれる。

クロヴィス：ミラ、どんな風になってるかな。

カナデ：久ひさしぶりに会いますものね～……ってあれ、二週間くらいだっけ？

ＧＭ：だね。戸口に立っているのはミラ本人だ。基き本ほん的てきには村を出た時と変わっていないが、ファンブックの衣い装しようの上に、学士用のものなのか……ケープを羽は織おっている。

イリス：おお、学生の格かつ好こうをしているのですね。

ＧＭ：そうそう。ミラはセバスチャンに弱々しい笑顔を見せて会え釈しやくし、部屋の中におずおずと入ってくる。

イリス：弱々しい笑顔ということは……疲つかれているのでしょうか？

ＧＭ：そうも見えるね。

カナデ：学業……とても忙いそがしいということですか。

シェフィル：そっかぁ、大変なんだね……。

ＧＭ：とはいえ、疲れている表ひよう情じようを見せたのは一いつ瞬しゆんだけのことだ。キミたちを見て、ぱあっと表情が明るくなる。それから花開くような笑みを浮うかべて、シェフィルのところに駆かけ寄よってくるよ。

シェフィル：ミラちゃーん！　ガバッ（←ハグしたらしい）。

ＧＭ：「シェフィルー！」声も弾はずんで、うれしそうだ。

シェフィル：……あれ？　ミラちゃん、ちょっと痩やせた？

ＧＭ：「え、ううん、そんなことないよ」と、彼かの女じよは慌あわてて首を振ふる。心配をかけまいとしていることはすぐわかるね。

シェフィル：ホント？　大だい丈じよう夫ぶ？

ＧＭ：「もともとこんなものだと思うから」

シェフィル：ならいいんだけど……ちゃんと食べてる？

ＧＭ：「…………うん」

シェフィル：……今の間はなに？（笑）

ＧＭ：「なんでもないです、大丈夫だよ！」

クロヴィス：もしかして、なにか他の連中に意地悪とかされてるのか？

ＧＭ：「そ、そんなことないよ！　ここの人たち、みんな優やさしくていい人たちばかりよ」

シェフィル：でもね、もし意地悪されてるんだったら、わたしたちに言ってね。そいつのこと、やっつけにいくから！

クロヴィス：おう。いつでも言えよ！　この都市ごと、火の海に沈しずめてやらぁ……っ（笑）。

イリス：それはまずいですって！（笑）

カナデ：神殿に刃は向むかった罪つみで処しよ罰ばつされちゃいますよ！（笑）

ＧＭ：「あ、あのっ、クロさんっ！　ここは神殿の総そう本ほん山ざんだから、振ふる舞まいとかには気をつけてくださいね……？」と、ミラはおろおろしている。

クロヴィス：お、おう……ミラがそう言うなら、気をつけるぜ。

ＧＭ：「でも、こんなにすぐ会えるとは思ってなかった」

カナデ：え、ええ、ちょっといろいろあったんです。

クロヴィス：（小声で）なあ、ミラを追いかけてきたって言った方がいいか？

シェフィル：（小声で）そっか、ミラちゃん、カラドボルグがなんなのか、知らないんだ……。

イリス：（小声で）やはりここは伏ふせておいた方がいいかもしれませんね。

ＧＭ：「どうしたの？」

カナデ：あ、な、なんでもないんですよっ。

シェフィル：あのね、ミラちゃん。実はわたしたち、四人で冒ぼう険けんに出ることになったんだ。

ＧＭ：「えっ！　そうだったの？」

カナデ：そうなんです。ディアスロンド近くに来ましたから、せっかくですし、ミラさんに会おうと思って。

ＧＭ：「わ、うれしいなぁ」　ミラは素す直なおに喜ぶよ。

クロヴィス：にしてもよぉ、ミラの友達だって言っただけで、こんな部屋に案内してくれたんだぜ。ホント、ミラさまさまだわ～。

ＧＭ：「それは、神殿の方が気を利かせてくれたんですよ」

クロヴィス：そうなのか。優やさしい人たちなんだなぁ。

ＧＭ：「ええ、本当に」

イリス：それより、本当に大丈夫ですか？　顔色がよくありませんけど……。

ＧＭ：ミラは「大丈夫」と言うが、あからさまに体調を崩くずしてるのがわかるね。

イリス：（真しん剣けんな声で）もしかして……お腹なかを壊こわしているのですか？

ＧＭ：「えっ……」（笑）

カナデ：別に、そういう感じではないと思いますけど……（笑）。

シェフィル：イリスって…………なんでお腹…………？

イリス：いや、私はただ、ミラさんの身体を心配してですね……！

ＧＭ：もちろん、ミラはちゃんとイリスの優しさ。言葉の意図を理り解かいしている。ゆえに、くすくすと笑って───「ありがとうございます」

イリス：どういたしまして。なんなら、薬でも煎せんじましょうか？

シェフィル：イリスの薬、苦いだけだからやだー。

イリス：あなたが飲むわけじゃないでしょ！（笑）

ＧＭ：とまあ、そんな風に和わ気き藹あい々あいと会話をしていた……その時だった。キミたちは、ふいに扉の方から殺気を感じ取った。

シェフィル：殺気!?

イリス：〝聖都〟のど真ん中でっ!?

クロヴィス：ジャキぃッ……！　と、義ぎ手しゆを構かまえるぜ。相手はだいたい見当はついてるがな。

カナデ：今の状じよう況きようで釣つれる人はひとりしかいませんしね～（笑）。

クロヴィス：そこの奴よぉ、オレたちとのレベル差考えて奇き襲しゆうかけようと思ったみてぇだけどよぉ、殺気も抑おさえられねぇようじゃ、まだまだ未み熟じゆくな証あかしだぜぇ？　ぷぷー（笑）。

ＧＭ：うわっ、すっげー腹はら立たつ……っ！（笑）

クロヴィス：だってオレたちの方がレベル上だもーん（笑）。

ＧＭ：っていうか、こっちはまだなにも言ってない。反はん応のうはそれからにしてくれ（笑）。

クロヴィス：ははは、やだなぁ、まず殺気だけで相手を感知しただけじゃないか（笑）。

カナデ：ＧＭ、そこは「抑おさえる必要もない」とか言っておきましょうよ（笑）。

ＧＭ：それだ！　「───抑えるつもりはない。ミラに気安く近づかないでいただこう」と、淡たん々たんとした声で言葉を発しながら、ひとりの騎士が現われる。

シェフィル：あなたはたしか……。

カナデ：ゼロさん、お久ひさしぶりです。




ゼロ・ルシフェルド

　ディアスロンドに所属する新米騎士。

　口数は少なく、その態度はいつだって慇懃無礼、人と協調するということをまったく知らず……そして彼の瞳にはいつだってミラしか見えていない。

　投与された薬の副作用で狼になった過去がある。人としての記憶を失い、狼として彷徨っていた時に死にかけたが、ミラに救われた……そして人としての自分を取り戻した。

　それ以来、ミラに恩返しをすべく今日この日まで生きてきた。

　興味のあるもの：触手

　前巻にもちらりと登場するが、もしお持ちであれば、彼が主人公として活躍する『アリアンロッド２Ｅ ファンブック　ラヴィアンローズ』をぜひともご参照願いたい。

　プレイヤーは、声優の江口拓也さんである。




ＧＭ：しかし、そこに現われた騎士……ゼロは、カナデの言葉を華か麗れいにスルーして、ミラに近づいた奴をじろりとにらむ。

カナデ：ま、また無む視しされた……。

イリス：カナデ、仕方がありませんよ。彼かれはミラしか見えていませんから（笑）。

カナデ：しくしくしく……。

ＧＭ：ちなみに、ゼロの視線はシェフィルを向いているよ。シェフィルがミラに抱だきついているからだな。あからさまにムッとした顔をしている。

シェフィル：お久しぶりです、ゼロさん。

ＧＭ：無視して、ガンをつける。

シェフィル：あいさつもできない子っ!?

ＧＭ：それを見ていたミラが少し強い口調で言う。「ゼロ、この子はあたしの親友のシェフィルです！　だからその顔やめて。笑って！」　その言葉に、ゼロは笑みにも似にた不気味な表情になった（一同大爆笑）。

カナデ：口の端だけ上がる感じか……？

ＧＭ：うむ。ついでに言うと、目はぜんぜん笑ってない。

シェフィル：ミラちゃん、前も思ったけどこの人ちょっと怖こわいよ……。

ＧＭ：「ごめんね、悪い人じゃないんだけど……」

クロヴィス：でも、前よりちょっとだけ柔やわらかくなったんじゃねぇか？　どこがって言われると困るけどよぉ（笑）。

シェフィル：きっと、ミラちゃんが教育してるんだよ（笑）。

クロヴィス：教育……「ゼロ、ステイ！　ステイ！」みたいな感じか？（笑）

カナデ：「ゼロ、ハウス！」（笑）




　完全に犬扱あつかいである。




ＧＭ：ちなみに、ゼロはファンブックのリプレイのあと、ガーベラとクリスから「お前もうちょっと人の心しん情じようとか読み取るようになれよ」と説教を食らっている。努力はしているんだろう、きっと。

イリス：ま、まあ……これではお説教されるでしょうね……（笑）。

ＧＭ：「あたしが頑がん張ばって教育します」とばかりに、今はミラが努力してるんだよ。だから今は、ゼロも必死になって……。

シェフィル：必死って……教育成果、出てないよね……（笑）。

ＧＭ：残念ながら、ちょびっとだけしか出ていないね（笑）。「とにかく近ちか寄よるな。特に男は」と、無表情のままに言う。

シェフィル：わたしは女の子だからいいよね？　ぎゅ───っ（←ミラにハグしている）。

ＧＭ：ミラは「もちろんです」とハグし返すが、ゼロはますます機き嫌げんが悪くなる（笑）。

イリス：シェフィル、あの人、顔が笑っていませんよ……（笑）。

クロヴィス：おい、あいつ怖いぞ（笑）。

シェフィル：でも、ミラはうれしそうなんだよね？

ＧＭ：うん。ミラはシェフィルと一いつ緒しよにいられるから、うれしいみたいだね。ゼロも、ミラのうれしそうな顔を見て、ぶっきらぼうに言う。「……ミラがいいならそれでいい」

シェフィル：そういえばゼロさん、なにかご用なんですか？

ＧＭ：それには答えない。

シェフィル：答えようよっ!?（笑）

ＧＭ：「ミラ、もういいだろう。体調が悪いのだから部屋に戻もどって休もう」

シェフィル：え！　ミラちゃん、やっぱり体調悪いの……？

クロヴィス：おいおい、大丈夫か？

ＧＭ：「平気」とミラは言うが、ゼロは「平気じゃない」ときっぱり。

カナデ：やっぱりそうだと思っていましたよ。

イリス：私が看みてもいいんですが……。

ＧＭ：ゼロがじろりとイリスをにらんだ。

イリス：ですよねぇ……（笑）。女じよ性せいのお医者さんか、神官を呼よびましょうか？

ＧＭ：「いや、単なる疲労だろう。少し休んでいれば治ると、ミラ自身が言っていた。それに、今日のカリキュラムもまだクリアしていない」

クロヴィス：いや、そんなことよりも休ませろよ。

カナデ：そうですよ！　体調悪いんだったら休まないと。

シェフィル：ミラちゃん、忙いそがしすぎだよっ。

イリス：勉学にしろ戦いにしろ、身体は資し本ほんです。一番に気をつけるところですよ。

クロヴィス：お前も、ミラ守るっつーんだったら、そんぐらいの管理してやれよ。

カナデ：ミラはもともと身体が弱いのに、無理させないでくださいよ～。

シェフィル：そうよ、無理させちゃ駄目でしょ！

イリス：そうですよ！　しっかりしてください！




　なんでこんなに怒おこられてるんだろうか。




クロヴィス：ミラはオレたちの妹みたいなものなんだから、そりゃあ怒るよ。

イリス：そう。それを守るのが、あなたの役目でしょう？　例えば、お医者さんくらい……。

ＧＭ：「……わかっている。今日で五人目の医者にかからせた」

クロヴィス：五人目!?　どう考えても尋じん常じようじゃねぇだろ、どういうことだよ!?

ＧＭ：「なぜか毎日ひとりずつ逃にげていく」

シェフィル：治しに来てるのに、きっとゼロが「ミラに触さわるな」って言うからだよ（笑）。

ＧＭ：「最初の医者は、ミラに苦い薬を飲ませる悪い奴だった」

一同：………………。

カナデ：い、いやいや、薬は苦いものですから……（笑）。

ＧＭ：「二番目の医者は、ミラの服を脱ぬがそうとした悪い奴だった」

カナデ：お医者さんなんだから、当たり前でしょう!?（笑）

クロヴィス：こ、こいつ、やべぇ……やべぇぞ!!（笑）

ＧＭ：「三番目の医者は、彼女が答えにくい質しつ問もんをしていたが……翌日いなくなった」

イリス：ついにいなくなった！（笑）

ＧＭ：「四番目は、どうせミラにひどいことをするだろうから、どうしてくれようかと思っていたら、こっちに到とう達たつする前になぜか帰った……」

クロヴィス：ミラ、お前のせいで診しん察さつ受けられてないんじゃねーのか!?（一同大爆笑）

イリス：あ、あの、大丈夫ですか？　ぜんぶゼロのせいになってますけど……（笑）。

ＧＭ：今はＮＰＣだから大丈夫（一同爆笑）。

イリス：ひ、ひどい……っ!!（爆笑）

クロヴィス：江え口ぐちさんが！　江口さんがかわいそうすぎる！（笑）




　それがＮＰＣとなったＰＣの運命なのだ。




カナデ：とにかく、ミラ、早くお医者さんのところに行きましょう。

ＧＭ：「それなんだけど……一いち応おう、ガーベラさんにも看てもらったの」

クロヴィス：あのババア……じゃなくて、あのお姉様に？（笑）

ＧＭ：「うん。そうしたら単に疲れだからゆっくり養生するようにって。だから、大丈夫」

カナデ：そうですか……それなら、いいんですけど……。

クロヴィス：なあ、なんでガーベラが看たりしてるんだ？

ＧＭ：一応、神殿も診察をしているらしいんだ。ちゃんと巫ふ術じゆつチームも組まれている。だが、まずはゼロをどうするかを話し合っているらしい（笑）。

イリス：で、でしょうね……（笑）。

カナデ：ゼロ対たい策さく本部（笑）。

シェフィル：ミラちゃんが疲れてるのって、ゼロが原げん因いんなんじゃないの？（笑）

ＧＭ：「───なぜだ。俺にはわからん」

クロヴィス：……悪い奴じゃないんだろうけどなぁ（笑）。

シェフィル：いい？　あなたの行動で、ミラちゃんが迷めい惑わくしてるのっ。

ＧＭ：そうすると、彼は表情を変えぬまま、よろよろとよろめく（笑）。

イリス：今、なんかショックを受けたみたいですよ。

シェフィル：もうっ、やっぱり自覚ないんだ～！（笑）

ＧＭ：「……迷惑か……そうか……迷惑なのか……」

カナデ：なんだか犬っぽいですねぇ（笑）。

クロヴィス：そういえば、オレと同じ種族の血が混まじってるんだよな。

ＧＭ：ああ、そうだね。ゼロは人工的に植えつけられたものだけど、クロヴィスはもしかしたら、同じ匂いをかぎわけられるかもしれない。

クロヴィス：んじゃ、じ───っと見つめる。

ＧＭ：視線に気づいて、眉み間けんにしわを寄よせる。「……なんだ」

クロヴィス：お前、狼おおかみより犬っころの方が、ずいぶんと濃こく出てるみたいだなぁ。

ＧＭ：その言葉に、ゼロは眉間のしわを深めるだけだ。「……で？」

クロヴィス：だから、もうちょいと、主人の気き遣づかいかたってのを考えた方がいいぜ。

ＧＭ：「……なんの話だ」

クロヴィス：一応、ミラはオレたちの家族みたいなもんなんだから、もうちょっと大事にしてやってくれ、ってことさ。

ＧＭ：「……大事にしている」

クロヴィス：（得意げに）そうは見えないね。へへん、オレたちは、お前よりもミラとの付き合いが長いんだよ。だからわかるんだ。

シェフィル：そうだよ、そうだよー！（笑）

イリス：張はり合あってどうするんですか！（笑）

カナデ：ミラとカナデたちは家族みたいなものですからねえ。

ＧＭ：すると、ゼロはミラの方を見て、「ミラ、そうなのか？」と尋たずねる。ミラが「うん、みんなあたしの家族だよ」とあっさりうなずいたので、ゼロは「そうか」と納なつ得とくする。

シェフィル：案外単たん純じゆんなんだね（笑）。

カナデ：犬ですからね～（笑）。

クロヴィス：ま、オレも同族だからよぉ、どっちの立場が上かってのを、はっきりさせたいタイプなんだよ。だから、オレらの方が上だってことはちゃんと主しゆ張ちようするぜ？

ＧＭ：もちろん、ゼロは一歩も引かない。じろっとにらんで「……ミラがそう言うなら、お前が家族らしいと認みとめてやる」

シェフィル：クロちゃんだけじゃないよ。わたしたちみんな、ミラちゃんの家族だよね。

クロヴィス：そうそう。オレたち全員、ミラの家族なのだ。

ＧＭ：キミらになにか言われるたびに、ゼロはミラに意見を求め……「そうなのか」「そう」「そうか。ミラがそう言うなら」と……（一同爆笑）。

カナデ：やっぱり犬ですね～（笑）。

ＧＭ：で、ミラは慌てた様子でキミたちに「ごめんなさい、悪気はないから許ゆるしてあげて」と頭を下げる。

シェフィル：本当に大変だね、ミラちゃん……（笑）。

ＧＭ：ゼロはむすっとしたまま、「ミラ、そろそろ休め」と促うながす。

カナデ：そうですね。体調が悪いのに、無理させるわけにはいきません。

ＧＭ：「でも、せっかくみんな来てくれたんだから、街を案内してあげたい」

クロヴィス：おい、この犬も一緒にか？（笑）

イリス：まあ、そう簡かん単たんに離はなれてはくれませんよねぇ……（笑）。

カナデ：ゼロ、ステイ！（笑）

ＧＭ：「なぜお前にそんなことを言われねばならんのだ」

カナデ：……しくしくしく……。

シェフィル：気持ちはうれしいけど、そんな時間あるの？　大だい丈じよう夫ぶ？

ＧＭ：「大丈夫なはず」と言いながら後ろを見るミラだが、ゼロは「時間はない。カリキュラムはいっぱいだ。あとの時間は休め」とにべもない。

イリス：ゼロさんも、心配しているんでしょうが……。

クロヴィス：面めん倒どう臭ぇ奴だなぁ、こいつ。

ＧＭ：さて、ミラとゼロがしばしの間押おし問もん答どうをしていると、ノックの音とともに、「お取とり込こみ中ですか？」と声がかかる。

シェフィル：ん？　誰……？

ＧＭ：「あぁ、ようやくディアスロンドまで参られましたねぇ」それは、どこか温和な雰囲気で、キミたちも聞いたことのある声だね。

イリス：……………………もしかして、神官のブウさんですか？

ＧＭ：おお、そのとおり。

カナデ：えっ、どうしてここにいるんです!?

ＧＭ：おいおい、こいつだって立派な神官だぞ？　ディアスロンドにいてもおかしくないだろう。それに、実はこいつ、神殿の〝薔薇の刻印〟に対処するチームのひとりなんだよ。

クロヴィス：神官だったら《テレポート》できるし、すぐ追いつけるよなぁ。

ＧＭ：そういうこと。

シェフィル：だったら初めから一緒に連れてってくださいよ～（笑）。

ＧＭ：馬を買ってあまりにもうれしそうだったから、送ると言えなかったんじゃい。

クロヴィス：ＧＭの優やさしさだったのね～（笑）。

シェフィル：でも、馬と一緒に転送してくれればよかったのにね～（笑）。

ＧＭ：………………おおっ（ぽんっ）。そのとおりだ。

カナデ：ぽんっじゃない！（笑）

ＧＭ：「いえいえ、私はちゃんと、みなさんの思うとおりにさせていただきますとも」

クロヴィス：まあ敵もいなかったし、いいけどさ（笑）。

ＧＭ：あ、ちなみに、彼の手にはご自慢のお茶がたっぷり入ったティーポットが抱かれているのは言うまでもない。

カナデ：それはもういいです！（笑）

シェフィル：お茶はもう、セバスチャンからたくさんいただいたので、大丈夫です。

ＧＭ：「そうですか～……ならば、誰かほしい人はいないですか？」

カナデ：せっかくですし、ゼロさん、どうぞ。

ＧＭ：では、ブウの目が〝ぎらり〟と輝かがやいて……（笑）。

イリス：ぎらり!?（笑）

シェフィル：悪そう！（笑）

ＧＭ：悪くないよ？（笑）んで、ブウは「じゃ、そこの剣けん士しの方、お茶でもいかがですか」と、ゼロを呼よぶ。ブウとゼロは面めん識しきがないからね。

カナデ：これで倒たおれてくれればいいんですけど……（ぼそっ）。




　目が笑ってないですよ。




ＧＭ：さて、ブウがお茶を淹いれると、ゼロが「なんだ、それは」と警戒する。

シェフィル：（ミラになって）「ほら、せっかくブウ様に淹いれていただいたんだから」

ＧＭ：おお、なるほど。ミラはこの神官を知ってるからね。

カナデ：美味しいお茶らしいですよ～……と、ミラが言います。

ＧＭ：「そうか。ミラがそう言うなら」と、カップを取った。

一同：……。

ＧＭ：……くいっ（←カップを傾かたむけるしぐさ）。

一同：……。

ＧＭ：……とんっ（←カップを置くしぐさ）。

一同：……。

ＧＭ：……ゼロは、目を開けたまま昏倒した（一同爆笑）。

イリス：やっぱり、まずかったんですね……（笑）。

ＧＭ：ブウはその光景を見て、興味深げな表情で言った。「……ふうむ、このお茶も失敗……と」

一同：実験すんなよっ!?（笑）

ＧＭ：「おい。ゼロ殿を奥おくの部屋へ」と慣れた調子で別の神官を呼ぶ。そしてゼロは直立不動のまま、部屋の外へと運ばれていった。

クロヴィス：そ、それにしても、ミラの言うことぜんぶに従したがうんだなぁ、アイツ。

カナデ：ミラ一ひと筋すじ、ですからねぇ……。

クロヴィス：狼族の特とく徴ちようなのかもな。……もしかしてオレも、傍はたから見ると、あれぐらい馬鹿に見えるのかな。

ＧＭ：すると、ミラが「え？」という風に目を見開いた。

イリス：いやいや、大丈夫ですよ、クロヴィス。ははは、大丈夫（笑）。

クロヴィス：だよなー！　あれぐらいじゃないよな、うん、大丈夫だ、大丈夫だ！（笑）

シェフィル：うんうん、大丈夫だよ～！　大丈夫、大丈夫！（笑）

カナデ：そ、そう、ですね、大丈夫……大丈夫（笑）。

クロヴィス：おい、お前ら笑ってるじゃねーか!?　馬鹿にしやがって!?（笑）




　日ごろの行ないのせいである。




ＧＭ：ともあれ、ミラはゼロが連れて行かれたのを確認すると、悪戯っぽく笑う。「これで一日、遊びに行けそうだね」

シェフィル：あはは、そうだね！

クロヴィス：これで思う存ぞん分ぶん遊べるな！

カナデ：そうそう、たまには羽を伸のばさないといけませんよ。

イリス：気分転てん換かんは大切ですから。

シェフィル：あのね、ミラちゃん。わたしたち、こんなに大きな街に来るのは初めてだから、いろいろ案内してほしいな。

ＧＭ：「うん、わかった。案内するね」

シェフィル：お金もあるし、いろいろ買えるよ！　美味しいものも食べたいね。

ＧＭ：そうすると、ちょっとすまなさそうになる。「あのね、勉強が忙いそがしくて、あんまり街に出たことないからくわしくないけど……それでも平気かな？」

カナデ：大丈夫です！　こういう時のための『西方ガイド』！　じゃじゃーん。

イリス：おお、大だい活かつ躍やくですね（笑）。

カナデ：うふふ、ディアスロンドに来たので、新しいのを買いました♪

シェフィル：え！　カナちゃん、また買ったの？（笑）

イリス：大丈夫ですか？　高くありませんでした？

カナデ：問題ありません、一〇Ｇぐらいでしたから！

シェフィル：無む駄だ遣づかいは駄目だよ～（笑）。




　お前らにそれを言う資格はない。




クロヴィス：とりあえずよぉ、うまいもんでも食いに行こうぜ。

ＧＭ：「うん！　せっかくみんなと遊ぶんだし、ちょっと遠いお店まで足を延ばしてみようかな」

カナデ：ほら、ここのお店とか美味しそうですよ～！

ＧＭ：「いいですね～！　ここもよさそうです！」

クロヴィス：……なぁ、ゾハール教きよう団だんとか、街に入はいり込こんでねぇだろうな？

カナデ：ここは神殿のお膝ひざ元もとですし、そう簡単に入はいり込こめないですよ（笑）。

シェフィル：カナちゃん、それ絶ぜつ対たいフラグだよ！（笑）

ＧＭ：（笑）。さて、キミたちがそんな話をしていると、ふいに鐘かねが鳴り始める。

シェフィル：からーん、からーん♪

ＧＭ：「ごめんなさい。これから午前のカリキュラムなんです。それだけクリアしてくるから、それまで待っててもらってもいいですか？」

クロヴィス：おう、いいぜ。それぐらい、どうってことねぇや。

イリス：がんばってくださいね。

シェフィル：楽しみにしてる！　じゃあ、またね。

ＧＭ：「うん！　それじゃあまた！」と、ミラはぱたぱた小走りで出て行く。

クロヴィス：……大丈夫かな、あいつ。

カナデ：うん……。ちょっと顔色悪かったですし……。

イリス：ただの疲れならいいのですが。

シェフィル：でも、気分転換すれば、よくなるかもしれないよ。気分転換は大事だからね。

ＧＭ：（しみじみと）大事です。本当に……大事です。

イリス：心の声がにじみ出てますよ（笑）。

シェフィル：今は、ミラちゃんが楽しく過すごせるようにしようよ。

カナデ：はい……そう、ですね。本当に、たいしたことじゃなければいいけど……。あとでガーベラさんに会えたら、このことを聞いてみようかな。

ＧＭ：お、それはいいアイディアだ。では、ここでいったんシーンを切ろうか！







◆Middle11◆翡ひ翠すいの守しゆ護ご騎き士し




　久ひさしぶりに会ったミラは、明らかに体調がよくなさそうだった。

　心労や疲ひ労ろう以外にも、原げん因いんがあるのかもしれない。

　彼かの女じよの体調を看みたというガーベラに会うべく、カナデは彼女の執しつ務む室しつを訪たずねた。




ＧＭ：さて、次は授じゆ業ぎようを受けているミラを待っている間のシーンになる。

カナデ：その間に、ガーベラさんに会いに行こうと思ってますが、どうでしょう？

ＧＭ：いいね、もともとやろうと思ってたシーンだから、ちょうどよかった。シーンプレイヤーはカナデになるね。

カナデ：わかりました～。

ＧＭ：ちなみにこのシーン、イリスは登場不ふ可か。残る三人は自由に登場して構かまわないよ。

イリス：おや、私は出られないんですね。

ＧＭ：うん。イリスは途と中ちゆうで呼よび止とめられて離はなれた……というイメージだ。

イリス：了りよう解かいです。

シェフィル：カナちゃん、いってらっしゃーい。

クロヴィス：オレは部屋で寝ねて待ってるぜ。

シェフィル：わたし、ちょっと神しん殿でんの中を歩いてくるね。こんなに大きいところ、見たことないから、いろいろ見て回りたいんだ。

カナデ：わかりました、では、カナデだけで行きましょう。

ＧＭ：というわけで、キミはガーベラの執務室を訪たずねた。で、ノックしようと思ったところで、突とつ然ぜんがちゃりと扉とびらが開き──……。

カナデ：ガンッ（←扉にぶつかった）。

ＧＭ：ありがとう（笑）。扉を開けたのは、もちろんガーベラだ。

カナデ：ぶつかった勢いきおいで、尻しり餅もちつきます。

ＧＭ：「あらやだ、ごめんなさい」と、ガーベラも目を丸くして驚おどろくよ。

カナデ：あうぅ～……いたたた……額ひたいを押おさえながら、うめきます（笑）。

ＧＭ：「あら？　カナデさんではありませんか」と、キミを助け起こしてくれる。

カナデ：ど、どうも、ガーベラさん。ちょっと聞きたいことがあるんですけれど。

ＧＭ：「はい？　では、中へどうぞ」

カナデ：ありがとうございます～。中に入ります。

ＧＭ：「どうぞ、かけてください」と言いながら、ガーベラは手ずから紅こう茶ちやを淹いれて、カップをカナデの前に置く。とてもいい香りのするお茶だ。

カナデ：わぁ、いい香かおりですね。いただきます。

イリス：あのお茶では……ないですよね？（笑）

ＧＭ：うん、あれではない（笑）。かなりおいしいよ。

カナデ：おいしいですね～。

ＧＭ：「ええ。クリスさんが送ってきてくれました。グランフェルデンから仕入れた、おいしいお茶らしいですよ」

カナデ：そうなんですか～……あの、クリスさんは今どちらに？

ＧＭ：「クリスさんは今、ちょっと旅に出ていまして」

カナデ：旅……ですか？

ＧＭ：「ええ。四年ほど前……〝薔薇ばらの災さい厄やく〟の時、彼はとあるギルドに所しよ属ぞくしていました。事じ件けんが解かい決けつしたあと、彼はディアスロンドに重用されてこちらに移うつりましたが、年に一回、昔の仲間で集まって冒ぼう険けんに出るというのが習わしになっているようです」

クロヴィス：同どう窓そう会かい冒険、って感じだな。

ＧＭ：そうそう、そんなイメージ。「今はちょうど、そんな時期なんですよ」

カナデ：そうだったんですか。できればお礼を言いたかったんですけれど……。

ＧＭ：「お礼、ですか？」

カナデ：はい。ブリギット村ではいろいろお世話になりましたから。

ＧＭ：「ええ、クリスさんが戻もどりましたら、伝えておきます」

カナデ：はい、お願いします～。

ＧＭ：そこで彼女は、なにかを考かんがえ込こむように黙だまりこむ。

カナデ：？　どうしました？

ＧＭ：少しの間を置いて、ガーベラは口を開く。「……すべてをお話しできなくて、すみません。実は、クリスさんにも伏ふせていることがあるのです」

カナデ：伏せていること？

ＧＭ：「はい。もともと、クリスさんが派は遣けんされた目的は、村に封ふうじられている〝漆しつ黒こくの刻こく印いん〟だったんです。あの場所にカラドボルグが眠ねむっていたことまでは、ディアスロンドもつかめていなかったの」

カナデ：なるほど、神殿も知らなかったんですね。

ＧＭ：もちろん、調ちよう査さはしていたんだけどね。聞いてた話とちがうから、クリスも内心焦あせったんだと思うよ。

カナデ：まぁ、そうでしょうねぇ……。

ＧＭ：そこで一瞬、間が開いたあと……ガーベラが少し笑って言う。「でも、聞きたいことはそれじゃありませんよね？」

カナデ：（苦笑いして）あはは、おっしゃるとおりです。実は、ミラのことについて……。

ＧＭ：「ミラさんについて、ですか」

カナデ：はい。彼女、だいぶ体調が悪そうでしたが、もしかして病気ではないのですか？

ＧＭ：すると、ガーベラはちょっと困こまった顔をする。「病気ではないと思います。ただ、彼女が望んだことではあるものの、非ひ常じようにハードなスケジュールでして」

カナデ：たしかに、すごく忙いそがしそうですものねぇ……。

ＧＭ：「ええ。正直言って、疲労していると思います。ただ……」

カナデ：ただ？

ＧＭ：「正直に言うと、あのスケジュールであそこまで体調を崩くずすのは、こちらもおかしいとは思っているんです」

カナデ：ガーベラさんの顔色をうかがってみます。じー……。

ＧＭ：「あら？　あたしを疑っているのかしら？」微笑みながら、カップを口にする。

イリス：ガーベラさんに看みてもらっていた、と言っていますからね。

カナデ：だけど、カナデにはアレが……あのスキルがないから、嘘うそかどうかがわからないんですよね……（シェフィルを見る）。

クロヴィス：こんな時に、あいつがいてくれれば……！（シェフィルを見る）

シェフィル：（明るく元気よく）はーい！　失礼しまーすっ!!（笑）

カナデ：（ざーとらしく）え、ええっ!?　シェフィル!?　どうしてここに～!?

シェフィル：（ざーとらしく）ああ、ごめんなさいっ!!　いろんな部屋を見て歩いていて、たまたまここに来ちゃったの！　誰だれかいるって思わなかったんです～!!




　今、ひどい茶番を見たぞ。




ＧＭ：「あら、千客万来」と、ガーベラは楽しそうだ。

シェフィル：カナちゃん、大事なお話中？　わたし、席外してた方がいいかな。

カナデ：いいえ、ミラのことを、ガーベラさんに聞いていたんですよ。もし問題がなければ、シェフィルも一いつ緒しよにどうですか？

シェフィル：ミラちゃんの話……どんなこと？

カナデ：ほら、ミラの顔色があまりよくなかったでしょう？　だから、もしかしてなんか重い病気にかかってるんじゃ……と思って。

シェフィル：そうだったんだ。それで、どうなんですか？　ガーベラさん。じ───っ（笑）。

ＧＭ：するとガーベラは、「人を想う心とは強いものですね」と微笑ほほえむ。

クロヴィス：どっちかっつーと、疑うたがう心なんだけどなー（笑）。

ＧＭ：それからシェフィルに、ソファに掛けるよううながし、「もうひとつお茶を用意しますから」と言って、紅茶を用意してくれる。

シェフィル：……あ、ありがとう、ございます……（笑）。

カナデ：（小声で）シェフィル、このお茶は大だい丈じよう夫ぶですよ（笑）。

シェフィル：ホント？　それじゃあ、いただきまーす！　ごくごく。

ＧＭ：（声色を変えて）「おや？　おいしかったですかなぁ？」（笑）

シェフィル：ぶ───っ!?（笑）

カナデ：なんでブウさんがいるんですか!!　しっしっ!!（笑）

ＧＭ：「うふふ、あたしの物まね、上手でしょう？」

一同：お前の物まねかよっ!?（笑）

ＧＭ：「こほん。冗じよう談だんはさておき……今、ミラさんの体調についてお話をしていました」

シェフィル：あの、ミラちゃん、悪い病気なんでしょうか……？

ＧＭ：「いいえ、基き本ほん的てきには疲労や心労から来る体調不良だと思います。ブリギット村という、ある意味閉へい鎖さされた空間から、突然環かん境きようが変わったわけですから」

シェフィル：いい村だったよ？

ＧＭ：「存ぞんじております。ですが、環境の変化に体調がついていかない場合もあるから」

シェフィル：……本当かどうか、《インサイト》で判はん定ていしてもいいですか？

ＧＭ：オーケー。では、難なん易い度ど12の【精せい神しん】判定に成功したらわかることにしようか。

シェフィル：うー、でもわたし、【精神】低いんだよねぇ……３Ｄ＋２、フェイトはいれずに、えいっ！（ダイスを振ふる）11、達成値ち13ですっ。

イリス：お、成功しましたね！

シェフィル：汚けがれのない目で、まっすぐ見つめます！

クロヴィス：自分で言うなよ！（笑）

ＧＭ：（笑）。ともかく、判定に成功したからこれはわかる。ガーベラは、明らかになにかを隠かくしてるようだ。

シェフィル：……ガーベラさん。なにか隠していませんか？

ＧＭ：「え？　あたしは別に……」

シェフィル：（凛りんとした声で）本当のこと、話してください。

ＧＭ：ガーベラは、しばらく困った顔をしていたものの、やがて覚かく悟ごを決めたようにうなずく。「どうやら……隠しているのも、かえって不安を煽あおるだけのようですね」

カナデ：それじゃあ、お話ししてくださるんですか？

ＧＭ：「ええ。ですが、こちらも確かく証しようを得ているわけではない、ということだけは先にお伝えしておきます」

シェフィル：……はい。

ＧＭ：「ミラさんは、ブリギット村で育てられていましたよね？」

カナデ：はい、そうだと聞いています。

ＧＭ：「それで、彼女を育てていたのは、ロイドさんと呼よばれる神官さん」

シェフィル：（こくりとうなずく）

ＧＭ：「その方が、ゾハール教団の一員であろうことは……理解できますね？」

カナデ：はい。ブリギット村を襲った妖魔の群れが教団の配下であれば、それを操っているロイド様も当然……。

シェフィル：うん。おじいちゃんにもそう聞いてるしね。

ＧＭ：「それなら、話は早い───」　ガーベラは、カップをソーサーの上に置いて、話を続ける。「まだ、あの組織についてわかっていることは多くありません。その目的も。ですが、禁忌たる〝刻印〟や〝薔薇の武具〟を狙っていることは確定的です。これは、神殿にとっては看過できない存在と言っていいでしょう」

カナデ：……それは、そうですね。

ＧＭ：「世界に仇なすであろう。組織。そして、そのロイドという人物もまた教団のために動いていた。では、なにゆえブリギット村でミラさんを育てていたのでしょう？」

シェフィル：え？

カナデ：それには、なにか目的があると？

ＧＭ：「そうです。実は神殿もロイドに関して内偵を進めていたのですよ。もちろん、彼に育てられたミラさんも、マークされていました」

シェフィル：……あ。だから、ディアスロンドに留学するって話が……。

ＧＭ：「はい。ゾハール教団の人間が、手塩にかけて育てた少女……それがミラさんです」

イリス：そうだったんですか……。

ＧＭ：「彼女は今回の件に関わっている可か能のう性せいがある、と神殿は判はん断だんしました。そして、もともとミラさんをディアスロンドに召しよう喚かんするという話は、以前から提てい案あんされていたのです」

カナデ：以前から、ですか？

ＧＭ：「ええ。ロイドさんがなんらかの動きを見せる前に、ミラさんをディアスロンドに召喚し、保ほ護ごするべき……という主しゆ張ちようがありました」

クロヴィス：保護というよりは、監かん視し下に置く、ってとこだろうがな。

シェフィル：そっか、大事な手がかりを持ってるかもしれないから、クリスさんみたいに強い人が護ご衛えいについてたんだね。

ＧＭ：「ええ、そのとおりです」

カナデ：でも、すでに先手は打たれていた……妖よう魔まが送おくり込こまれていたんですね。

ＧＭ：ガーベラはひとつうなずいた。「おそらくロイドさんは、ミラさんが連れ出される前に、どうにかしようとしたのでしょう」

シェフィル：だから、村を襲おそわせたんだ……。

ＧＭ：「もちろん、ミラさんとロイドさんに、どのような関わりがあるのかはわかりません。ですが、彼女が看かん過かできない存そん在ざいであるということは、ご理り解かいいただけますでしょうか」

カナデ：……（なにかを考かんがえ込こんでいる）。

シェフィル：カナちゃん、どうしたの？

カナデ：……いえ、なんでもありません。お話を続けてください。

ＧＭ：「そして、彼女の体調ですが……先ほども言ったとおり、疲労も原因のひとつではあります。ですが私は、根本の原因が他にあるのではないか、と考えています」

シェフィル：（小声で）ねぇカナちゃん、街に連れ出すの、やっぱり駄だ目めかなあ……？

カナデ：（小声で）うーん、そう言われると、ちょっとためらいますよね……。

ＧＭ：「今すぐに倒たおれてしまうほどではありませんが、ミラさんは大だい聖せい堂どう内から外に出てほしくない、というのが、神殿上じよう層そう部ぶの意見です」

クロヴィス：要するに、「軟なん禁きんしとけ」って話だな。

シェフィル：そう、ですか……。

ＧＭ：「とはいえ、ミラさんも年とし頃ごろの女の子。個こ人じん的てきには、外で気分転てん換かんをさせてあげた方が、身体にはいいと思うんですけれどね……」と、ガーベラは困ったようにため息をつく。

シェフィル：（小声で）気分転換させてあげた方が、体調もよくなるっぽいね！

カナデ：（小声で）そうですね！

ＧＭ：「どうかしました？」

シェフィル：いえ、なんでもないですよ！

ＧＭ：ガーベラは不思議そうに首をかしげてから、「他になにか質しつ問もんは？」と問いかける。

カナデ：とりあえず、現状での悩なやみは解かい決けつしました。ありがとうございます。

ＧＭ：「どういたしまして」

カナデ：もし他になにかわかったら、教えてください。ミラはカナデたちの大切な妹ですから。

ＧＭ：「ええ。きっと彼女も、あなたたちがいれば、ゼロがいるのと同じぐらいに心強いでしょう。……そういえば、ゼロさんどこへ行ったんでしょう。見かけませんね」

シェフィル：え───っと……ブウさんのまずいお茶に当たっちゃって……（笑）。

カナデ：まずいお茶の威い力りよくは強きよう烈れつですからね～（笑）。

ＧＭ：おい、そもそもゼロに飲ませるって言ったのは誰だ。

カナデ：さあ、誰でしょう（にこにこしたまま目をそらす）。

ＧＭ：……（笑）。

カナデ：さてと、そろそろ失礼しましょうか。

シェフィル：うん、そうだね！　紅茶、おいしかったです。ごちそうさまでした。

ＧＭ：では、キミたちが立ち去ろうとすると「ちょっと待って」とキミたちを止める。

カナデ：はい、なんでしょう？

ＧＭ：「大変申し上げにくいのですが、おそらくこの先、彼……イリスさんには、迷まよう局面が待ち受けていると思います」

シェフィル：は、はい？

ＧＭ：「彼には過か去この記き憶おくがありませんね？」

シェフィル：たしか、そう言ってました。

ＧＭ：ガーベラはひとつ、うなずく。「ですが、たとえ記憶がなくても、人の根本をそう簡かん単たんに変えることはできません」

カナデ：ええ、カナデもそう思います。

ＧＭ：「彼は過去の戦いでも、常つねに争いに反対していました。きっと、彼はまたあの時と同じように、誰も傷きずつけず、黙だまって殺されてしまうことを選ぶでしょう」

シェフィル：……。

ＧＭ：「ですから、彼が迷まよっている時は、彼の力になってあげてください。誰だれひとりとして傷きずつけなかった結果、自分の〝巫女〟を守れなかった……という負い目があるはずですから」

イリス：あれ？　夢ゆめと事実はちがう……？

ＧＭ：「自分の〝巫女〟が殺された、というつらい記憶はもう薄いでしょうが、それでも、今も心のどこかで苛まれているはずです」

シェフィル：……はい。

ＧＭ：「ですが……今回は、あなたたちという仲間がいます。彼と最後まで行動を共にしてあげてください。彼を、支ささえてあげてください」

シェフィル：なんでこんなに熱心に……。

カナデ：きっと、守護騎士同士、過去になにかあったんでしょうね。

ＧＭ：ガーベラは、じっとシェフィルを見ているよ。

シェフィル：大だい丈じよう夫ぶです、ガーベラさん。

ＧＭ：「え？」

シェフィル：（にっこり笑って）わたしたち、家族ですから。




　イリスも大切な家族なんだから、支ささえるのは当然のこと──シェフィルの笑顔と言葉には、そんな思いがあふれていた。

　彼女の隣となりに座すわるカナデも、微び笑しようを浮うかべてうなずく。

　少女たちの表ひよう情じようを眺ながめ、ガーベラもまた微笑ほほえみをたたえ───言った。




ＧＭ：「ええ話やわ～」（一同爆ばく笑しよう）

クロヴィス：お前は誰だよ!?（爆笑）

イリス：なんで関かん西さい弁べんやねん!?（爆笑）

シェフィル：イリスも移うつってるし！（笑）

カナデ：も───っ！　ぜんぶ台無しじゃないですかっ！（笑）




　すまん、つい。




ＧＭ：真面目にやろう（笑）。ガーベラは「家族、ですか……本当に、素す敵てきな言葉ですね」とつぶやいて、微笑する。「彼を、よろしくお願いします」

シェフィル：はいっ！　それでは、失礼します。ありがとうございました。

カナデ：失礼いたします～。

ＧＭ：「また困ったことがあったら、いつでもこちらへいらしてください」

シェフィル：じゃ、わたしたちは部屋を出ます。

カナデ：あ、そろそろカリキュラムが終わる時間みたいですよ。

シェフィル：それじゃあ、クロちゃんたちを呼よびに行ってこよう！

ＧＭ：と言ったところで、シーンを終しゆう了りようしよう。







◆Middle12◆幸せなひと時




　午前中のカリキュラムが終わり、ミラの通う学校へ足を向けたシェフィルたち。

　目的はもちろん、疲つかれているミラの気分転換のためだ。

　彼女をどこに連れて行こう？　四人は心を躍おどらせながら、ミラを待った。




ＧＭ：では次のシーン。午前のカリキュラムがそろそろ終わる時じ刻こく、キミたちはミラを待っている……という感じでいいかな。

一同：はーい。

ＧＭ：さて、待ち合わせの場所とかはどうする？　好きに決めて構わないよ。

イリス：迎むかえに行ってあげましょう。体調がよくないということでしたし。

クロヴィス：オレもイリスに賛さん成せいだぜ。

カナデ：ガーベラさんの話から考えると、ミラが狙ねらわれる可か能のう性も十分ありますし……。

シェフィル：うん、そうだね。

ＧＭ：ところでおふたりさん、ガーベラから聞いた話、残りのふたりに話す？

シェフィル：とりあえず今は黙ってます。ミラちゃんは、ロイドさんの正体を知らないかもしれないし……ショック受けちゃったら、かわいそうだから。

カナデ：カナデもそれがいいと思います。

シェフィル：でも、ミラちゃんが街の外から出ちゃいけない、とだけ言っておきます。

クロヴィス：なるほどな。わかった、じゃあ、街中でいいとこ探さがそうぜ。……あ、そうだ。せっかくだし、馬で行こうぜ。これなら、ミラも無理して歩かなくていいだろうしな。

シェフィル：そっか！　クロちゃん冴さえてるぅ！（笑）

クロヴィス：だろぉ？（笑）

ＧＭ：さて、そんなわけで、ミラが通っている学校の正門前までやってきた。キミたちは、四頭の馬に乗ってミラを待っている（笑）。

イリス：お、おかしい！　なんだかおかしい気がします！（笑）

クロヴィス：おかしくねぇよ！　中世じゃこれがふつうなんだよ！（笑）

カナデ：でも、なぜかわからないけど、笑いがこみ上げてきます……（笑）。

ＧＭ：（笑）。そして授業終了を知らせる鐘かねが鳴ると、生徒たちがぞろぞろと出てくるよ。

クロヴィス：校門の前には、馬に乗った異い様ような風体の四人が！（笑）

ＧＭ：「え、なに？」「え、あれなに？」「ええ───っ！　なにあれーっ!?」生徒たちはビビッている（笑）。

クロヴィス：（超ちよう渋しぶい声で）……行け。

イリス：どこにですか!?（笑）

クロヴィス：わ、わかんねぇ、でもちょっと命じてみたくなったんだ（笑）。




　お前の脳の構造がわからない。




ＧＭ：ともあれ、生徒たちはすれちがいながら、キミたちの方をちらちらと見ているよ。「いい馬乗ってるね」「でも、ちょっと変わったかっこうだね」とか言っているのが聞こえる。

イリス：やっぱり私たちは田舎いなか者ものなんでしょうか？（笑）

クロヴィス：いやいや、そんなことねぇって！

シェフィル：いけてるから大だい丈じよう夫ぶだよ！

ＧＭ：んで、男子生徒はシェフィルとカナデを見て、「なあ、あの金きん髪ぱつの子、かわいくねぇ？」「俺おれ、その隣の黒くろ髪かみの子がいいなぁ」とか話している。

シェフィル：や、やだぁ～、もう、どうしよう～（←超ちよううれしそう）。

カナデ：あらあら、ちょっと照れちゃいますねぇ、うふふ（にこにこ）。

ＧＭ：女の子なんかはちょっとはしゃいでいるね。「ねえ、あの翼つばさの人イケメンじゃない？」「ホントだ！　騎士様みた～い」

イリス：えーと……な、なんだか恥はずかしいですね……（笑）。

クロヴィス：（爽さわやかな笑顔でサムズアップ）

ＧＭ：……ん？（笑）

クロヴィス：（爽やかな笑顔で妙みようなポーズ）

ＧＭ：書けないような面白いポーズすんな!?（笑）

カナデ：クロちゃん、どうしたんですか？（笑）

クロヴィス：オレのことはなんか言ってねぇかなーと思ってよぉ（笑）。

ＧＭ：いや、別に。

クロヴィス：……。

ＧＭ：……。

クロヴィス：ちくしょう!!　この羽根つき野や郎ろうがあぁ───っ!?（一同爆笑）

イリス：なんで私に当たるんですかぁぁ!?（一同爆笑）




　華か麗れいなまでの八つ当たりである。




ＧＭ：と、そんなことをしていると、ミラが正門から外に出てくるのが見えるよ。

クロヴィス：おーい、ミラー！　ミラー！

ＧＭ：すると、「あっ」という顔をして、キミたちに気づく。

クロヴィス：（ぶんぶん手を振ふり）ここだここだーっ!!　こっちこっちーっ!!

ＧＭ：「わっ、ちょ、ちょっと……！」（笑）

カナデ：まるで空気の読めないお父さんと、恥はずかしがる娘むすめって感じですね（笑）。

クロヴィス：しょうがねぇ、オレ、馬ば鹿かだからよぉ（笑）。

シェフィル：ミラちゃん、お疲つかれ様さまっ。馬から下りるね。

ＧＭ：ミラは「待たせちゃってごめんなさい」と言ってから、ミラはきょろきょろする。

イリス：どうかしましたか？

ＧＭ：「いえ……あの、ゼロはまだ復ふつ帰きしてないんですか？」

カナデ：みたいです（笑）。

シェフィル：よっぽど疲れてたみたい（笑）。

イリス：せっかくの機会です。ゆっくり休ませてあげましょう。

ＧＭ：「そ、そうですね。いつも迷めい惑わくかけてるから、たまには休んでもらいましょう」

シェフィル：それじゃ、行こうか！

イリス：では、ミラ。私の前に乗ってください。

ＧＭ：「えっ？　乗ってもいいんですか？」と、緊きん張ちよう気味に言うミラ。だが、馬に乗るのは初めてなんだろう、その目は期待できらきらしているね。

クロヴィス：イリスのとこに乗ってりゃ、いざという時に飛んで逃にげられるからな。

ＧＭ：ははは、こんな聖せいなる都の真ん中で、襲われると思っているのかね？（笑）

シェフィル：あやしい～！（笑）

ＧＭ：そんなことないよ？（笑）

カナデ：ともかく、イリスのところに乗ってもらいましょう。

イリス：さぁ、どうぞ。馬の上から手を差し出します。

ＧＭ：ミラはその手を取って、おそるおそる馬に乗った。

シェフィル：ミラちゃん、どう？

ＧＭ：「馬に乗るの、初めてなの。すごい」と、彼女は子供のようにはしゃいでいるよ。

シェフィル：こんなところ、ゼロに見せられないよねぇ……（笑）。

クロヴィス：なんてったって、ラブラブタンデムだからな！（笑）

カナデ：ゼロさんが聞いたら、憤ふん怒ぬの形相で追いかけてきそうな単語ですね（笑）。

イリス：こ、殺される……！（笑）

クロヴィス：ま、イリスなら大だい丈じよう夫ぶだろ（笑）。

シェフィル：それじゃ、しゅっぱーつ！　ぱっかぱっか。

ＧＭ：しばらくはしゃいでいたミラだったが、途中で「あっ！」と声を上げる。

カナデ：どうかしましたか？

ＧＭ：「あの、今、街に向かってますよね？　ガーベラさんに届とどけ出でるのを忘わすれちゃったんですけど、大丈夫でしょうか？」と、ちょっとおろおろしている。

カナデ：そんな遠くまで行くわけじゃないし、すぐ戻もどれば大丈夫ですよ。

シェフィル：それに、ガーベラさんも「気分転換はした方がいい」って言ってたしね。

ＧＭ：そうすると「そうだよね」とホッとしたように言うね。

クロヴィス：よっしゃ！　それじゃ、ぱぱっと行こうぜ！

イリス：揺ゆれますから、気をつけてくださいね。

ＧＭ：「は、はいっ」と、彼女はうれしそうに笑った。さて、程ほどなくして街に到とう着ちやくするんだが、具体的にどんなことをしたいかね？

シェフィル：ミラちゃんに、お薦めのお店案内してもらいたいな。

ＧＭ：では、ミラは本屋を順番に案内してくれる。「ここは有名な魔導書が多いお店なの。それから向こうの書店が古書店で、絶ぜつ版ぱんになっちゃった古文書とかいっぱい売ってるんだよ」

クロヴィス：え───っ、本屋ばっかじゃねぇかー！　頭痛いたくなってくるぜ！（笑）

イリス：まあまあ、彼女は勉強しに来ているんですから（笑）。

カナデ：他にもお薦めのお店ってありますか？

ＧＭ：「はい！　ここにはオペラハウスがあるんですよ」

シェフィル：おぺらはうす？

ＧＭ：「はい。素す敵てきな歌がたくさん聴きけるところなんです。ここで出してくれるお茶は、とってもおいしいです」

シェフィル：そっか。ミラちゃん、歌が好きなんだもんね。

ＧＭ：「ここで、図書館や古書店から本を借りてきて、お茶を飲みながら勉強するのが好きなんです」

クロヴィス：うわっ、文化的だ！

シェフィル：勉強もいいけど、たまにはちがうところに行ってみない？

カナデ：ほら、女の子らしいアクセサリーショップとか、素す敵てきじゃありませんか？

ＧＭ：「アクセサリーかぁ……いいなぁ～」と、彼女は目を輝かがやかせる。

カナデ：そういうお店って、わからないですか？

ＧＭ：「ごめんなさい、私、そういうのにくわしくなくて。それに、あまり遠くにいけないから」と、申もうし訳わけなさそうに言う。

シェフィル：そうだよね。たぶん、いつもゼロが張はりついてるんだろうし……。

カナデ：だからこそ、普ふ段だん行かないようなお店とか行くといいんじゃないでしょうか

シェフィル：うん、そうだよね！

ＧＭ：「でも、大聖堂からあまり遠く離れた場所って、よく知らなくて……」

カナデ：大丈夫！　ここに『西方ガイド』がありますから！

ＧＭ：「まあ、素敵！　聖歴一〇一〇年ねん版ばんね」

イリス：さすが、くわしいですね（笑）。

カナデ：うふふ♪　この中からお店を選びましょう！

シェフィル：どこへ行くのがいいかなぁ……あっ、デザートのおいしいお店ってどうかな？

カナデ：それ、シェフィルが食べたいだけなんじゃないですか？（笑）

シェフィル：そ、そんなことないよ？（笑）

クロヴィス：よっしゃ、それじゃ、行こうぜー。

ＧＭ：了解。では、ガイドを見てお店を探さがし、中に入る。ミラはちょっと緊張して、「こんなお店、入ったことないです……お小こ遣づかいもあんまりないから」と小さくなっているよ。

クロヴィス：（にこやかに）ああ、大丈夫大丈夫。

カナデ＆シェフィル：（にこやかに）大丈夫、大丈夫！

イリス：（にこやかに）お金は私たちに任まかせて、好きなものを頼たのんでください。

ＧＭ：キミたち、今一いつ瞬しゆんでいい気になりやがったな（笑）。

シェフィル：えへへ～（笑）。

ＧＭ：でもミラは、「そ、そんな、悪いですよ」とおろおろしている（笑）。

カナデ：クラン＝ベルの競技大会で優ゆう勝しようして、その優勝の賞金があるから、大丈夫ですよ。

クロヴィス：ここはどーんとオレたちに任まかせろって。

シェフィル：気にしなくていいから、どんどん頼んじゃって！

ＧＭ：「そ、それじゃ……」と、うれしげにミラはメニューを見回し……ウェイトレスに小声でなにか注文した。

シェフィル：なに注文したの……？

ＧＭ：「来てのお楽しみ」　幸せそうにそう告げてから数分後───それは、やってきた。〝───ズウゥン……っ！〟

シェフィル：なに注文したのっ!?

ＧＭ：「パフェ。一度、食べてみたかった」　だがそれは、パフェと呼ぶにはあまりに巨大で、あまりに禍々しくて───。

一同：禍々しいのっ!?

ＧＭ：カラフルで、デコレーションもきれいな一品だよ。でも、人類が食するにはあきらかに大きすぎた。ミラの胴回りほどあるんじゃないかな。

シェフィル：ちょ、ちょっとミラちゃん……？　それ、ほんとに……。

ＧＭ：だが、問題はない。彼女は小さなスプーンで次々とクリームやアイスをすくっては自分の口にテンポよく運んでいく。そして食べながら……キミたちに尋ねた。「クラン＝ベルに行ってきたって聞いたよ？　競技大会って？」

カナデ：……ああ。年に一回行なわれる、冒ぼう険けん者しやたちの大会に参加したんですよ。

クロヴィス：いやー、オレたちよぉ、思ったより強かったんだよねー。ジジイの訓練も悪いことばかりじゃなかったってわけだ。

シェフィル：うん、すっごく楽しかった！

ＧＭ：ミラは、キミたちの競技大会での活かつ躍やくぶりを、心の底から楽しそうに聞いている。

イリス：楽しそう、ですか。

ＧＭ：うん。やっぱり外に出られない以上、実に狭せまい範はん囲いの世界にしか接せつしてないし、隣ではゼロが常に見み張はってるから、キミたちの話はとても面白いんだと思う。

一同：…………。

クロヴィス：よ、よし。それじゃあ、オレの活躍ぶりを超脚色して話すぜ！（笑）

カナデ：ミラが信じちゃうから、脚色しちゃ駄目です！（笑）

クロヴィス：あ……そういえば、イリアとかエイミー───って、どうしてるんだ？
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ＧＭ：すると、ちょっと彼女の表情が曇くもる。「……ロイドさんを追って、旅に出たって」

クロヴィス：あ、いかん。いらんこと聞いた……。

ＧＭ：「ほら……ロイドさん、村を救ったあと、旅に出ちゃって」彼女は、どこか寂しそうな笑顔を見せた。

シェフィル：あれ？　ミラちゃんは、ロイドさんと戦ったんですよね？　ロイドさんが旅に出たって……？

ＧＭ：ああ、ミラはロイドのことでキミたちに心配かけまいとウソを言ってるんだよ。なにせあのおっさんとは、キミらも仲がよかったからな。まさか村を襲った張本人であることを……伝えたくないんだろう。

一同：………………。

イリス：い、いい子だ……。

ＧＭ：どこか神妙な空気が流れる中……おもむろにミラは言った。

シェフィル：……うん。

ＧＭ：「ごちそうさまでした」

一同：食い終わったのかっ!?

クロヴィス：す、すげえ……！（笑）

カナデ：では、ここですかさず話題を変えます。じゃ、次のお店にいきましょうか。

ＧＭ：「え。もうあんまり食べられない」

一同：少しはいけるのかっ!?

カナデ：さすがに食べ物屋さんじゃないですよ（笑）。この近くに、綺き麗れいなアクセサリーのお店があるから、そこに行きましょう。

シェフィル：ミラちゃんに似に合あう髪かみ飾かざりとか、探そうよ！

クロヴィス：えー。もっとかっこいいお店とかねぇの？　オレこういう店苦手だわー。

シェフィル：今日はミラちゃんのためなんだから、我が慢まんしなさい（笑）。

ＧＭ：というわけで、アクセサリーショップにやって来た。ミラはあちこち歩き回って、「うわぁ、綺き麗れい……！」と目をきらきらさせて喜んでいるね。

カナデ：喜んでもらってよかったです～。

クロヴィス：お、男用のブランドアクセも売ってんのか。これぜんぶ買うかなー。

ＧＭ：じゃあ、そういうことにしよう（笑）。ミラは隣からその値ね段だんを見て言う。「高いですよ、それ。ひとつ一〇〇Ｇもしますよ」

クロヴィス：そうだよ、たった一〇〇Ｇなんだぜ？　いけるって！

シェフィル：え？　それは安いね！

ＧＭ：「えっ、や、安い？」と、ミラはぽかんとして言う。

クロヴィス：なんてったって、オレたち、クラン＝ベル最強のチャンピオンだからな！

ＧＭ：彼女は「そっか。また差をつけられちゃったね」と、少し寂さびしそうに笑う。

シェフィル：う……なんか、ちょっと悲しい……。

イリス：そ、そんなことないですよ。ミラもすぐに追いつきます。

シェフィル：もうっ、クロちゃん、空気読んで！

クロヴィス：な、なんか、ごめん（笑）。

ＧＭ：「ううん、大丈夫。……そうだ！　私もなんか買おうっと」と笑って、商品を見るんだが、値段を見、お財さい布ふを開けてため息をつく。覗のぞくと、お財布には三〇Ｇしか入ってない。

シェフィル：クロちゃん。ブランド物じゃなくて、ミラちゃんになんか買ってあげなよ。

クロヴィス：おう、任せな！　ミラに似合う、オレ的にかっこいい奴を選んでやるからな。

ＧＭ：「え、いいの？」と、彼女はちょっとうれしそうに言うよ。

クロヴィス：もちろんだ！　えーと……これこれ！




　クロヴィスが自信満々に差し出したもの。

　それは、やたらリアルでグロテスクな、銀の髑髏されこうべのブローチだった。




クロヴィス：（超得意げに）これ、絶ぜつ対たいミラに似合うって！

シェフィル：うわぁ～……く、クロちゃん……（笑）。

カナデ：えぇ～……（笑）。

イリス：さすがにそれは……（笑）。

ＧＭ：すると彼女は、「わあ、うれしいな」と心の底からの笑顔で言う（笑）。

クロヴィス：どうよどうよ？　これ、超ちよういかさねぇ？　クールだよな？

カナデ：あ～、え～と、いや～、あの～……ミラには、似に合あわないんじゃないかと……。

シェフィル：でもほら、女の子のだし……ね？（笑）

イリス：カナデに決めてもらった方がいいと思うのですが……（笑）。

クロヴィス：女の子にも似合うやつだって！　これかっこいいよな、ミラ？

ＧＭ：「うんっ、とっても素す敵てきだよ」とにこにこしている。あまり人からプレゼントをされたことがないから、本当に、なにをもらってもうれしいんだと思う。

シェフィル：そっか……。

ＧＭ：ミラはクロヴィスの手を取って、「ありがとう、クロさん」と笑顔で言う。

クロヴィス：え、あ、ああ……おう……（←照れているらしい）。……あ、そうだ！　オレたちひとり一個こずつ、ミラにプレゼント買えばいいんじゃねぇか？

イリス：それはいいアイディアですね。

カナデ：では、ここも含ふくめた近くのお店を回って、ミラへの贈おくり物ものを探さがしましょう！

ＧＭ：なかなか心温まる話じゃないか。では、しばらく店の中をうろつき、キミたちはミラへ贈おくるプレゼントを探すわけだな。

シェフィル：えへへ、これ、ミラちゃん絶対によろこぶよ～。

ＧＭ：お？　シェフィルはなんにするつもりだ？

シェフィル：はいっ、遮しや光こう器き土ど偶ぐうの人形をあげます！（笑）

ＧＭ：ちょっと待て！　土偶ってなにっ!?（笑）

シェフィル：大きさは一ひと抱かかえぐらいある、おっきいのがいいな！　一緒に寝ねられるよ！

ＧＭ：そういう問題じゃね───っ!?（一同爆笑）

カナデ：こ、考古学的にはなにか意味があるのかもしれませんけど……！（笑）

シェフィル：ほらほら、かわいいよね？

ＧＭ：だがしかし、ミラは大喜びしてしまう！（笑）「わぁ、本当だ！　かわいい～」（笑）

シェフィル：でしょでしょ～？（笑）

クロヴィス：イリスはなんにしたんだ？

イリス：私は……ブブゼラに似にた楽器をあげることにしましょうか。

シェフィル：なんでブブゼラっ!?

イリス：ええ、ミラは音楽が好きなようですから、楽器も好きなのではないかと思いまして。

ＧＭ：「ありがとうございます！」と、ミラは喜んで吹ふいてみる。ぱらぱぱぱー♪（笑）

シェフィル：すごーい！

イリス：ブブゼラでメロディを奏かなでられるなんて！

ＧＭ：ミラは照れ笑いしながら、言う。「呼こ吸きゆう法ほうにコツがあるんです」

クロヴィス：お前は波は紋もん使いか！（笑）

ＧＭ：「イリスさん、ありがとうございます。時々練習しますね！」

イリス：気に入っていただけたのなら、私もうれしいですよ。

ＧＭ：そして最後はカナデ、キミだ。

シェフィル：さあ、カナちゃん来た……っ！（わくわく）

カナデ：カナデはイヤリングを買いますよ。ミラは淡あわい青の服を着ていますから、濃こい青の石が使われた、あまり派は手ですぎないものにします。

ＧＭ：お……おお……！

カナデ：ど、どうしました？（笑）

ＧＭ：髑髏や土偶やブブゼラの中、燦さん然ぜんと輝かがやく女子力の高さ……!!　すばらしい!!（笑）

シェフィル：さすがカナちゃん！　かわいいの選んだね！（笑）

カナデ：うふふ♪　はい、どうぞ。

ＧＭ：「わぁ、綺麗……！　ありがとうございます！」と言って、ミラはみんなからもらったものを次々とつけていくよ。

イリス：ブブゼラをどうやって……（笑）。

ＧＭ：ベルトで腰こしに提さげるよ！（笑）

クロヴィス：うんうん、オレのブローチ、よく似合うぜ。

カナデ：これぐらいシンプルだったら、寮りようでも邪じや魔まになりませんね。

シェフィル：これなら、ベッドで抱だっこして眠ねむれるよ！（笑）

イリス：寂さびしい時に吹いてみるといいかもしれません（笑）。

ＧＭ：みんなからの贈り物に、ミラは心の底から喜んでいるよ。その笑顔は本当にうれしそうで、おそらく今までで一番楽しくて幸せなんじゃないか、と思えるほどだ。

シェフィル：変なフラグ立てないで……（笑）。

ＧＭ：と、ここでミラが「ちょっと待ってて」と、貰もらった物を大事にしまい、近くの小物屋さんに入る。

シェフィル：どうしたんだろ？

ＧＭ：で、少し待つと、なにかを持って出てくるね。握にぎられているのは、一個一Ｇくらいの安い腕うで輪わだ。色とりどりの紐ひもで編あまれたもので、数は四つ。それぞれ色ちがいになっている。

カナデ：あ、ミサンガですね。

ＧＭ：そうそう、あんな感じ。「えっと、これがクロさん、こっちがイリスさん」

イリス：ありがとう。

クロヴィス：おう、ありがとな。

ＧＭ：「これがカナデちゃんで……これがシェフィル」

カナデ：素す敵てきですね～、ありがとうございます～。

ＧＭ：「願いが叶かなった時に切れるんだって。私、みんなの願いが叶かなうように祈いのってるから……こんなものしか返せないけど。ごめんね」

カナデ：ううん。その気持ちだけでうれしいですよ。

シェフィル：ありがとう、ミラちゃん。すっごくうれしい！

ＧＭ：「私もうれしい。素敵なもの、たくさんもらって……」と、彼女は贈り物をぎゅっと抱だきしめて、笑う。その笑顔の中で……っておい、マジで死にそうなんだけど……（笑）。

一同：自分でやっておいて！（笑）




　ごもっとも。




ＧＭ：さて、そうこうしているうちに、時間はいつしか夕ゆう刻こくに差しかかる。

シェフィル：そろそろ帰った方がいいね。

カナデ：そうですね～。

ＧＭ：ディアスロンドの白い街まち並なみに夕日が差さし込こみ、白はく亜あの街並みが、美しいオレンジ色に染そめ上あげられていく。それは、息を呑のむほどに美しい光景だ。

シェフィル：わぁ……綺麗……！

イリス：ええ。本当に、美しいですね。

クロヴィス：いい眺めだなぁ。

カナデ：こんなに綺麗な光景が見られて、カナデたちも幸せですね。

ＧＭ：ミラもその光景をしばらく見つめていたが、やがてキミたちに向き直る。「神殿に戻もどる前に、なんかご飯でも食べて行きませんか？」

シェフィル：あれ？　さっき「おなかいっぱい」って言ってなかった？（笑）

ＧＭ：「えへへ、パフェは別べつ腹ばらなんです」と、彼女は子供のように笑う。

カナデ：先にパフェ食べて、別腹はどうかと思いますが（笑）。それじゃあ、神殿の近くのお店をチョイスしましょう。

クロヴィス：良心的な価か格かくのところにしようぜ。

カナデ：ほら、ここなんかよさそうですよ。と、本を見ながら……。

ＧＭ：「あ、そこなら、私のお小遣いでも出せるかな」

カナデ：これから勉強をがんばらなくちゃいけないんだから、今日はみんなで出しますよ。

クロヴィス：オレたちは腕うでっ節ぷしで稼かせぐから、お前はその分勉強して偉えらくなって、オレたちにおいしい仕事を回してくれよ（笑）。

ＧＭ：「がんばります」と、彼女は笑顔で答え、もらったものを腕いっぱいに抱かかえて、馬に揺ゆられている。キミたちのやり取りを、楽しそうに聞きながら……ね。やがて店の前に到着し、キミたちは店の中に入るわけだ。さて、最初に店に入るのは？

イリス：では、私が先に入りましょうか。

ＧＭ：「いらっしゃいませ。四名様ですか？」

イリス：いえ、五人です。

クロヴィス：オレはしんがりだから、まだ店の外にいるぜ。

ＧＭ：ミラはプレゼントを大事そうに抱えて、他の三人のあとに続く。

クロヴィス：オレは周囲に敵てき影えいがないのを確かく認にんしてから、ミラの後ろについて入る。

ＧＭ：そうすると、ミラが入口の方に立っている。他の三人は、店員にどこの席が空いているのか、どこが一番いい場所か、一緒に確認していると思ってくれ。そしてミラは、席を決めている三人をとても幸せそうに眺めているよ。

クロヴィス：あれ？　ミラ、入らねぇのか？

ＧＭ：「あの席がいい」「こっちの席がいい」という三人の会話を背はい景けいに、ミラはクロヴィスを見て、にこりと笑う。「クロさん。あたし、すごい幸せかもしれないです」

クロヴィス：そうか、そいつはうれしいや。オレたちも、お前と一緒に飯食えて幸せだぜー。

ＧＭ：その言葉に、ミラはまた、心底うれしそうな顔をする。「本当に今日は、今までで一番楽しい日───」

クロヴィス：ははは、これから楽しい日なんていくらでも来るさ。肩かたにぽんと手を置くぜ。

ＧＭ：おっと。では、こんな描びよう写しやを挟はさもうか───。




　だが、クロヴィスの手は、彼女の華きや奢しやな肩に触ふれることはできなかった。

　長い髪かみをなびかせ、ミラの細い身体が、店の床ゆかへと崩くずれ落おちる。

　彼女が大事に抱えていたプレゼントは、その腕から零こぼれ落おちて床へと散らばった。
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クロヴィス：み……ミラ!?　おい、大丈夫か!?　しっかりしろよ!!

カナデ：どっ、どうしたんですか!?

クロヴィス：わかんねぇ、ミラが……!!

ＧＭ：キミたちが振ふり返かえると、苦しげに息をつき、その場に昏こん倒とうしているミラの姿すがたがある。

シェフィル：ミラちゃんっ!?

イリス：ミラっ！　大丈夫ですか!?　駆かけ寄よってみます！

ＧＭ：だが、ミラには意い識しきがないらしく、声に反はん応のうしない。

クロヴィス：すぐ馬に乗せて帰るぞ！

シェフィル：う、うん！

ＧＭ：ではその前に、ちょっと【感知】で判定してもらおうかな。難易度は10だ。

クロヴィス：それなら楽勝だ！（ダイスを振る）ほいよ、16。

ＧＭ：うおっ、高いな。さすがシーフだ。

カナデ：（ダイスを振る）６、13で成功ですっ。

シェフィル：（ダイスを振る）わたしも13！

イリス：（ダイスを振る）うわ、低い!?　７しかない、私は気づきません。

シェフィル：イリスは一いつ生しよう懸けん命めい治そうと必死だから、しょうがないよ。

ＧＭ：では、残る三人はあることに気づく。村にいた時の彼女は、オフショルダーのローブを着ていたよね。で、今は学生用の、首まで覆おおわれるケープをつけている。

カナデ：首まで、って……まるでなにかを隠しているみたいですが……まさか……。

シェフィル：もしかして……。

ＧＭ：そして、倒たおれた弾はずみでずれたケープから覗く首くび筋すじに、禍まが々まがしい蒼の光が見える。

シェフィル：えっ!?　こ、これ……!!

クロヴィス：お、おい、いったいなんなんだよ？

カナデ：やっぱり……これは……ＧＭ、ケープはめくれますか？

ＧＭ：いや、難むずかしいね。ミラは苦しさを紛まぎらわせようと、無む意い識しきにケープを握にぎり締しめて、身体を丸めている。外すのは苦労しそうだ。

シェフィル：カナちゃん、急いでガーベラさんのところに運ばなくちゃ！

カナデ：……仕方がないです、そうしましょう。

クロヴィス：イリス、神殿に戻るぞ！

イリス：わ、わかりました！　私の馬に乗せましょう！

ＧＭ：では、四人が倒れたミラを抱え、神殿まで馬を飛ばしたところでシーンを終了しよう。







◆Middle13◆薔薇の呪のろい




　突然倒れたミラを抱え、シェフィルたちは慌あわてて神殿へと駆かけ戻もどった。

　その様子を見た神官たちは驚おどろき、困こん惑わくする。

　ミラになにが起こったのか……それは、シェフィルにとってすぐに理解できることだった。




ＧＭ：次のシーンにいこうか。場所はディアスロンドの中央の大聖堂。慌あわただしい雰ふん囲い気きの中、意識を失ったミラが運はこび込こまれていく。キミたちはそこに随ずい伴はんしている、という状態だ。

シェフィル：ミラちゃん……。

カナデ：だ、大丈夫でしょうか……。

クロヴィス：こんな時に、ゼロはまだ寝てんのかよ？

ＧＭ：うん、まだ昏倒して寝てるね（笑）。

シェフィル：もうっ、ミラちゃんが大変な時に寝てるなんて……！

イリス：ええ。さすがに少し寝ねすぎなのでは？

カナデ：そ、そうですね……（目をそらす）。

ＧＭ：さて、ミラはすぐに治ち療りよう室しつに連れていかれ、寝ねかされる。そして、ミラの周りに神官たちが集まってくる。キミたちは、そこからちょっと外れた場所にいると思ってくれ。

シェフィル：なんか話しているんですか？

ＧＭ：そうだね。具体的にはわからないが、「いったいこれはなにが起こっている」「どういうことだ」「駄目だ、進行が止まらない」「ガーベラ様を呼よべ！」という声が聞こえてくる。

シェフィル：進行……？

イリス：どういう意味でしょうか？

カナデ：（少し考えてから、挙手）あのぅ、ミラのことは三人に任せて、カナデは先にガーベラさんのところへ行きたいのですが。

ＧＭ：お、なるほど、了解だ。

シェフィル：カナちゃん、どこに行くの？

カナデ：ガーベラさんに、お話を伺うかがってきます。ミラを頼たのみましたよ。

イリス：ええ、わかりました。

クロヴィス：おう、任せとけ！

ＧＭ：では、カナデはひとり、執務室に急ぐ。ノックをすると、一拍ぱく置いて「どうぞ」と返事がある。

カナデ：急いで中に入ります。

ＧＭ：「あら、カナデさん。どうしたんですか？」

カナデ：ガーベラさん、お話があります。

ＧＭ：「それは今すぐに必要なこと？」

カナデ：今すぐに、必要なことです。

ＧＭ：ガーベラは、「では手短に」と言って、仕事をしていた手を止めた。

カナデ：経けい緯いをかいつまんで話します。ミラが急に倒れて、首筋に〝薔薇の刻印〟らしきものが見えました。ミラは……〝薔薇の巫女〟ですね？

ＧＭ：すると、彼女が眉まゆを跳はね上あげ、「やはりそうですか」と小さく言う。実はガーベラも、今までは確証を得ていなかったから、ここでようやく確かく信しんを持ったんだね。

カナデ：症しよう状じようについては、実じつ際さい見てもらった方が早いと思います。

ＧＭ：「わかりました。どのような状態なのか、歩きながら説明してください」と言って、彼女は立ち上がり、ミラの治療室へと向かう。

カナデ：意識を失って倒れています。今、他の神官さんたちが看てくださっていますが……。

ＧＭ：すると、彼女はかなり驚おどろいた顔をする。「意識がない？　馬鹿な、早すぎる……！」

カナデ：あの、どういうことですか？

ＧＭ：「……ごめんなさい。確信を持てるまでは、話せません」

カナデ：そう、ですか……。

ＧＭ：「……しかし、おかしい。発動は三六五日後、それが呪いのルールだったはず……」

カナデ：グランジさんから、その話は聞いてます。

ＧＭ：「呪いが極きよく限げんに近づいても、緊きん急きゆうに発はつ現げんしてからすぐに倒たおれることなど、ないはずなのですが」と、彼女は首をかしげる。

カナデ：なるほど。ガーベラさんは、本当に知らなかったんですね。

ＧＭ：うん。おそらく、ミラは隠していたんだろうね。

カナデ：ここに来る前に、すでに〝薔薇の巫女〟に覚かく醒せいしてたっていう可能性は？

ＧＭ：「可能性はあります。症しよう例れいを見ないと、なんとも言えないことですが」

クロヴィス：あの村、〝刻印〟二個とカラドボルグがあったんだよな。

イリス：そう考えると、すごい村だったんですね。

ＧＭ：「ロイドさんはおそらく、これを知っていたんでしょうね……」と、彼女は苦々しげにつぶやく。

カナデ：とにかく、こちらです。

ＧＭ：一方、ミラはうなされたまま、キミたちの名前を呼よんでいる。「シェフィル……どこ……？　クロさん……カナデちゃん……イリスさん……、……ゼロ……」

シェフィル：ミラちゃん……。

イリス：なにもできないことが歯がゆいですね……。

クロヴィス：……。

ＧＭ：と、そこでカナデとガーベラが部屋に飛とび込こんでくるよ。

カナデ：ガーベラさんを連れてきました！

ＧＭ：ガーベラは、ミラの様子を見て血相を変え、「どいてっ！」と周囲の神官を押おしのける。それから焦った様子でミラの襟えり元もとを引っぱる。

カナデ：やっぱり、なにかあるんですね？

ＧＭ：うん。今度はシェフィルたちにもはっきりとわかる。隠かくされていた場所に、〝薔薇の刻印〟が明めい滅めつしているよ。

クロヴィス：シェフィルの〝刻印〟も、そうなったことってあるのか？

ＧＭ：いや、まったくない。

シェフィル：じゃあ、これはなに……!?

ＧＭ：ガーベラはミラのケープを取とり払はらうと、「こ、これは……！」と言葉を失う。




　淡い光を放つ〝刻印〟から伸のびるのは、薔薇のつるにも似た紋もん様ようであった。

　それらは、まるでミラの華奢な身体を拘こう束そくするかのように彼女の皮ひ膚ふを這はい回まわり、〝刻印〟の明滅と合わせて不気味に脈打っていた。




イリス：薔薇の……つる!?

ＧＭ：「馬鹿な、あまりにも早すぎる……！　三六五日のルールがあったはずなのに……！」と彼女はつぶやき、手を当ててなにかを探さぐるようなしぐさをする。

シェフィル：もしかして、それって……刻印の、呪い？

ＧＭ：ガーベラは答えないが、「たぶん、あと六〇日……」と、誰にともなくつぶやく。

一同：短っ!?

シェフィル：そんな、ミラちゃんは助けられないの!?

クロヴィス：お、おい、対たい抗こう策さくは!?　教えろよっ!!

ＧＭ：では、ガーベラはキミたちを見て、静かに説明を始める。「……繰くり返かえしになりますが、〝薔薇の刻印〟の呪いは、ふたりの〝巫女〟に〝刻印〟が発現してより三六五日後に作動します」

クロヴィス：でも、ミラのはもう、六分の一になってるよな？

ＧＭ：「ええ。本来、〝巫女〟がふたりになった瞬間から、呪いは発動します。白と黒の〝刻印〟が同時に発動したのであれば、ミラさんもその時からルールに囚とらわれるはず。しかし……」

カナデ：もう、あと六○日しかない……ということは、ミラは白と黒の〝巫女〟が現われる前から、呪いが発動していたということですか!?

ＧＭ：「ええ……推測ですが、そうではないかと思います」

イリス：そして、ミラは〝刻印〟の発現に気づいていなかった……？

ＧＭ：「おそらく……」ガーベラはひとつ、うなずく。実は、ファンブックでミラがカラドボルグを開かい封ふうできたのは、〝巫女〟だったミラ自身が願ったから、という設せつ定ていなんだ。

カナデ：でも、ミラは自分が〝巫女〟になった、という自覚がなかったんですね。

クロヴィス：なあ、〝巫女〟って、全員が同時期にいっせいに覚醒するわけじゃないのか？

ＧＭ：「いえ、どうやら、覚醒には差があるようです」

カナデ：〝巫女〟がふたりになった時点から、呪いは発動する……そして、ミラはずっと以前から、〝刻印〟の呪いが作動していた。

シェフィル：それって……〝巫女〟は、わたしとプリムちゃん、ミラちゃん以外にも、あとひとりいるってことだよね……？

ＧＭ：「その可能性があります」

シェフィル：わたしたちより前に、別の〝巫女〟が覚醒して、ミラちゃんはその時点で呪いがスタートしちゃったんだ……。

イリス：つまり、もともとミラは〝巫女〟で、ひとり増ふえたからこうなったか、その逆ぎやくかだな。

ＧＭ：うん、残り六〇日なら、ミラの呪いが発現したのは三〇五日前だと推測はできる。

クロヴィス：シェフィルに〝刻印〟がついてから、ディアスロンドに来るまで何日経たってる？

ＧＭ：四五日と考えてくれていいよ。

クロヴィス：ってことは、シェフィルは三六五から四五を引いて、残り三二〇日。でも、シェフィルが刻印を刻まれた時、すでにミラに残された時間はあと一〇五日くらいだった、ってわけか……。

イリス：ミラ以外にも、今同じような状態になってる〝巫女〟がいる可能性がありますね。

クロヴィス：残り六〇日で倒れちまうのか。放っておきゃ、シェフィルもあと二六〇日したら……。

シェフィル：これじゃあ、武ぶ具ぐを探してきても、殺し合いになっちゃう……。

ＧＭ：「ですが、おかしな点があります。三一五日前に発現したなら、こんなに長期間、誰にも気づかれずに隠かくし通とおせるわけがありません。よほど高位の魔ま術じゆつを用いなければ……」

カナデ：（少し考えて）もしかして……ロイドさん、ですか？

ＧＭ：キミは本当に、おいしいところを持っていくなあ（笑）。

カナデ：うふふ、さんぼーですから（笑）。

シェフィル：……うん、わたしもロイドさんだと思う。

クロヴィス：じゃあ、なにか？　〝刻印〟が発現してからロイドがそれを隠していたってことか？　信じられねぇ、ぶっ殺してやる!!

ＧＭ：相変わらずぶちきれるの早いな（笑）。「とにかく今は、少しでも呪いの進行を抑おさえなければなりません。集中治療室へミラさんを運びましょう」

シェフィル：はいっ！

ＧＭ：そしてミラは、より精せい度どの高い治療を行なうための治療室へ運ばれる。癒いやしの魔ま法ほう陣じんが描えがかれたそこで、神官たちが待っている。

クロヴィス：（神官になって）「ぬおおおお!!」

カナデ：せ、生命エネルギーを注入している（笑）。

ＧＭ：そして神官は「うわ、ダメだー」と、干ほしワカメになっていく（笑）。

クロヴィス：交代ぐらいしろよ!?（笑）

イリス：エネルギーぜんぶ注そそぎ込こむ必要ないでしょ！（笑）

ＧＭ：それもそうだ（笑）。ちゃんと交代しながら、ミラの呪いの進行を全力で抑えている。

シェフィル：……大丈夫かな……大丈夫だと、いいな……。

ＧＭ：神官のひとりが、わざとらしく「ガーベラ様、今の状じよう況きようでは……」と声をかけるが、ガーベラは「最悪の事じ態たいまではもう少し時間がある。ちゃんと話し合いましょう」と制せいする。

クロヴィス：またか。いったいなんなんだ？

ＧＭ：さっきのマスターシーンで、白黒どちらを残すか話してたでしょ？　でも、三人目が現われた上に時間もない。だから神殿としては、判断を上に仰あおがなきゃいけなくなったわけだ。

カナデ：その言葉に不安を感じて、ガーベラさんを見ています。

ＧＭ：ガーベラはキミたち四人を見て、頭を下げる。「ごめんなさい。くわしいことは、またあとでお話しします。今は部屋で待機しててもらえますか？」

カナデ：そうですね。今のカナデたちじゃ、なにもできませんから……。

シェフィル：……わかりました。

クロヴィス：でも、オレたちにできることがあったら、なんでも言ってくれ。

ＧＭ：「もちろんです」とうなずくガーベラの奥おく、苦しむミラがポツリと「ゼロ……」とつぶやく。そんなところで、小さなマスターシーンを挟もう。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：場所は神殿内部にあるゼロの部屋。ベッドに横たわるゼロもまた、うなされている。

シェフィル：お茶がそんなにまずかったのかな？（笑）

ＧＭ：どちらかというと、彼の見ている夢が問題だ。彼は今、こんな夢を見ている──……。




　膝ひざをつき、血が流れてもなお背せ中なかにかばうのは、命をささげると誓ちかった主、蒼い薔薇の〝刻印〟を持った少女。

　対たい峙じするのは、黒き翼を持つ〝巫女〟の守護騎士。彼のそばには、黒い薔薇の〝刻印〟を持つ、薔薇の巫女が寄より添そっている。

　力の差を見せつけられ、叩たたきのめされた身体はもう、思い通りに動かない。

　騎士は歩む。主を、蒼薔薇の〝巫女〟を殺すために。

「やめろ！　こいつはオレが守る……そう、誓ったんだ……!!」

　悲ひ痛つうな叫さけびも、願いも、騎士の歩みを止めるにはいたらない。無む情じようにも穂ほ先さきでなぎ払はらわれ、そのまま地面にたたきつけられる。

　鋭するどい槍やりの穂先が、主へ向けられる。制せい止しの声は、届とどかない。そして刺さし貫つらぬかれた細い身体は、引ひき抜ぬかれると同時に力なく大地へ崩くずれ落おちた。

「無様だな」

　目の前の騎士は、彼を見下ろし冷笑する。

「自分の〝巫女〟も守れないなんて」

　哄こう笑しようが、荒こう野やにこだまする。

　彼は己おのれの無力さを嘆なげき───憎にくしみに慟どう哭こくした。




ＧＭ：……と、ここでゼロは目を覚ます。

クロヴィス：イリス、めちゃくちゃ邪じや悪あくだな。

イリス：やはり私の悪夢に出てきた騎士はゼロで、蒼薔薇の〝巫女〟はミラの前世かなにか……？

ＧＭ：ゼロはなにかを察知したように、「ミラ……！」と叫び、立ち上がって周囲を見回す。それでなにかを察知したんだろう、自分の剣けんを握り締め、部屋から出る。

シェフィル：これ、いやな予感しかしないんだけど……（笑）。

カナデ：ですね……。

ＧＭ：ゼロが荒あら々あらしく扉を閉しめたところで、マスターシーンは終了する。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さて、場面は再ふたたびキミたちに戻もどってくる。場所は移い動どうし、キミたちの泊とまる広い部屋。キミたちは不安を感じながらも、部屋で待機しているところだ。

カナデ：個人的には、治療室の前で待っていたいです……。

シェフィル：わたしも！

イリス：私もです。一緒に待っていましょう。

クロヴィス：オレも同じ気持ちだ。なにができるってわけじゃねぇけど……。

ＧＭ：了解。では場所はあらためて、ガラス張ばりにされた集中治療室の前。時間は容赦なく進み、深夜に。キミたちは、止まる様子を見せない呪いの進行に、不安を募つのらせている。

一同：……。

クロヴィス：なあ、カナデ。なんかできることねぇのかよ。魔ま術じゆつ士しだろ、お前。

カナデ：（暗い顔で）できることがあれば、やってます。

クロヴィス：だ、だよな。ごめんな、そんなこと言っても、無茶だよな……。

カナデ：いえ、その……ごめんなさい。

一同：…………。

クロヴィス：……なあ、イリス。お前、なんかできることねぇのかよ。

イリス：申もうし訳わけありません。私は未み熟じゆくなので……。

クロヴィス：だよな、ごめんな。いきなり無理なこと言って……。

一同：………………。

ＧＭ：重い空気が四人の間に流れる中、「様子はどうですか」と、神官がひとりやって来る。

シェフィル：もしかして……ブウさん？

ＧＭ：そのとおり。彼はお盆ぼんに、ポットとカップを載せてきているよ。

クロヴィス：ちょうど疲れてたんだ。もらうぜ。

シェフィル：もらうんだ……（笑）。

イリス：さっき倒れてるの見てるのになぁ（笑）。

クロヴィス：オレはうまいお茶だと思ってるからな（笑）。

ＧＭ：「それで、彼女の様子はいかがでしょうか？」

カナデ：いえ……まだなにも、状況は変わってないみたいです。

ＧＭ：「そうですか」と、残念そうな表情をしたあと、なにか言いたげにキミたちを見る。

クロヴィス：どうした、おっさん。

ＧＭ：「現げん在ざい上層部で緊急会議が開かれていますが……キミたちはつらい決けつ断だんを迫せまられる可能性があります。会議の内ない容ように耐たえきれなくなって、キミたちの様子を見に来たのですよ」

シェフィル：つらい決断……？

クロヴィス：おい、そこまで言ったからには、ぜんぶ教えてくれるんだろ？

ＧＭ：「聞くと後こう悔かいするかもしれませんよ？」

イリス：それでも、聞かせてください。

ＧＭ：彼はしばらく悩なやんだあと、「……そうですね。素す直なおに話しましょう」とつぶやく。

カナデ：お願いします。

ＧＭ：「現在、神殿の上層部では、三〇〇日後に判断することになったはずの、〝薔薇の刻印〟の継けい承しよう者しやの間引きを協議中なのです」

シェフィル：間引きって……！

カナデ：そんな、草を引ひき抜ぬくような言い方をしないでください!!

ＧＭ：「す、すみません。ですが恐おそろしいことに、彼らは本当にそう言っているのですよ……しかし、わしは、キミたちと同じ意見ですよ」

イリス：……それならば、いいのです。

ＧＭ：「神殿上層部は、すべての〝巫女〟を失うわけにはいかない、と考えているようです。しかし、ディアスロンドが最初に目をかけたのはミラさんですから、もし彼女を残したいと考えたならば、おそらく間引きされるのは、白の〝刻印〟と黒の〝刻印〟の継承者でしょうな」

クロヴィス：……ま、そう考えるよな。チッ、だからオレは神殿を信じられないんだ。

ＧＭ：「……現在、白の〝巫女〟と黒の〝巫女〟、どちらを殺すかという話し合いになっております。わしは聞くに耐え切れず、こうして出てきたというわけです」

シェフィル：わたしか、プリちゃんを……。

ＧＭ：「現在ガーベラ様が交こう渉しようしてくださっていますが……最悪の事態を避さけたいという、神殿上層部の気持ちも、理解はできます」

イリス：素直に言ってくれて、ありがとうございます。

ＧＭ：「いえ、そういう現げん実じつは、自分の力で受け止める方がいいかと思いまして……お茶はいかがですか？」

シェフィル：結構です（きっぱり）。

ＧＭ：ブウはしょんぼりした（笑）。

カナデ：なんでそんなにお茶飲ませたいんですか！　あやしいですよ！（笑）

クロヴィス：オレ、逆にこいつがいい奴に思えてきた（笑）。

ＧＭ：お茶のポットをお盆に戻もどし、「……さて、ここからは、わしの独ひとり言ごとになります」と、彼はぽつりとつぶやく。

シェフィル：……？

ＧＭ：「わしは、〝刻印〟を持つ者が間引きされるなど、神の道に反していると正直に思う」

クロヴィス：なるほど、人を間引きする、って考え方はしたくないってか。同意見だぜ。

ＧＭ：「少なくとも数十日、時間が残されている以上、最後まであがくべきであると、わしも思うのだよ」

イリス：……ええ、そうですね。

ＧＭ：「たしかに、これから武具を集めて開封するには、時間が足らないかもしれない。だが、運命を自分の手で開くのは、〝刻印〟を打たれた者の意い志しで、為されるべきではないだろうか？」

カナデ：……カナデも、そう思います。

ＧＭ：「そうそう、そういえば、ガーベラ様は先日、『ウィガールは白の〝巫女〟が持っている』とおっしゃっていたが、わしの記憶が正しければ、未み開かい封ふう状態の武具が、神殿の地下倉庫に格かく納のうされているはずだなぁ」

一同：えっ!?

シェフィル：未開封の武具があるの!?

ＧＭ：「もちろん、〝巫女〟がおらぬため、開封できずに置いてあるがな……」

カナデ：ミラが〝巫女〟だとは知らなかったから、開封できないんですね。

クロヴィス：マジかよ、おっさん。だったら……どうなるんだ？

ＧＭ：「わしは独り言を言ってるだけだよ」

カナデ：これで、武具の所しよ在ざいが三つ、わかりましたね。

シェフィル：カラドボルグはここにあって、ウィガールとアガートラームは白の〝巫女〟さんが持ってて……神殿の地下に、未開封状態の武具があるんだね。

カナデ：なんで知ってるんですか？（笑）

ＧＭ：「あくまでも噂だよ、噂」

イリス：すごい情報機関をお持ちですね……（笑）。

クロヴィス：じゃあ、あとひとつはどこにあるんだよ？

ＧＭ：「残るひとつの所在は、いずれ判はん明めいするだろう。それがいつかは、わしにもわからん。だが、このままここにとどまれば……確かく実じつに神殿の手により間引かれることになるだろう」

カナデ：……やっぱり「間引く」って言い方、好きになれません。

クロヴィス：おう、んで結局……？

シェフィル：この神殿の地下に、カラドボルグとは別に、もうひとつ〝薔薇の武具〟がある……それは、まちがいないんだよね。

ＧＭ：「その事実をどう考えるかは、キミらしだいだな……」

シェフィル：……武具を集めれば、確実にひとり、助かるんだよね？

ＧＭ：うむ、そのとおりだ。

クロヴィス：たしかに、武具をそろえりゃ、その時点でミラの一抜ぬけは可能だな。

イリス：ええ。ミラを守るためには、武具を集めて彼女の時じ限げん爆ばく弾だんを止めるしかありません。

クロヴィス：ミラを一抜けさせたら、今度はシェフィルの呪いを解かねぇと。

カナデ：幸い、シェフィルと白の〝巫女〟さんは、あと三二〇日猶ゆう予よがあります。その間に、散った武具をもう一度探さがすなり、別の方法を探すなりできるでしょう。

クロヴィス：要するにだ、あと一個武具を見つけりゃいいってことだな。

ＧＭ：「たとえその次の周回が間に合わなくても、彼女らは考えて決めることができる。少なくとも、神殿の人間が決めることじゃないと、わしは思っているがね」

クロヴィス：探せって言うんだったら、いくらでも探してやるよ。

イリス：急ぎましょう！

ＧＭ：「だが、気をつけた方がいい。おそらく今、神殿の上層部が動いている。彼女らを……正せい確かくにはシェフィルくんを、押おさえるためにな」

シェフィル：えっ！　もう!?

クロヴィス：となると、長なが居いは無用ってわけだな。

ＧＭ：「動くのは、今しかないぞ」

イリス：しかし、今外に出れば、命を狙われる可能性も高くなるのでは？

ＧＭ：「あくまでも可能性だ。神殿がそんなことをするわけがない」と言いつつ、彼はハンカチを取り出して汗あせを拭ふく。その時……ちゃりん。

一同：ちゃりん？

ＧＭ：「おっと、地下倉庫の鍵かぎが落ちちゃったぞ」（一同大爆笑）

カナデ：わかりやすい！（笑）

イリス：まずは倉庫に行け、ということですね（笑）。

ＧＭ：「うーむ、わしは鍵をポケットには入れていなかった。たぶん気のせいだろう」

シェフィル：鍵を貸かしてくれるみたい（笑）。

クロヴィス：おっさん、感かん謝しやするぜ！

ＧＭ：「わしはなにもしていない」

クロヴィス：おっと、それもそうだな。んじゃ、さっさと地下行って、もらえるモンもらってとんずらしようぜ！

シェフィル：さぁ、誰か来る前に、行こうっ！

ＧＭ：「では、これを。きっとお役に立ちましょう」と、ポットに入ったお茶を差し出す。

カナデ：カナデたちが飲む用……ではなさそうですね。

シェフィル：あの、これは……？

ＧＭ：「地下倉庫は、警戒が厳げん重じゆうですからな」

イリス：なるほど、これで門番を眠ねむらせる、ってことですか（笑）。

ＧＭ：「わざとまずいブレンドにしてありますので、問題はございませんぞ」

シェフィル：ありがとうございます！

クロヴィス：おっさん、あんたのこと疑うたがってて、すまなかったな。

ＧＭ：「いやいや、お気になさらず」

クロヴィス：それでな、ひとつ考えたんだが……あんた、殴なぐられて脅おどされたとか、そういうことにしておいた方がよくねぇか？

ＧＭ：「なるほど！　たしかに、わしが神殿から裏うら切ぎり者ものと思われるよりは、内部に残ってキミたちを支し援えんした方がよいかもしれませんな」

クロヴィス：そうそう。そういうことだ。

ＧＭ：「ならば答えは決まっています！　さあ、どんと来い！」（笑）

クロヴィス：オッケー！　歯ぁ食いしばれ！　ばしっ!!（笑）

ＧＭ：「おふぅ!?　ま、まだまだ！」

シェフィル：ビリビリビリッ。

ＧＭ：なんだその音は。

シェフィル：服を破やぶったの（一同爆笑）。

ＧＭ：なんでだよ!?（笑）

シェフィル：こうすれば、強ごう盗とうに襲われたってわかるでしょ？（笑）

ＧＭ：「しくしく、もうお嫁よめに行けない……」（笑）

カナデ：ボッコボコにして、ロープで簀す巻まきにして、倉庫に放ほうり込こんでおきましょうか。

クロヴィス：さらに茶を飲ませておこう。

ＧＭ：「うおー！　うまいぞー！」（笑）

イリス：自じ画が自じ賛さんしてますよ（笑）。

クロヴィス：あとは適てき当とうに金品を奪うばったふりをしておこうぜ。ここまでやっとけば、おっさんが怪あやしまれることはないだろう。

シェフィル：ここまでやれば、ブウさんに迷惑はかからないよね！




　ひどい話だ。




ＧＭ：おかしいなぁ。こっちのシナリオには、「わしも刑けいを受けるやも知れん……いや、しかし」と言うはずが、なんでボコボコになってるの（笑）。

クロヴィス：さぁ？




　お前が言い出したんだろうが。




ＧＭ：と、ともかく、ブウは適当にマントを羽は織おって言う。「わしはちょっとカラドボルグを見にいきます。ゼロも気になりますのでな」

シェフィル：目が覚めていたら「ミラちゃんのことを頼みます」って伝えてください。

ＧＭ：「わかりました。……わしはなにも言ってはおりませんが、健けん闘とうをお祈いのりします」と言い残し、彼は心持ちよろよろしながら去っていく（笑）。

カナデ：そのうしろ姿すがたに、ペコリとお辞じ儀ぎをします。

クロヴィス：おい、今のうちに馬取りに行こうぜ！（笑）

ＧＭ：じ、じゃあ、馬を取りに行き、戻ってきた（笑）。

シェフィル：よしっ……いこう！

一同：おう！

ＧＭ：といったところで、シーンを終了しよう（笑）。







◆Middle14◆もうひとつの〝薔薇ばらの武ぶ具ぐ〟




　神しん殿でんの地下に封ふうじられているという〝薔薇の武具〟を手に入れるため、シェフィルたちは地下倉庫を目指す。

　それを追うひとつの影かげがあることに、気づかずに……。




ＧＭ：さて、次のシーンだ。キミたちは神殿の地下倉庫に向かっている。

シェフィル：馬は引いてますよ！

ＧＭ：たぶん、馬を連れてもいいエリアなんだろう（笑）。ちなみに途と中ちゆうですれちがう神官たちは、「ずいぶん慌あわててるな」という顔をするが、特に気にする人はいないよ。

イリス：それは助かりますね。何気ない雰ふん囲い気きで行きましょうか。

クロヴィス：うっす、お疲つかれさんでーす。

シェフィル：お疲れ様でーす。

カナデ：地下倉庫に向かう時に、「差し入れにきました、お勤つとめご苦労様です」というノリで、お茶を持っていくことにしましょう。

ＧＭ：では、キミたちは地下倉庫への階かい段だんを下りていくと、その途中──はるか頭上遠くの方で、〝ずずん……！〟という、爆ばく音おんのようなものが聞こえてくる。

カナデ：今の音は……？

クロヴィス：おっさんの誘ゆう導どうか？

イリス：いえ、ブウさんはボッコボコにされています。爆音を立てられるような状じよう態たいではありません。

シェフィル：気になるね……でも、戻もどってる時間はないよ。

クロヴィス：だな。むしろ、襲しゆう撃げきがかけられたと考えるべきだ。さっさと行こうぜ。

ＧＭ：そしてキミたちは急ぎ階段を下りると、広間の向こうに扉とびらがあり、門番が立っているのが見える。人数は四人ほど、いずれも屈くつ強きような騎き士しだ。

シェフィル：（小声で）わたしじゃ捕つかまっちゃうかも……カナちゃん、ゴー！

カナデ：わかりました（笑）。じゃあ、きょろきょろしながら出ていきます。

ＧＭ：「おや？　どうしたんだい、お嬢じようちゃん？」「なにか用かい？」

カナデ：すみません、こんな大きな神殿を見るのは初めてで、あちこち回っていたんですが……気がついたら、こんなところに出ちゃったんです。

ＧＭ：「ほう、そうだったのかい」

カナデ：あの～、この先はなにかあるんですか？

ＧＭ：「ああ、この先はちょっといろいろあって入れんよ。勘かん弁べんな」

カナデ：あ、ここを守ってる門番さんなんですね～。お勤めご苦労様です～。もしよろしければ、ちょうどお茶を持ってきましたので、一服いかがですか～？

シェフィル：一服？

カナデ：お茶は一服って言うんですよ。

シェフィル：なんだか、薬盛もるみたいな感じがするね！（笑）

イリス：似にたようなものですけどね……（笑）。

ＧＭ：「お、そいつぁありがてぇ」……と言うと思ったか!!（笑）

カナデ：え～、あやしくないですよ～？（笑）

ＧＭ：その笑顔があやしいわ！（笑）よし、ならば判はん定ていをしてもらおう！　【精せい神しん】の対決を行ない、カナデが勝利をしたら、お茶を飲ませることができるよ。

カナデ：は～い、わかりました～。

シェフィル：カナちゃん、がんばって！

カナデ：では参ります！（ダイスを振ふる）11＋５、達成値ち16ですよ！

ＧＭ：なんていう美少女だ！　こちらの【精神】は５として判定！（ダイスを振る）……10！

シェフィル：やった～！

カナデ：（にこにこしながら）はい、お茶をどうぞ～。

ＧＭ：「おう、ありがとうよ」「へぇ、紫むらさき色いろのお茶か。変わってるなぁ」

カナデ：リラックスするハーブを調合して、混まぜてあるんですよ～。

シェフィル：疲れが取れる！

クロヴィス：本当に楽になる！

イリス：お疲れのあなたにお薦めです！




　あやしい通つう販はんのようである




カナデ：疲つかれたら飲もうと思ってたんですけど、よろしければどうぞ（にこにこ）。

ＧＭ：「お、そりゃいいね。ありがとう」

カナデ：すっきりしますよ～。注ぎ分けて、配ります。

ＧＭ：「ありがとよー」「いやー、結けつ構こう疲れててなー」「ありがてぇ」「いただきまーす」

カナデ：は～い、どうぞ～。

ＧＭ：ぐびり、と飲む四人の騎士。そして……いっせいに「うっ！」とうめく！

一同：効きくの早っ!?（爆ばく笑しよう）

ＧＭ：ばたばたばた、と倒たおれる騎士！　転がるカップ！　騎士はもう、動かない……！

カナデ：殺人事じ件けんみたいに言わないでください!?（笑）

イリス：即そつ効こう性せい!?　どんどんひどくなっていってませんか!?（笑）

クロヴィス：このお茶、武ぶ器きに塗ぬったら強ぇんじゃねぇか？　取っておこうぜ（笑）。

カナデ：ぜ、ぜんぶあげちゃいましたから、もうありません！（笑）

シェフィル：残念～（笑）。

クロヴィス：とりあえず、騎士たちの武ぶ装そうを解かい除じよしておこうぜ。

カナデ：だましちゃって、ごめんなさい。

クロヴィス：ついでに口に猿さる轡ぐつわかませる。よっと。

ＧＭ：手て馴なれてるな……（笑）。

シェフィル：ブウさんのまずいお茶、かなり強きよう烈れつみたいだから、しばらくは目が覚めないと思うけど……（笑）。

クロヴィス：ま、念には念だ。宝物庫の中に引ひっ張ぱり込こんでおけば、ばれる心配もねぇだろ。

ＧＭ：本当にひどいなお前ら!?（笑）

クロヴィス：縛しばらなくてもいいか？

カナデ：たぶん、平気だと思います。この人たち、なんで倒たおれたのか、理由もわかってないと思いますし……（笑）。

ＧＭ：さて、ブウの持っていた鍵かぎと、見み張はりたちが鍵四つ、合計五つの鍵を手に入れる。そして、鍵かぎ穴あなに鍵を嵌はめていくと、一いつ瞬しゆん扉が光を放ち、即そく座ざに魔ま法ほう陣じんが展てん開かいされる。

イリス：おお、これはかっこいいですね。

クロヴィス：禁きん断だんの倉庫って感じだ。

ＧＭ：そして扉に光が一ひと筋すじ入り、〝ゴゴゴゴ……〟と蒸じよう気きを噴き上あげる。その色は最初こそ白いが、もう少し扉が開くと、部屋の奥おくから差さし込こんでくる薔薇ばら色いろの光が見える。

シェフィル：あ、光ってる……。

ＧＭ：やがて周辺に薔薇色の光があふれ……キミたちの視し界かいが開ける。




　その部屋の最さい奥おうには、台だい座ざがひとつ置かれ、不思議なものが絡からみつく、巨きよ大だいな水すい晶しよう体たいが設せつ置ちされている。

　ほのかな薔薇色の光を放つ水すい晶しようの中には、たしかになにかが、封じられていた。




クロヴィス：おい、あれじゃねぇか？

シェフィル：あの絡からんでるなにかって、水晶をここに縛しばり付つけてるのかな？

ＧＭ：そうだね。ここに運はこび込こみ、持っていかれないようにロックをかけている、と考えてくれていい。

シェフィル：持って帰ることはできるのかな。

ＧＭ：さすがに水晶ごと持っていくことは無理だね。それはすぐにわかる。

イリス：この水晶が、封ふう印いんということでしょうか。

カナデ：たぶん、そうなんだと思います。

シェフィル：それじゃあ……吸すい寄よせられるように、歩き出します。

ＧＭ：こつり、こつり。シェフィルの足音以外は、まったくの無音だ。

シェフィル：怖こわい……けど、ゆっくり近づいていきます。

ＧＭ：目の前には、薔薇色に明めい滅めつする水晶体がある。キミには、それがなんなのか、わかる。

シェフィル：これが〝薔薇の武具〟……水晶の表面に、触さわってみます。

ＧＭ：オーケー。かすかに震ふるえるシェフィルの指が、水晶に触ふれる。その瞬しゆん間かん──激はげしい光があふれ出す！

シェフィル：わっ……!?




　水晶にぴしり、とヒビが入った。

　ヒビはものの数秒で水晶全体に走り──やがて強い光とともに砕くだけ、はじけた。




ＧＭ：あとに残されたのは、燐りん光こうを放ち、その場に浮うかぶ、ひとつのサークレット。

シェフィル：手を伸のばしてみます。

ＧＭ：冠かんむりは、キミに答えるように手のひらに収おさまる。キミは、この冠の名を知っている。その名は……カフヴァール。

シェフィル：カフヴァール……。

イリス：シェフィル……？　急に、どうしました？

クロヴィス：お、おい、なにか……まるでシェフィルじゃないみたいだ。

シェフィル：カフヴァールを眺ながめてみます。

ＧＭ：キミの手には、宝ほう石せきがはめ込こまれたサークレット……カフヴァールが収おさまっている。金きん属ぞくで作られているはずなのに、なぜかぬくもりを感じるよ。

クロヴィス：おい、シェフィル！　大だい丈じよう夫ぶなのか？

シェフィル：うん……なんともない。それより、急いで出よう。

イリス：ええ、そうですね。

カナデ：この様子を見られたら、ちょっと面めん倒どうなことになりますからね……（笑）。

ＧＭ：それでは、キミたちは踵を返し、入口の方に走っていこうとすると……〝こつーん、こつーん……〟と、足音が聞こえる。

シェフィル：だ、誰だれ……!?

ＧＭ：入ってきたのは、ひとつの人ひと影かげ。彼かれはゆっくりと近づきながら、ひと言、言う。




「……ミラは、俺が守る」




＊　　　＊　　　＊




シェフィル：もしかして……ゼロさん!?

ＧＭ：そのとおりだ。ちらちらと残る燐光が、彼の……ゼロの姿すがたを照らしだす。底冷えするような瞳ひとみでキミたちをにらんで歩いてくる、その手には一本の剣けんが握にぎられている。

シェフィル：剣……？

ＧＭ：シェフィルにはすぐにわかる。魔剣カラドボルグだ。

シェフィル：ゼロさん、それ、カラドボルグ……！

カナデ：えっ!?

クロヴィス：おいおい、あいつ、勝手に武具を持ってきたのか!?

ＧＭ：彼は答えず、剣の切っ先をキミたちに向け、「カフヴァールを渡わたしてもらおう。そしてお前は死ね」と憎にくしみに満ちた声で言う。

クロヴィス：まぁ待てよ。オレたちもミラを助けるために動いてるのはたしかだぜ？

カナデ：そうなんです！　ですから、剣をおろしてください！

ＧＭ：おっと、ここでちょっと【感知】の判定をしてもらおうか。11以上で、あることがわかるよ。

シェフィル：（ダイスを振る）あっ、ちょうど11！

カナデ：（ダイスを振る）14です！

クロヴィス：（ダイスを振る）げっ、低い!?　10しかねぇ!!

イリス：（ダイスを振る）私も10でした……。

ＧＭ：お、11以上のふたりは気づくね。いつも無む表ひよう情じようではあったが、ミラを見ている目だけは優やさしかった。しかし今は、目が暗く濁にごっている。

カナデ：もしかして……操あやつられているんじゃないでしょうか？

イリス：まさか、カラドボルグが操あやつっているのでは……!?

ＧＭ：さあ、どうかな？　ちなみに、今までに伏線は張はってあるよ。

シェフィル：まさか…………お茶？

クロヴィス：おいおい、ブウのおっさんはいい奴なんだぜ？

ＧＭ：そんな話をしている間にも、ゼロは近づいてくる。

シェフィル：ミラちゃんを助けたいのは、わたしたちも同じなんです！

ＧＭ：「他人のお前たちを信用するほど、オレは能のう天てん気きでも楽天家でもない。ミラを助ける気持ちがあるならその確かく率りつを上げるために、お前が死ね」

シェフィル：そんな……！

ＧＭ：「お前を殺し、白の〝巫女みこ〟を見つけて殺す。そうすればミラは助かる。その方が早い」

カナデ：待ってください！　お互たがい協力すれば、〝薔薇の武具〟は四つ集まります！

ＧＭ：「お前たちが奪うばうかもしれない。残りのひとつは、殺したあとで見つける」

シェフィル：それをみんなで見つけようとしてるんじゃない！　ゼロさん、お願い、協力してください！　そうすれば、ミラちゃんも──。

ＧＭ：「聞く耳はもたん」

カナデ：……やっぱり、駄だ目めですか……。

シェフィル：どうしてですか!?

ＧＭ：「昔と同じ過あやまちはもう繰くり返かえせない」　彼は濁った目を、悲しげに細める。

カナデ：昔……？

イリス：（ハッと息を呑のみ）まさか……!!

ＧＭ：そうすると、ゼロはちらりとイリスを見る。「お前は、オレに言っただろう。無様だ、自分の巫女も守れないなど、と」

イリス：あれは私の夢ゆめの中だけの話のはず……どうしてあなたがが知っているんです？

ＧＭ：「あれは現実だ。お前の言葉は、未だ俺の心の奥に刻まれている」

イリス：どういうことです……!?　やはりあなたは……。

ＧＭ：「そうだ。ミラの覚かく醒せいとともに、思い出したのだ。俺はミラに仕える守しゆ護ご騎士。それを、思いだしただけのこと───」

シェフィル：ねえイリス、どういうことなの？　なにかあったの？

イリス：……すみません、シェフィル。あとで必ずお話ししますから。

シェフィル：う、うん……。

クロヴィス：うだうだしてたら神殿の連中がやってくる。話は実にシンプルだ、死なない程てい度どにボコりゃあいいんだよ。

ＧＭ：ゼロは一瞬、じろりとクロヴィスをにらむ。

クロヴィス：へっ、こいつは犬っころなんだから、お姫ひめ様さまを守るために必死なんだよ。なあ？　大変だな、犬っころはよぉ。

ＧＭ：さすがに挑ちよう発はつには乗らないな。興きよう味みなさそうにシェフィルに視し線せんを戻もどす。

クロヴィス：おい!?　無む視しすんじゃねーよっ!?（笑）

カナデ：安定のクロちゃんですね……（笑）。

ＧＭ：そして彼は、シェフィルとイリス、ふたりをにらむ。「……オレは、二度と間ま違ちがえん」

イリス：……ゼロ……。

ＧＭ：「守護騎士イリス。お互いの〝巫女〟を懸かけて殺しあおう。そして勝った方が、己おのれの〝巫女〟を守れる、実にシンプルだろう」と言って、彼は戦せん闘とう体たい勢せいに入る。

クロヴィス：へっ！　上等だ、お望みどおりにしてやらぁ！

イリス：クロヴィス、待ってください！　彼は〝蒼あおの刻こく印いんの巫女〟の守護騎士のようです！

クロヴィス：それがなんだってんだ？

イリス：私は過か去こ、薔薇の騎士として辛い経けい験けんをしてきた。だからこれ以上の戦いはしたくないんです。

クロヴィス：……。

イリス：彼がミラを守りたいと願う気持ちは、私にもよくわかります。だからここは、戦うのではなく、彼を説得したいのです。

カナデ：……彼を傷きずつけたくない、と？

イリス：彼だけではなく、誰も傷つけたくはありません。これ以上の戦闘は無用です。

シェフィル：でも……向こうは戦う気満々だよ？

イリス：それでも、です。

クロヴィス：……おい、イリス。できると思うのかよ？

イリス：（凛りんとした声で）私は必ず、彼を救ってみせます。




「ですから、お願いします。私に力を貸かしてください」

　イリスはまっすぐ、仲間たちを見る。

　その視線を正面から受け止め──シェフィルはいつものように、笑った。




シェフィル：わかった、イリスを信じる！

カナデ：イリスさんなら、できるはずです！

クロヴィス：……。

イリス：……あの、クロヴィス……。

クロヴィス：あーあ、しょうがねぇなあ～。手から伸のびてる糸を非ひ殺さつ傷しようモードに切きり替かえる。

ＧＭ：なんだそりゃ。

クロヴィス：普ふ段だんは触ふれれば切せつ断だんできるんだが、なまくら状態に切り替えるんだよ。これなら、間ま違ちがってぶっ殺したりしねぇしな。

イリス：クロヴィス……！

クロヴィス：（にやっと笑い）よっしゃ、結果で示しめせよ、大たい将しよう？

イリス：は、ハードルが上がっちゃった気がするんですが……気のせいでしょうか（笑）。

シェフィル：ゼロさんもミラちゃんも、一いつ緒しよに助けよう！

一同：おうっ！

ＧＭ：と、ここでシェフィルだけに、ある声が聞こえてくる。聞こえるというよりは、頭に直ちよく接せつ響ひびいてくるようなものだ。ただ、本当にかすかな音でしかない。

シェフィル：えっ？　なに……!?

ＧＭ：その声は、まるで懇こん願がんするかのようにキミの心に響ひびいた。




「お願い、ゼロを……ゼロを助けて……！」

　それは紛まぎれもなく───。




シェフィル：……ミラちゃん!?

ＧＭ：そうだ。ミラの声は、消え入りそうだ。「彼かれの心が見えない……なにかに、惑まどわされているの……お願い、ゼロを、助けて……」

シェフィル：お願い教えて！　どうしたらいいの!?

ＧＭ：「彼は、きっと誰だれかに操あやつられているの。彼に言葉をかけて、正気に戻もどして！」　具体的には、クライマックスフェイズでゼロを説得するＦＳ判はん定ていをしながらの戦せん闘とうとなる。

クロヴィス：なるほどな。ただフルボッコにするだけじゃ駄だ目めなのか。

ＧＭ：そういうこと。ちなみに、【ＨＰ】を０にしてもゼロは死し亡ぼうしないが、ＦＳ判定で説得をすると、なにかあるかもしれないよ。

シェフィル：ええ───っ、矢を八本にしたから使いたーい（笑）。

イリス：気持ちはわかりますけど！（笑）

ＧＭ：大だい丈じよう夫ぶ、クライマックスは二段だん階かい用意してあるから問題ない……！（笑）

シェフィル：そっか！　じゃあ大丈夫だ！（笑）

イリス：……ゼロ、必ずあなたを正気に戻してみせます！

シェフィル：ミラちゃんを助けるために！

ＧＭ：では、ゼロがカラドボルグをキミたちに向け、ゆらりと昏い光その瞳ひとみに湛たたえて……言葉を紡つむぐ。その言葉をもって、クライマックスフェイズに入ろう！　「さあ、始めよう。そしてもう一度、言う。ミラは……」




「───ミラは、俺おれが守る」







ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆ゼロの剣けん




　闇やみの中に昏い光を揺ゆらすのは、かつて神竜ゾハールを打うち倒たおした五つの武ぶ具ぐがひとつ。

　魔族と追放されたエルダナーンたちとが創つくり上あげた、魔ま性しようの剣。

　ゼロがその右の拳こぶしで握にぎるそれこそ、すなわち……。




　───魔剣カラドボルグ。




ＧＭ：クライマックスの戦闘を始めるぞ。戦闘といっても、まずはゼロの説得だが！

カナデ：説得の方法は？

ＧＭ：ＦＳ判定を使うよ。内ない容ようはこんな感じ。




■ＦＳ判定データ

・名めい称しよう：ゼロを説得する

・制せい限げん人数：四人

・終しゆう了りよう条じよう件けん：三ラウンド終了

・進行判定：【感知】

・難なん易い度ど：10

・成長点：10点

・完かん了りよう値ち：10

・支し援えん判定：能のう力りよく値ちすべて




カナデ：……支援判定するより、全員で判定した方がいいか、それとも……。

ＧＭ：なお、配置はＰＣたちが一エンゲージで、その５メートル前にゼロが居いる。

カナデ：え？

クロヴィス：配置決めるってことは、戦闘とＦＳ判定を併用するのか！

カナデ：つまり、ＦＳ判定してる間は、ゼロに攻撃されまくる、と……。

ＧＭ：うひひ、そういうこと。では第一ラウンドを始めよう！




●第一ラウンド

行動値

クロヴィス　　　８

カナデ、ゼロ　　15

シェフィル　　　13

イリス　　　　　３
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ＧＭ：では、セットアップはクロヴィスからだ！

クロヴィス：……んー、ここは《ウェポンフォージ》しといた方がいいか？

カナデ：クライマックスが、ゼロさんの説得だけで終わるとは思えません。どうも洗せん脳のうされているっぽいですし。

イリス：このあと、黒くろ幕まくが出てくる……？

カナデ：その可か能のう性せいは高いと思います。

クロヴィス：だよなー。使っておこう。《クイックフォージ》《ウェポンフォージ》。（ダイスを振ふる）残念、クリティカルしない。ふつうに発動。フェイトを３点ぶっ込こんで。（ダイスを振る）26点ダメージ上じよう昇しよう。

シェフィル：ギルドサポートはどうする？

クロヴィス：《陣じん形けい》はあとで使うとして、《限げん界かい突とつ破ぱ》はいらねえんじゃねえか？

カナデ：ゼロさんと戦うわけじゃありませんし、本気で戦わなきゃいけない敵てきが出てきた時に使えばいいと思います。

シェフィル：なるほど。ふたりがそう言うならそうしよう！

ＧＭ：じゃ、ギルドサポートは使わないっと。次はカナデだ。

カナデ：私わたしもあとの展てん開かいを考えて、今のうちに《クイックソング》《エチュード》を使っておきましょう。

クロヴィス：カナデは《ファイトソング》もあるし、使えるならいまの内に使っておいた方がいいな。

カナデ：（ダイスを振る）７、発動しました。全員ダメージに＋15。

シェフィル：じゃあ、ここで《陣形》だね！

カナデ：はい。ゼロに範はん囲い攻こう撃げきされると嫌いやなので、ばらけましょう。

イリス：じゃあ、私がゼロとエンゲージして足止めします！

クロヴィス：俺は……攻撃されないようにギリギリまで後こう退たいするか。13メートル下がって、ゼロから18メートルの位置に。

シェフィル：ならわたしも攻撃されないように下がって、15メートルの位置に。

カナデ：ふたりが下がるのなら、私も。７メートル下がって、12メートルの位置。




　三人とも、下がりすぎである。




イリス：説得しようって位置じゃないですよね、これ（笑）。

クロヴィス：自分が傷きずつくことなく、あいつを説得したい。浅ましい俺たちの心が生み出した悲しき陣形よ……（一同爆笑）。

ＧＭ：では、ここでゼロのセットアップ！　《ビートダウン》を使用、これで命中が２、行動値が５上昇する！

クロヴィス：いきなり行動順番がトップに……！

ＧＭ：次は、シェフィル！

シェフィル：わたしはありません。

ＧＭ：んじゃ、セットアップ最後のイリス。

イリス：後衛を攻撃するとは思えませんが、いちおう《プロボック》を使います。使えるものは使っておきましょう。（ダイスを振る）。うわ、出目４！　達成値13です。

ＧＭ：しかし、それでもかなり難むずかしい。（ダイスを振る）出目８で達成値11。

イリス：よし、かかりましたね。

ＧＭ：では、「…………っ！」と、無言ながらイリスに向けて強いプレッシャーを放つ。

イリス：かかってきなさい、私がその剣を受け止めてあげます。

ＧＭ：んじゃ、ゼロのメインプロセスだ。「かつての過あやまちは繰くり返かえさん。ここで死ね」ムーブアクションで《ファストセット》《スマッシュ》。マイナーは《エンハンスブレス：火》。カラドボルグを構かまえると、ぼうっと炎ほのおが刀身から噴き上あがる！

カナデ：ちょっと待って、ドラグーンのスキルですか!?

クロヴィス：称しよう号ごうクラスかよ!!

シェフィル：称号クラス持ってるってことは、レベルが15以上ってことだよね。

イリス：ゼロってたしかレベル２じゃありませんでしたか？

ＧＭ：そのはずだねえ？（ニヤニヤ）

カナデ：なんかあるようです……（笑）。

クロヴィス：あ、あのままじゃゼロの身体が持たねえ！　……とか言っておこう（笑）。

ＧＭ：たしかに噴き出でた炎の勢いきおいが強すぎて、ゼロの鎧よろいの一部が溶けかけている。さらに、炎が柄の方にも伸のびていて、ゼロの手も焼いている。

シェフィル：自分の力を制せい御ぎよし切れてない！

ＧＭ：では、メジャーアクション。《ストラグルクラッシュ》。《バッシュ》による攻撃を二連続でイリスへ！

クロヴィス：これ、《インタラプト》しておくか？

カナデ：それよりも、《アフェクション》と《プロテクション》を切っていく方が安全だと思います。

イリス：《インタラプト》の方が便利ですもんね。

ＧＭ：じゃ、いいか？　一いち撃げき目。判定前に《ドラゴンソウル》を宣せん言げんして＋１Ｄ。竜の魂たましいの力を使い、炎の剣をイリスに叩たたき付つける。（ダイスを振る）32！

イリス：フェイトを使っても無理！（ダイスを振る）。うわー、ぜんぜんダメ。出目６で達成値８。ああ、剣の炎で身体が焼かれていく～。
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ＧＭ：ダメージロール直前に《スラッシュブロウ》。これで13Ｄ＋25！

シェフィル：強い！

イリス：こ、これは厳きびしいか……。

ＧＭ：（ダイスを振る）出目が44。69点の〈火〉属ぞく性せい魔ま法ほうダメージ！

イリス：《プロテクション》です！（ダイスを振る）高め。20点軽けい減げんで34点抜ぬけました。残り【ＨＰ】38点です！

ＧＭ：耐たえたか。では二撃目。カラドボルグが炎を曳ひきつつ、再さい度どイリスへ迫せまる。《ドラゴンソウル》を使用。（ダイスを振る）達成値は28。

イリス：（ダイスを振る）出目６、回かい避ひ失敗。

ＧＭ：命中した？　なら、ゼロがポツリと呟つぶやく。「───カラドボルグ、力を貸かせ」

一同：なにぃ!?

カナデ：カラドボルグの力を使った!?

ＧＭ：ああ。ダメージロール直前に《カラドボルグ使用》というスキルを使う。これで【物理防ぼう御ぎよ力りよく】を０とみなしてダメージを算出する！

シェフィル：イリスが死んじゃう！

ＧＭ：イリスに命中する直前、カラドボルグがまとう炎を上書きするかのように、刀身から光が噴き上がる。（ダイスを振る）54点、防御力無む視しだ！

イリス：耐たえられない。ので《アフェクション》！




　白く輝かがやくカラドボルグは、すべての守りを貫つらぬく一撃。

　それがイリスにトドメを刺さそうと、頭上から迫る。

　込こめられた力を感じ、耐たえられないと悟さとったイリスは、素す早ばやく祈いのりを捧ささげる。

　その判はん断だんは正しかった。

　祈りが呼んだ光の盾たては、カラドボルグを寸すん前ぜんで受け止め、びくともしなかった。




ＧＭ：これでダメージ０か。ゼロは舌した打うちして、カラドボルグを引ひき戻もどして構かまえ直す。

イリス：───キミの剣、受け切りました。

ＧＭ：「まだ、一合交わしただけだ。いい気になるな」　冷たくイリスをにらむ。

イリス：なら、こちらも油ゆ断だんなく構え直す。




　このあとのイニシアチブプロセスでイリスが《クイックヒール》と《ヒール》で自分の【ＨＰ】を最大まで回かい復ふくさせ、勝負を振ふり出だしへ戻した。

　そしてメインプロセスはクロヴィスへ。




クロヴィス：進行判定をするぜ。これ、エンゲージしてなきゃできないとかないよな？

ＧＭ：ああ、離はなれていても行なえる。

クロヴィス：じゃ、ムーブアクションとマイナーアクションはなし。メジャーアクションで進行判定。【感知】判定だから、２Ｄ＋７。……フェイトを１点使うか。（ダイスを振る）う、低いぜ。出目が１、２、４で達成値14だ。

カナデ：それだと難易度を４上回ってるから、進行値＋２ですね。

クロヴィス：ちょっと低いな……。よし、幸運のペンダントを使う。これで、出目１が２になって達成値15！　……あんたのご主人様はもっと別のことを望んでるんじゃねえのか。さっさと目を覚ませ、犬っころ！

ＧＭ：達成値15なら差分が５で、進行値が３点上昇するのでイベントが発生。クロヴィスの言葉にゼロが反はん応のうして、表ひよう情じようを変える。「俺は……」となにか戸と惑まどっている様子。

シェフィル：洗脳が解とけ始めてる？

ＧＭ：そんな感じ。「俺はなんで、コイツらと戦っている……？」

クロヴィス：それはこっちが訊ききたい！（笑）

ＧＭ：というところで、ゼロの向こう側から声が聞こえてくる。「ゼロさん、迷まよってはいけません」

クロヴィス：だーれ？

ＧＭ：コツコツコツとゼロの奥おくの階かい段だんから下りてきたのは───神官ブウ。

イリス：まさか、ブウさん!?

カナデ：まさかではなかったと思いますけど（笑）。

シェフィル：本当はもっと早く登場するつもりだったのに、縛しばられてたから登場できなかったんだね（一同爆ばく笑しよう）。

ＧＭ：「解ほどくのに苦労しましたよ。まさか、縛られるとは思ってもみなかったのでね」

クロヴィス：そりゃ、お前のこと信じてなかったからな。

ＧＭ：「せっかく、いいことを言ったというのに」

クロヴィス：それ、ぜんぜん心に響ひびかなかった、ごめんな。

イリス：そうそう。最初からうさんくさいと思ったんだよね。

クロヴィス：お前だってチョコになれ───ってさ（笑）。

ＧＭ：お前が言ったんだよ！　で、ブウは「ほらゼロさんなにをしてるんですか？　目の前にかつてあなたの〝巫女〟を殺した敵がいますよ」

イリス：〝巫女〟を殺した敵って……私か！

ＧＭ：そうだね。「さあ、敵を殺しなさい」とブウが言うと、「ぐっ」とゼロはなにかに耐え苦しむ様子を見せる。

シェフィル：イリス、本当に昔のゼロの〝巫女〟を殺したの？

イリス：いや……そのような記き憶おくはありませんが。

ＧＭ：「せっかくそんなふうに刷すり込こんであげたのに、ちゃんと戦ってくださいよ。あの茶はうまかったでしょう？」

シェフィル：やっぱりあのお茶が原因なの!?

イリス：あのお茶に悪夢を見させられ、それを真実と思い込まされた……許せんっ！

ＧＭ：「わしはがんばって、シェフィル君にもお勧めしたのに……飲んでくださらなかったのが残念だ」

シェフィル：わたしが飲んだらなにか変わったの？

ＧＭ：夢のシーンがある予定だった。で、ゼロに殺されるって夢を同時に見るはずだったの。

クロヴィス：俺が全部飲んじゃったからなぁ。

ＧＭ：そうだよ、キミが飲んでもしょうがない！（笑）あれはふつーのお茶だったけどね。

カナデ：まったくですね（笑）。

ＧＭ：「助かりましたよ。ゼロさんは人が茶を勧すすめても、中々飲んではくださらない。うまい具合にキミたちが勧めてくれたおかげで───」

シェフィル：ち、ちがうよ、ミラが勧めたんだよ。

ＧＭ：ミラが勧めたことにしたのはお前らだろうっ!?（笑）

イリス：そ、そうだったかもしれませんね。

ＧＭ：「ともかく、勧めてくれたおかげでゼロはお茶を飲んでくれた。おかげでゼロはわたしの操あやつり人にん形ぎようです」　……あ、ちなみに戦闘前に聞いたあの爆ばく発はつ音おんはカラドボルグを回かい収しゆうした時の音ね。

カナデ：ああ、さっきの爆発音みたいなの？

ＧＭ：「……ともかく、水すい晶しようの中で凍こおったままだったカフヴァールも開かい封ふうしていただいて、ありがとうございます。あとはゼロさんに殺されなさい」　神官がそう言ったところで戦闘再さい開かい。神官さんが未行動で、ゼロから５メートル後方に登場だ。【行動値】は13だ！

クロヴィス：進行判定は変わる？

ＧＭ：変わるね。ここからは【知力】判定になる。

カナデ：それじゃ、次は私の番。ムーブとマイナーはなくて、メジャーアクションで進行判定。判定直前に《アンプロンプチュ》。ミラがよく歌っていた歌をヴァイオリンで奏かなではじめます。

ＧＭ：ぶおーぶおー。

カナデ：それはブブゼラですっ!!（笑）

ＧＭ：……っと。ぼけてる場合じゃなかった。ここで神官が《ディビレテイト》を使用。呪のろいをかけて、カナデの演えん奏そうを妨ぼう害がいする。その判定にマイナス１Ｄだ。

カナデ：ぐっ。（ダイスを振る）よし、出目６！　達成値21です。

ＧＭ：どういうこと!?

シェフィル：え───っと……＋６以上だから、進行値が４点上昇だね。

クロヴィス：これで進行値７だ！

ＧＭ：では、カナデの奏かなでる旋せん律りつにゼロが反応を示しめす。

シェフィル：[image: ][image: ][image: ]♪

カナデ：Ａ．ｍ．ｕ．さんが歌ってるファンブックの主題歌ですね。そんな感じそんな感じ。

ＧＭ：いいね、音楽がある戦闘は燃もえる。「み、ミラ……俺は……」と自分を取とり戻もどしかけている。

カナデ：あと少しです！

ＧＭ：ということで、再ふたたび進行判定が変へん更こう。【精せい神しん】になる。さらに、難易度が２上がって

12に。

シェフィル：次はわたしだね。けど【精神】は２しかない……。

イリス：私が５あるので、任まかせてください。

シェフィル：そっか。なら、わたしは待機します。

ＧＭ：んじゃ、イリスのメインプロセスになる。

イリス：ムーブアクションとマイナーアクションはなし。メジャーアクションで進行判定を行ないます。判定は２Ｄ＋５。

カナデ：完了値まであと３。３上昇させるには、達成値が17以上必要です。

シェフィル：出目が12必要だから、クリティカルだけだね。

イリス：なるほど……それなら、フェイトを２点使う。

クロヴィス：それなら、期き待たい値ち出せば成功だな。

シェフィル：いつもどーりでいいですよ、荻おぎさん。

イリス：プ、プレッシャーが……！　よし、説得します。せーの（ダイスを振る）えっと……出目が15かな。

シェフィル：あ、いつもどおり！

イリス：達成値20！　なので、進行値が４上昇。

ＧＭ：おお、進行値が完了値以上になったのでＦＳ判定成功だ！

一同：おおーっ!!（拍はく手しゆ）

イリス：これで、晴れてえらそうなことを言う権けん利りが得られました（笑）。

クロヴィス：おお。なんか、かっこいいことを言えー（笑）

イリス：ゼロ、キミはなぜミラを守ろうとするんだ？

ＧＭ：「俺の主だからだ。俺にはミラしかいない」

イリス：私とて同じなのです。私にとってシェフィルは……。

シェフィル：（セリフを遮さえぎり）わたし、関係ないよ？

ＧＭ：ひどい！（笑）

イリス：ちょっと空気読んでください！（笑）

クロヴィス：このシュヴァルツチームの絆きずなのなさ（笑）。

イリス：えっと、続けますよ！　私にとって、シェフィルは守らなければならない大切な存そん在ざいです。

シェフィル：……。

ＧＭ：「過か去こにできなかったことの贖しよく罪ざいか……」

イリス：ええ。そう……。

クロヴィス：（セリフを遮り）待て、贖罪じゃねえだろ。イリスはなにもしてないじゃねえか！（笑）

イリス：（はっと気がつき）……そうだ。あ、あれは夢だった！（笑）

ＧＭ：こっちがなにもしてないのに、罠わなにかかった（一同爆笑）。

イリス：私は誰だれも殺してはいない。そしてこれからも殺しはしない。ゼロ、私はあなたも殺すことはしないし、あなたの〝巫女〟であるミラも殺すことはしない。もう……誰も殺させはしない。

ＧＭ：「だが、シェフィルが死なねばミラが死ぬ」

イリス：───誓ちかいましょう。私はミラもゼロもシェフィルも、そして他の仲間たちも、一切死なせはしません。ゼロ……私と一いつ緒しよに、みんなが共きよう存そんできる道を歩んでください……！




　イリスの言葉がゼロの中にある大切ななにかを揺ゆさぶる。

　その衝しよう撃げきは植え付けられた偽にせの記憶を破は壊かいし、正しい記憶を呼よび戻もどした。




ＧＭ：ゼロが放っていた殺気を引ひっ込こめ、呆ぼう然ぜんとした様子でイリスを見る。「イリス……これは……」

イリス：おお、初めて名前を呼よばれた。さんざんシカトされていたのに！

ＧＭ：「……共に歩める道を探さがせるのか？」

イリス：必ずその道があるはずです。共に歩みましょう。

ＧＭ：「ならば、俺も誓ちかおう。お前と共に、皆みなを救う道を歩むと」

イリス：ええ、ありがとう。ゼロ……！

ＧＭ：と、言ったところで、うしろの神官が言う。「おやおや、ゼロさん。なにを言ってるのです？　あなたはかつてその男に〝巫女〟を殺さ……」

クロヴィス：と言った瞬しゆん間かん、「うるさい」とゼロに斬って捨すてられる、と。

ＧＭ：それはない……っ！（笑）

クロヴィス：きっとこの神官ブウ、一巻かんで出てきた敵の兄弟（笑）。

イリス：ああ、そんな気はする（笑）。

ＧＭ：（笑）。さて、言葉をさえぎられた神官は……「ふむ、ゼロ。もう、あなたは必要ありません。力は返していただきましょう」　そう言って、指をぱちんと鳴らす。




　地下に響いた音に反応し、ゼロから赤いオーラが噴き上がる。

　それは天てん井じよう付近で滞たい留りゆうし、ある生物となって具ぐ現げん化かする。

　重い音とともに、着地したその生物の名は───ドラゴン。




ＧＭ：というわけで、ドラゴンが二体出しゆつ現げんする。「お帰りなさい、ドラゴンさん」……って、この口調じゃ前回と同じだ！（笑）　えー……そしてオーラの一部は、神官ブウを守るように包み込み……ふわり、その色が消えた。

クロヴィス：……守るように……？

ＧＭ：ともかく、ドラゴンが神官と同じエンゲージに二体出現する。で、オーラが抜ぬけたゼロは、力を失ってばたりと倒たおれる。

イリス：ゼロ……！

ＧＭ：ゼロはイリスに向かって、カラドボルグの柄を突つき出だす。「受け取れ、イリス。カラドボルグを……」

イリス：カラドボルグを……私に……？　突つき出だされた柄を掴つかむ。

ＧＭ：「それを使えば、ヤツの結界を……」と言ってゼロは意い識しきを失う。

イリス：……ありがたく、使わせてもらいます！　って、これどういう扱あつかいになるの？

ＧＭ：今回は武ぶ器きじゃなくて、イベントアイテム扱いだ。重量は０。

イリス：わかりました。じゃあ、受け取って、腰こしに差しましょう。

ＧＭ：ということで、ゼロは戦闘から除じよ外がいされる。「やれやれ、やはり私が手を下す必要がありそうだ」　神官ブウはそう言いながらお茶を飲む。

イリス：あのまずいお茶を……！

ＧＭ：「全力でお相手してさしあげよう」　神官のまとっていた魔ま力りよくが一気に膨ふくれあがる。ここからクライマックス後半戦だ。ドラゴンは【行動値】13で未行動。神官はデータが強化され【行動値】17だ。

シェフィル：速くなった！

カナデ：ドラゴンか……。どんな感じのドラゴンですか？

ＧＭ：ぶっちゃけると、スモールドラゴンだ。データがどうなっているかは、秘ひ密みつ。

カナデ：スモールドラゴン……データが変わっていないとすると、〈火〉属性ですね。

シェフィル：え、〈火〉……？　もうっ、なんで炎えん熱ねつの砥と石いしにしちゃったの!?

イリス：たしか、クロヴィスちゃんが炎熱の砥石がいいと……（笑）。

クロヴィス：え、ちがっ……俺が言ったのは、砥石が便利だってだけだぜ！　属性は荻さんの好みに合わせてとしか言ってねえ!!（笑）

一同：（無言でイリスを見る）…………。

イリス：………みんな、すまなかった。

ＧＭ：おいっ、お前たちのチームワークはどこだ（一同爆笑）。

カナデ：いえ、これはじゃれているだけですわ（笑）。

クロヴィス：別に誰が悪いって話じゃねえしな（笑）。

シェフィル：あえて言うなら、運が悪かった？

クロヴィス：そうそう、みんなイリスを責せめるのはやめたまえ。

ＧＭ：ともかく、一番速い神官が動くぞ。ムーブアクションで《ランニングセット》《ブーストマジック》、マイナーアクションで《ファストドロウ》、メジャーアクションは……《ダブルキャスト》だ！

カナデ：うわっ、二回攻撃!?

クロヴィス：射しや程てい的にオレまでは届とどかねえと思うが……止めておくべきだな。《インタラプト》で《ダブルキャスト》を打ち消すぜ！




　神官の手が複ふく数すうの魔法陣を描えがき、無数の魔ま術じゆつが組み上がる。

　ニヤリと笑い、それを一いつ斉せいに起動させようとして……突とつ然ぜん、身体が動かなくなった。

　目をこらすと、体中に細い糸が絡からみつき、神官の動きを封ふうじている。

　そして、その糸の先にいるのは、イタズラっぽい笑みを浮うかべた少年。




クロヴィス：入口に仕し込こんでおいた、糸の罠が役に立ったぜ！

ＧＭ：「こしゃくな！」と、魔術行使を中ちゆう断だんして絡からみつく糸を振ふり払はらう神官さん。

シェフィル：次はわたし。神官さんを全力で攻撃かな？

クロヴィス：（少し考え）……待て。さっき、ＧＭがあやしいこと言ってなかったか？

イリス：あやしい？

クロヴィス：そう、ドラゴンを出した時、なんかオーラを神官がまとったとか……。

カナデ：………………あ、もしかして。ゾハールの無敵防御結界……？

クロヴィス：かもしれねぇ。

シェフィル：それって……？

カナデ：文献で読んだことがあります。四年前、〝薔薇の災厄〟において〝神竜〟ゾハールがその身に纏った、無敵の防御結界です。これを打ち破れるのは〝薔薇の武具〟のみ。

クロヴィス：メタ的なこと言うとファンブックのリプレイと同じ!!




『アリアンロッド２Ｅ ファンブック ラヴィアンローズ』（エンターブレイン刊かん）に掲けい載さいされた「アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・ノワール　ゼロと琥こ珀はくの一いつ角かく獣じゆう」のことである。

　カナデのプレイヤーである久保田悠羅くぼた・ゆうらとクロヴィスのプレイヤーである田中天たなか・たかしは、このリプレイに参加していた。




イリス：つまりこのゾハール神官もその結界を持っていると？

クロヴィス：可能性の問題だけどよぉ、確率は低くないと思うぜぇ……？

カナデ：ちょっとメタ的ですけど、わざわざ解かい決けつ手しゆ段だんのカラドボルグを渡わたすってことは、相手が結界を持っているってことだと考えられます。

ＧＭ：………………。

クロヴィス：ちらっ、ちらっ……（と、ＧＭを見る）。

ＧＭ：（笑）。よし、みんな【感知】で判定してくれ。難易度は10だ！




　この判定には、クロヴィスとシェフィルが成功する。




ＧＭ：……ご明察！　たしかに、神官の周囲には強力な結界が張られているとわかる。

一同：よしっ！

イリス：ＧＭ、結界をカラドボルグで破壊する場合、どうすればいいですか？

ＧＭ：メジャーアクションを使用すればいいとしよう。敵が結界を持っていたら、それで破壊される。なお、武器の交こう換かんは考えなくていい。

イリス：了りよう解かいです！

シェフィル：次は……ドラゴンさんですね。

ＧＭ：んじゃ一体目は、ドラゴンＡ！　ブレスを吐はくくらいしかできないんだが………全員バラバラか……。よし、ムーブアクションとマイナーアクションなし、メジャーアクションは《ブレス：火》でシェフィルを攻撃。炎のブレスを吐はきかける……！

シェフィル：わたしかあ。それって魔法攻撃？

ＧＭ：いや、特とく殊しゆ攻撃だ。（ダイスを振る）達成値20。

シェフィル：特殊攻撃だと《シュートアウト》使えない……。ふつうに回避します。（ダイスを振る）16で命中したよ。

クロヴィス：出目は高かったが……惜おしい！

イリス：《カバームーブ》《カバーリング》！

クロヴィス：いや、ここはシェフィルに受けてもらった方がいいぜ！

カナデ：あとで《蘇そ生せい》することを考えれば、ダメージはばらけた方がいいですからね。

シェフィル：それじゃ、イリス。《プロテクション》だけお願い！

イリス：了解です。ここは《カバーリング》なしです。

ＧＭ：ＯＫ。それじゃ、ダメージいくぞ。４Ｄ＋40。（ダイスを振る）ちょっと低いか。50点の〈火〉属性魔法ダメージ。

イリス：《プロテクション》いきます。（ダイスを振る）んー、低い。13点軽減です。

シェフィル：ええっと……（計算中）……それなら26点のＨＰダメージ。残り【ＨＰ】53点！

ＧＭ：結構抑おさえられたな。

クロヴィス：もう一発喰くらっても大だい丈じよう夫ぶそうだぜ。

ＧＭ：ぐぬぬ……。




　続くドラゴンＢはカナデへ《ブレス：火》で攻撃した。

　イリスの《プロテクション》である程てい度ど軽減されたが、それでも30点のダメージを与あたえ、カナデの【ＨＰ】をちょうど半分、削けずり取とる。




シェフィル：待機してたわたしの番！　それじゃ《ホークアイ》《シュアショット》《バッシュ》。ミスリルの矢を一本使います。ドラゴンＡを攻撃！（ダイスを振る）。ひくっ！

イリス：小こ暮ぐれさんもダイス目が低いぞ。

シェフィル：こ、これは様子見だから！　達成値18です。

ＧＭ：竜は翼つばさを広げてバサッと回避。２Ｄ＋５だからクリティカルのみ。（ダイスを振る）無理、出目５。命中した。

クロヴィス：貫かん通つうダメージと［衰すい弱じやく］つけるのどっちがいい？　（少し考え）……［衰弱］か。《シックネス》を使うぜ。ダメージを受けたら［衰弱（３）］だ。

カナデ：《ディスコード》。（ダイスを振る）３点追加です。

シェフィル：（ダイスを振る）78点だから、合わせて81点の物理ダメージ！

ＧＭ：けっこう痛いたいな！　51点抜ぬけて、［衰弱（３）］を受けた。

シェフィル：これでわたしは終わり。

クロヴィス：これで全員行動済ずみだから、ラウンド終了か。

ＧＭ：いや、ここで神官さんが《二回行動》を使う。

カナデ：うわ、また《ダブルキャスト》ですか!?

ＧＭ：そのとおり！　ムーブなし、マイナーは《ブーストマジック》、メジャーアクションは《ダブルキャスト》で《ウォータースピア》を二回。一回目はカナデを狙ねらう。

イリス：さすがに私は狙ねらいませんか。

ＧＭ：当たり前だ。お前が硬かたいのはわかってる。《ウォータースピア》と同時に《バリアントマジック》を使用して、ダメージに＋５Ｄ。（ダイスを振る）28。

カナデ：それはどうしようもありませんね。（ダイスを振る）命中しました。

イリス：さすがにカナデは危あぶない。《カバームーブ》《カバーリング》でカバーします。

ＧＭ：じゃあ、神官の放った水の槍やりの射線上にイリスが割わり込こみ、カナデの代わりに受け止める。（ダイスを振る）80点、魔法ダメージ！

イリス：65点ダメージ、なんとか生きてはいる。

クロヴィス：ここは《プロテクション》してもいいと思うぜ。

イリス：ならお言葉に甘あまえて自分に《プロテクション》。（ダイスを振る）………うおっ!?　出目がすごい！

シェフィル：ホントだ、２以下がない！

イリス：23点軽減して、42点ダメージ。残り【ＨＰ】30！

ＧＭ：ほう。ダメージが入ったから［放心］……だけど、意味ないか。

イリス：不ふ沈ちんの冠かんむりの効こう果かで、［放心］は受けません！

ＧＭ：それじゃもう一発！　《ウォータースピア》をシェフィルに。イリスがカバーに入れないうちにウォーリアを倒たおす！　《バリアントマジック》も使用……（ダイスを振る）おおっ、クリティカル!!

シェフィル：ええ───っ!?　回避は……（ダイスを振る）クリティカルしないよ！　《プロテクション》、ないですよね……。

イリス：《アフェクション》もありません。ここは《蘇生》を切るしかありませんね。

カナデ：あとはＧＭのダイス目が走らないことを祈いのるだけ……。

ＧＭ：ふっ、一撃で沈しずめてやるわっ！　（ダイスを振る）……うわ、低い!?

クロヴィス：（ダイス目を見て）いや、平へい均きんくらいだろ。

ＧＭ：（計算中）……えっと、10Ｄ振ふって出目が30点。平均よりちょっと下くらい。65点の〈水〉属性魔法ダメージだ。

シェフィル：いまの【ＨＰ】じゃ耐えられないので《蘇生》を使います！

イリス：これで【ＨＰ】全ぜん快かい！

クロヴィス：全員が適てき度どにダメージを受けてるから、ちょうどいいタイミングだったぜ。

シェフィル：で、あたしは54点ダメージを受けた。残り【ＨＰ】25点。

ＧＭ：これで切り札は全部切らせた。全員、行動済みでクリンナッププロセスだ。なにかする人はいる？

シェフィル：わたしが《フックダウン》でポーションを飲む！

ＧＭ：ああー！　取ったなそんなの！　たしかにここで使わない理由がない。

シェフィル：でしょ？　（自分のデータを確かく認にんして）………………あれ？　ＨＰポーションを持ってないよ……？

イリス：なんだと───っ!?

カナデ：あれ、買いませんでしたっけ？

シェフィル：買おうとした記憶はある…………あ。

クロヴィス：あ。

シェフィル：たしか買おうとした時……（笑）。

クロヴィス：うむ、オレがＭＰポーションだけでいいって言ったな。にくもいらんと。

シェフィル：クロちゃん──────っ！（一同爆笑）




　───仕方なく、ここでシェフィルは持っていたハイＭＰポーションを使用し、【ＭＰ】を完全に回復させた。

　これで第一ラウンドが終了し、戦いは次のラウンドへ移った。




●第二ラウンド

行動値

クロヴィス　　　　　　　　　　　　　　18

ゾハール神官　　　　　　　　　　　　　17

カナデ　　　　　　　　　　　　　　　　15

シェフィル、ドラゴンＡ、ドラゴンＢ　　13

イリス　　　　　　　　　　　　　　　　３
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ＧＭ：それじゃ第二ラウンドのセットアッププロセス。クロヴィスから。

クロヴィス：ここで《陣形》使う意味があるか？

カナデ：クロちゃんを動かす意味はありますね。あとシェフィルを魔法の射程から外すのもいいでしょう。

イリス：《陣形》ってもうここでしか使わないですもんね。だったら使った方がいい。

シェフィル：それじゃ《陣形》を使おう！

クロヴィス：んじゃ、「シェフィル下がれ」って言って、俺が前に出る。13メートル前進して、神官から10メートルの位置へ。

シェフィル：わたしは言われたとおりに下がる。……どこまで下がっていい？　10メートル下がっても大だい丈じよう夫ぶ？

ＧＭ：場所が場所だけに下がるのも限界があると思うが……。まあ、25メートルが限界としておこう。

シェフィル：じゃ、10メートル後退して、神官から25メートルの位置。イリスとクロちゃんの支援が届かなくなりそうだけど、【ＨＰ】減へってるし、攻撃されない方が重要！

イリス：では、私が５メートル前進して、神官とドラゴンたちにエンゲージ。

カナデ：私は動きません。これで《陣形》は終わり。

クロヴィス：あとは《限界突破》しとくか？　イリスが攻撃できねえと思うけどよ。

イリス：いまの内に使って、敵を減へらす方がいいと思います。

シェフィル：わたしもこのあとの攻撃が怖いから、《限界突破》使った方がいいと思うな。

カナデ：シェフィルがそう言うなら、止める理由はありませんね。

シェフィル：それじゃ、《限界突破》承しよう認にん！

ＧＭ：神官はないから、次はカナデ。

カナデ：《ファイトソング》でクロちゃんの《インタラプト》の回数を増ふやす。

シェフィル：あたしもなし！

ＧＭ：ドラゴンたちもない。最後、イリス！

イリス：《プロボック》入れましょう。対象どうしましょうか？

カナデ：全員わたしに攻撃できるんですよね……。

イリス：ならボスに！　入れば私を攻撃してくれるかも知れない。（ダイスを振る）４Ｄ振って９！（笑）　達成値18です。

ＧＭ：それは抵てい抗こうできる可能性がある。こっち【精神】判定は２Ｄ＋10。

シェフィル：８以上だね……。

ＧＭ：（ダイスを振る）きた、９！　達成値19で防ふせいだ。

イリス：くう……どうしようもない、か。

ＧＭ：それでは、イニシアチブプロセス。トップはクロヴィス。

クロヴィス：シェフィルの攻撃まで待機するか……？　いや、先に［衰弱］をつけた方がいいな。ムーブで神官たちにエンゲージ。マイナーで《オルタナティブウェポン》、メジャーで《ワイドアタック》でエネミー全員を攻撃。（ダイスを振る）26だ。

ＧＭ：（ダイスを振る）……ちっ、誰も回避できなかった。ドラゴンＡは［衰弱］で15点ＨＰロス。かなり効きくな、これ！

カナデ：《ディスコード》。（ダイスを振る）６点追加ですよ。

クロヴィス：自分で《シックネス》。（ダイスを振る）合わせて69点のダメージ。けど、神官は弾はじくんだろ？

ＧＭ：そのとおりだ。クロヴィスの放った金きん属ぞく糸は神官への直ちよく撃げきコースを走るが、その途と中ちゆうで「ぱしゃん」となにかに弾はじかれ、届かない。

クロヴィス：（わざとらしく）なにー、俺の攻撃が届かないだとー。

シェフィル：だろうとおもった。

ＧＭ：で、残るドラゴンは53点ダメージを受けて、ドラゴンＢはさらに［衰弱（３）］っと。なあ、［衰弱］っていつ解とけるんだ？

クロヴィス：《キュア》みたいなスキルを使わなきゃ解かい除じよできないぜ。

ＧＭ：そんなスキル持ってるわけねえだろ！　トホホ……。

クロヴィス：それとシックルチェインの効果で［スリップ］も追加。

ＧＭ：うげ、ドラゴンたちが足止め喰らった！　うしろに抜ぬけられない!!

クロヴィス：へっ、そのために先に攻撃したんだぜ？

イリス：次は神官さんですよ。

ＧＭ：ムーブはなし。マイナーアクション《マジックブラスト》、メジャーアクション《ウォータースピア》で、イリスとクロヴィスを攻撃するけど……。

クロヴィス：させるかあ！　《インタラプト》……！

ＧＭ：だよね───っ！　放とうとした水の槍が、クロヴィスの金属糸に切きり裂さかれ、霧む散さんする。はい、はい、神官さんはこうなる運命だと実はわかってました。神官さん終了。

カナデ：では、私。《リゼントメント》がいいか、《マジックブラスト》でまとめて攻撃するか……。

クロヴィス：まずは一体、確かく実じつに落とした方がいいと思うぜ。

カナデ：なるほど。では、ムーブ、マイナーなしでドラゴンＡに《ウォータースピア》《リゼントメント》です。（ダイスを振る）低い、22。

ＧＭ：それでも回避はクリティカルのみ。なのでドラゴンは男らしく回避はしない。

シェフィル：男らしくって（笑）。

イリス：下手に回避判定するとＨＰロスを受けますからね（笑）。

カナデ：では、ダメージ。（ダイスを振る）……[image: ]点の〈水〉属性魔法ダメージ。




　カナデが渾こん身しんの魔力を込こめて水の槍が、ドラゴンの身体に突つき刺ささる。

　硬い鱗うろこも、〈水〉の魔力にはなんの意味もない。

　水の槍は身体を容よう赦しやなく貫つらぬいて、大きな穴あなをうがち……ドラゴンは再びオーラとなって、空中に消え失せた。




ＧＭ：耐えられるかっ！　ドラゴンＡは倒たおれて地響きを鳴らした……！

シェフィル：さすが参さん謀ぼう！　次はわたし。待機するよりも畳たたみかけた方がいいかな？

クロヴィス：どうだろうな。Ｂはそれほどダメージを受けてないから、待機でもいいぜ。

シェフィル：なるほど……それじゃ、待機します。

ＧＭ：じゃあ、ドラゴンＢ。まずはムーブで［スリップ］解除。マイナーなし。メジャーは……《ブレス：火》でクロヴィスとイリスを攻撃だな。

イリス：でしょうね。来なさい。

ＧＭ：（ダイスを振る）達成値は20。で、判定したから15点ＨＰロス。

クロヴィス：俺は結構楽勝だな。４Ｄ＋９。（ダイスを振る）ちょい低いが、大丈夫。出目11で20…………。

ＧＭ：…………（ニヤリ）。

クロヴィス：（はっと気がつき）……って、これじゃダメだ！　フェイトで振ふり直す!!

シェフィル：クロちゃん、このままでいいんじゃないの？　達成値20で回避でしょ？

クロヴィス：いや、神官がリアクションのダイスを一個こ除外させるシャーマンのスキル、《タングル》を持ってるはずだ。あの出目だと、使われたら当たる。

カナデ：そういえばさっき、シャーマンのスキルの《ディビレテイト》を使ってましたね。

イリス：すると、同じシャーマンのスキルである《タングル》を持ってても不思議じゃないってことですね。

クロヴィス：そういうことだ。避さけられる時に避さけておきてえし、振り直すぜ。




　なお、クロヴィスの予想は大的中。

　自分がシャーマンなだけに鋭するどく勘かんが働いたようだ。




クロヴィス：（ダイスを振る）よし、５・４・４・３で出目16。《タングル》使われても回避だ！

ＧＭ：（微び妙みように悔くやしげ）…………イリスは？

イリス：私はクリティカルのみ。（ダイスを振る）出目７。命中です。

ＧＭ：（ダイスを振る）……48点の〈火〉属性魔法ダメージ。

イリス：《プロテクション》！（ダイスを振る）ちょっと低い……13点軽減で20点ダメージ。残り【ＨＰ】52点です！

ＧＭ：くっ、さっきから上手くしのがれてるな。次はイリスだ。

イリス：ムーブ、マイナーアクションはなし。メジャーアクションでカラドボルグを使用し、神官の結界を破壊しましょう。「ゼロ、使わせてもらいます！」




　イリスが槍を床ゆかに突つき刺さし、自由になった手でカラドボルグを引ひき抜ぬく。

　そして、引ひき抜ぬいた勢いのまま、神官にカラドボルグを叩き付ける。

　神官を打うち倒たおすには不十分な、だが結界を切きり裂さくには十分すぎる一撃。

　イリスがカラドボルグを振ふりきると、神官のまとっていた不ふ可か視しの結界は粉々に砕くだけ、風を巻まき起おこしながら消しよう滅めつした。




ＧＭ：「やはり、カラドボルグ相手ではゾハール様の結界といえど、いささか分が悪いようですね！」

イリス：距きよ離りをとってカラドボルグを腰に差し直し、槍をとって構える。「次はあなたの番です。覚かく悟ごはいいですか？」

ＧＭ：「舐なめないでください。ここまで来て引けるわけがないでしょう！」……で、次は待機していたシェフィルの行動か。

クロヴィス：イリスが城じよう門もんをこじ開けたぞ！

イリス：いまです、シェフィル！

シェフィル：じゃあ、全力でいくよ。移動して《ホークアイ》が切れたからかけ直し！　マイナーで《シュアショット》、メジャーで《バッシュ》。《ボルテクスアタック》と《デュアルアロー》でミスリルの矢をふたつ使う。

シェフィル：（ダイスを振る）……ああー、クリティカルしない。29。

ＧＭ：（ダイスを振る）避よけられない。命中だ。

シェフィル：ダメージロール前に《スラッシュブロウ》を使用。これでダメージは……（計算中）……16Ｄ＋[image: ]点！

ＧＭ：わ、わけがわからないよ！　そこまでいくのか!!

シェフィル：いくよ、ゼロさんの仇！

ＧＭ：え？（笑）

イリス：ゼロは死んでませんから！（笑）

シェフィル：うそうそ（笑）。（ダイスを振る）出目が53だから、[image: ]点の物理！　ダメージがとおったら［放心］ね！




　神官のまとった結界が砕け、イリスがカラドボルグを戻し、槍を構え直す……それを確認したシェフィルは引ひき絞しぼっていた弦つるを手放した。

　砕くだけた結界が巻まき起おこす風の中、二本の矢は稲いな妻ずまのごとく、轟ごう音おんと共に神官の身体に突つき刺ささった。




ＧＭ：げふ、[image: ]点抜けた。さらに《バッドステータス無む効こう》で［放心］を打ち消し、さらに10点。……さすがに一撃じゃ倒たおれないが、痛い！

シェフィル：さすが頑がん丈じよう……！

イリス：ですが、確実に追おい詰つめているはずです。

ＧＭ：これで全員行動済みだな。ここで神官が《二回行動》する！

イリス：う、これがあったか……。

ＧＭ：神官が未行動になって、すぐにメインプロセス。……前ぜん衛えいにブレスを吐くか。

カナデ：ブレスじゃないでしょう（笑）。

クロヴィス：範囲に魔法攻撃だろ？（笑）

ＧＭ：そのとおりだ（笑）。ムーブなし、マイナーアクションで《マジックブラスト》、メジャーアクションで《ウォータースピア》。クロヴィスとイリスを攻撃。《バリアントマジック》は使い切ったからそのまま！（ダイスを振る）ぷぅ!?　９＋12で21。

イリス：では、３Ｄで回避。（ダイスを振る）。あ、全部６。クリティカルで避さけた。

ＧＭ：おいおい！　《タングル》も意味がねえ!?

クロヴィス：（ダイスを振る）こっちも目がいいぜ。６・５・５・３で達成値28。回避した。

ＧＭ：お前もか！

カナデ：神官さん、最後の輝かがやきが消えた……（笑）。

イリス：ぜんぜん輝かがやけませんでした！（笑）

ＧＭ：ま、まだやれる。やれるよ！　これで全員行動済み。クリンナップにやることはないな？　それじゃ、第三ラウンドだ。




●第三ラウンド

行動値

クロヴィス　　　　　　　　18

ゾハール神官　　　　　　　17

カナデ　　　　　　　　　　15

シェフィル、ドラゴンＢ　　13

イリス　　　　　　　　　　３

[image: ]




ＧＭ：いちおうセットアップを確認しよう。イリスの《プロボック》くらいか？

クロヴィス：そうだな。特にないぜ。

ＧＭ：こっちも特にないから、イリスどうぞ。

イリス：それじゃ《プロボック》を神官に。（ダイスを振る）14。これは無理か。

ＧＭ：ま、４以上で抵抗できるからな。（ダイスを振る）……ぶはははは（一同爆笑）。




　巻まき起おこる爆笑の中心。

　そこにあったのは、１と２の面を上にして止まったダイスがあった。




ＧＭ：なんだこれ！（笑）

カナデ：神官さん、見せ場ができましたね（笑）。

イリス：最高ですね（笑）。

ＧＭ：「許しませんよぉぉぉぉぉっ!!」と、イリスの挑ちよう発はつにぶちきれ［逆ぎやく上じよう］する神官。駄目だ、小物に成り下がった（笑）。

クロヴィス：んじゃ、俺のメインプロセスだ。ムーブ、マイナーなし。メジャーで《ワイドアタック》。（ダイスを振る）げ、ちょっと低い！　達成値17！

ＧＭ：それでもだいぶ厳しいな。まずは神官から。２Ｄ＋７。（ダイスを振る）……おお、ダイス目10で回避！

一同：ああああああ!?

シェフィル：すごーい。

クロヴィス：これはどうしようもないな。

ＧＭ：ドラゴンは判定するとＨＰロスを受けるので、判定せず命中。

クロヴィス：じゃ、ダメージロールの直前に《ピアシングペイン》。（ダイスを振る）55点の貫通ダメージで、抜ぬけたら［スリップ］だ。

ＧＭ：（計算中）……あ、危ない。判定してＨＰロス受けてたら死んでた。

イリス：ギリギリ（笑）。

カナデ：うーん、これは《ディスコード》を使うべきだったかも……。

クロヴィス：ま、しょうがない。

ＧＭ：次は神官だな。《マジックブラスト》に《ウォータースピア》でイリスとクロヴィスを攻撃だ！　（ダイスを振る）よし、出目がいい。29！

イリス：（ダイスを振る）さすがに無理。命中です。

クロヴィス：29は俺でも無理だな。（ダイスを振る）命中したぜ。

イリス：これは《カバーリング》した方がいい？

シェフィル：さすがに耐えられないと思うけど。

クロヴィス：俺は【ＨＰ】満タンだし、一撃じゃ死なない。カバーしなくてもいいぜ。

イリス：了解です。

ＧＭ：んじゃ、ダメージいくぞ！（ダイスを振る）57点魔法ダメージ！

クロヴィス：51点抜けたが、まだ立ってるぜ。残り【ＨＰ】16点だ！

イリス：こちらは42点抜けて、このままじゃ残り【ＨＰ】10点になる！

カナデ：ここはイリスが自分に《プロテクション》ですね。

イリス：お言葉に甘えて。《プロテクション》。（ダイスを振る）ダイス目が高い。19点軽減。残り【ＨＰ】29点！

クロヴィス：まだ一回ぐらいは受けても耐えられそうだな。

ＧＭ：倒すまで遠い……イリスの耐たい久きゆう力りよくが高すぎる。

カナデ：次は私。神官さんと同じく、その場から《マジックブラスト》《ウォータースピア》で、神官さんとドラゴンを攻撃です。いちおう、フェイト１点使って。（ダイスを振る）低いです。達成値25。

ＧＭ：（ダイスを振る）神官は避けられない。ドラゴンＢは判定すると、死ぬんで黙だまって当たる（笑）。

イリス：ドラゴン……（笑）。

クロヴィス：神官がいるので《ピアシングペイン》を使って貫通ダメージにしておくぜ。

カナデ：（ダイスを振る）高めですわ。65点の貫通ダメージ。

ＧＭ：ドラゴンは耐たえられるはずもなく、水の槍に撃うち抜ぬかれて消滅。神官はふらふらだが、まだ立っているな。「この程てい度どで倒たおれるものか───っ!!」

カナデ：あと、ダメージが入ったので［放心］です。

ＧＭ：それは《バッドステータス無効》で打ち消しておこう。

シェフィル：次はわたしね。ムーブなし。マイナーは《シュアショット》、メジャーは《バッシュ》で、神官を攻撃。ミスリルの矢も一本使用。（ダイスを振る）達成値24。

ＧＭ：クリティカルのみ！（ダイスを振る）やる気がないっ。６で回避失敗。

クロヴィス：どうせだし《シックネス》を入れておく。

シェフィル：（ダイスを振る）86点の物理ダメージ。

ＧＭ：………神官が矢を受けて大きくのけぞるが、ギリギリで踏ふん張ばる。「まだまだです！」［衰弱］は《バッドステータス無効》で打ち消し！

イリス：そこでラウンド最後の私のメインプロセス。《ホーリーウェポン》を使うよりは、攻撃したほうがいいですね。

カナデ：ですね。倒しちゃいましょう！

イリス：ムーブアクションとマイナーアクションはなし。メジャーアクションは神官を攻撃。命中は……フェイトを１点入れておきましょう。（ダイスを振る）20！

ＧＭ：それはクリティカルのみ。

シェフィル：ここでクリティカルが出たら怖こわい……。

ＧＭ：（ダイスを振る）無理、命中した！

カナデ：ここで《ディスコード》。（ダイスを振る）６点追加です。

クロヴィス：ここで最後の《ピアシングペイン》だ。

イリス：残るフェイトを２点使いましょう。（ダイスを振る）うわ、出目がすごい！

シェフィル：（ダイス目を見て）５Ｄ振って６が四つ、５がひとつ!!

一同：おおおおおおっ!?

イリス：出目の合計が29ですよ!!




　なお、５Ｄを振って出目が29になる確かく率りつは６の５乗分の５。

　───約０．０６％である。




ＧＭ：あ、ありえない……（笑）。

カナデ：すごいものを見ました（笑）。

イリス：《ディスコード》の分も合わせて64点の貫通ダメージです！




　踏ん張る神官の懐ふところにイリスが飛とび込こみ、盾の縁えんをみぞおちに突つき入れた。

　強きよう烈れつな打だ撃げき音おんとともに、神官の身体が浮ういて、脚あしが地面から離はなれる。

　そこへすかさず槍の石いし突づきが叩たたき込こまれ、神官はきりもみしながら吹ふき飛とんだ。

　ここまでが一ひと呼こ吸きゆう、流水のごとき会心の連係であった。




ＧＭ：そのダメージを受けたら立ち上がれない。神官は戦闘不ふ能のう、ここで戦闘は終了だ！







ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending01◆決意




　神官ブウは倒れ、操られていたゼロも正気を取り戻した。

　シェフィルたちの手元には、カラドボルグとカフヴァールがある。

〝薔薇ばらの武具〟のふたつを手に入れたシェフィルたちは、果たして───。




ＧＭ：さて、それではエンディングに移うつろうか。キミたちは激げき戦せんの末、神官ブウを倒すことができた。ゼロもカラドボルグも、カフヴァールも無事だよ。

シェフィル：よかったぁ。

イリス：一気に〝薔薇の武具〟がふたつ、手に入りましたね。

クロヴィス：おっと、神官に止めを刺さしておくぜ。復ふつ活かつされたら困こまるからな。

ＧＭ：了解。では、転がった神官の手首に、腕うで輪わがはまっているのが見える。どうやら布ぬのを巻まいたあと、うまく僧そう服ふくの袖そでで隠かくしていたようだ。

カナデ：この腕輪……ゾハール教きよう団だんのものです。

クロヴィス：おいおい、やっぱり入はいり込こまれてたじゃねーか。

シェフィル：神しん殿でんも安全じゃない……。

ＧＭ：と、ここでゼロも目が覚める。

シェフィル：あ、気がついた。よかったー！

ＧＭ：ゼロは頭を振って、「俺は、なにを」とつぶやく。

クロヴィス：ま、いろいろと悪いことしてたぜ？

ＧＭ：「悪いこと……？」

クロヴィス：お前の今の得え物もの、ちゃんと断ことわって持ってきたのかよ？

ＧＭ：いぶかしげに剣に目を落とし、少しの間を置いてから、さすがにちょっと目を見開く。「これは……カラドボルグ!?　どうして俺が、これを」

クロヴィス：やっぱり強ごう奪だつしてきたんだな（笑）。

ＧＭ：しばらく考えたあと、心当たりでもあったのか、肩かたを落とす。「……俺は、なんてことをしてしまったのか……」

カナデ：このままでは、神殿を追放になっちゃいますね。

クロヴィス：だったらよぉ、オレらと一緒にとんずらしねぇか？

ＧＭ：「……ミラは、一緒に来るのか？」

イリス：ミラは神殿の監かん視し下にありますから、難しいと思います。

ＧＭ：「それでは、もうミラを守れない……」と、彼はうなだれる。

シェフィル：ミラちゃんの容態は？　呪いは、進行してるんだよね？

ＧＭ：うん、まだちゃんと確認していないけど、ちらり漏れ聞いた話だと未だ意識は失われたままらしい。

一同：…………。

シェフィル：（少し考えて）……ねえ、今回のこと、神殿にぜんぶ話そうよ！

クロヴィス：お、おい、それ、大だい丈じよう夫ぶなのか？

シェフィル：ゼロさんは、神官ブウに操られてただけだし、きっとなんとかなるよ！

カナデ：それに、カナデたちはカラドボルグとゼロさんを守りましたし、カナデたちがガーベラさんにお願いすれば、ゼロさんの罪を不問にしてもらえるかもしれません。

イリス：でも……カナデさんが、見み張はりの騎き士しを昏こん倒とうさせたことについては、どうします？

一同：……。

カナデ：か、カナデたちは、だまされていたんです！　ですから無問題!!（笑）




　なんて腹はら黒ぐろい女なんだ。




シェフィル：ミラちゃんの状況をちゃんと把握するには、神殿を味方につけるしか……ないと思う。

クロヴィス：たしかに。それに、神殿とゾハール教団の両方と敵対するのは、どう考えても……損だ（笑）。

イリス：では、決まりですね。

カナデ：では、事じ件けんの顛てん末まつを神殿にすべてお話ししましょう！

ＧＭ：了解だ（笑）。では、キミたちはガーベラを通して神殿にすべてを打ち明けた。というわけで、今査さ問もん会が開かれている（笑）。

一同：早っ!?（笑）

ＧＭ：神官はキミたちの話を聞き、「どう思いますか？」「……うむ、話の筋すじは通っている」などと会話をしている。

カナデ：どきどき。

シェフィル：どきどき。

ＧＭ：ガーベラは思案顔の神官たちに向かい、「かのように、シェフィルさんたち一行は、証しよう拠こを集め、神殿の危き機きを救い、ゼロを救い、そして……」

クロヴィス：自分たちの証拠を隠いん滅めつし……（一同爆笑）。

シェフィル：し───っ、し───っ！（笑）

ＧＭ：「……〝薔薇の刻こく印いん〟の継けい承しよう者しやを救うという功こう績せきを上げております。これを処しよ罰ばつするに値するとは思えませんが？」と、ガーベラは言ってくれる。

イリス：ガーベラがフォローしてくれるなら、頼たのもしいですね。

ＧＭ：まぁ、ガーベラはなにかに気づいていると思うけどね（笑）。

カナデ：て、てへ（笑）。

ＧＭ：そうすると、「……なるほど」と、神官たちはうなずき、目配せをし合ってから、ひとりが口を開く。「……判はん決けつを言いい渡わたす」




「……無む罪ざいっ!!」




一同：わ───っ（笑）。

ＧＭ：「キミたちに罪はない。神はそう認みとめられたのだ」

シェフィル：よかった～！（笑）

ＧＭ：実は、どの〝巫女〟を殺すか神殿が決める───というのは、神官ブウが中心となって進めていた話なんだわ。今回の事件の結果、ブウが失脚したため、神殿の方針は一旦、白紙に戻ることになる。

一同：おお。

ＧＭ：そもそも、ゾハール教団が〝巫女〟や〝武具〟を掌握するための裏工作のひとつだっようだね。

イリス：なるほど、そういうことだったんですね。

ＧＭ：「これより、今後〝巫女〟三人をめぐることに関しては、キミたちと協議をして決めたいと思う。キミたちもまた、神殿を理り解かいし、協力し、ともに歩む道を選べるか？」

シェフィル：……。

ＧＭ：「ギルドマスター、シェフィル・グラニー。───回答を」

シェフィル：（凛りんとした声で）ミラちゃんを……守ってくれるなら。

ＧＭ：「もちろん。神殿が全力を上げて、彼かの女じよを保ほ護ごしよう」

シェフィル：それなら、よかった。みんな、いいよね？

カナデ：シェフィルがそう決めたのなら、カナデはそれに従したがいますよ。

イリス：私も、異い存ぞんはありません。

クロヴィス：……ま、シェフィルに害が及およばない限かぎりだったら、言うことは聞くぜ。

ＧＭ：「恐おそろしい少年よ……」（笑）

カナデ：ただ、ここにもゾハール教団の魔の手が伸びているということ、そしてゼロとミラの安全については、くれぐれもよろしくお願いいたします。

シェフィル：そう！　くれぐれもです！

ＧＭ：「ああ、神の名に誓ちかって約束しよう」

クロヴィス：どうだかな。雁がん首くびそろえて査問してるあんたらの中にもいるんじゃねぇのか？

ＧＭ：神官たちは苦笑いをして明言を避さける。実は今回の件けん、神殿側も大だい失しつ態たいなんだよね。だから威い信しんを取とり戻もどすために、警けい備びの強化はされるだろうと思われる。

シェフィル：それなら、ミラちゃんも安心だね。

クロヴィス：ま、安全かどうかはわかんねぇけど、オレたちも多少気楽にはなったな。あとはさっさと、中の掃そう除じをしてくれや。

ＧＭ：それにはガーベラがにこりと笑い、応おうじた。「───はい」

クロヴィス：ガーベラによる血の粛しゆく清せいが……始まる……！（笑）




　想そう像ぞうしただけで恐ろしいわ。




ＧＭ：「では、本日はこれにて閉へい廷ていする。明日より、〝巫女〟たちについての協議を始めたいと思う。諸しよ君くんらの活かつ躍やくを期待し、諸君らの未来に、我われらもともに歩むことを誓おう」

一同：はいっ！

ＧＭ：そして、〝巫女〟と武具をめぐるドラマは、次の段階へとステップアップする。そしてプリミラたちの動きによって、キミたちが今後どうなるかが決まっていくわけだが……。

シェフィル：次の段階……。

ＧＭ：だが、今回の事件はひとまずこれにて終了だ！　お疲つかれ様さまでございました！

一同：お疲つかれ様さまでした───っ！




＊　　　＊　　　＊




　こうして、神殿と共に歩むことを決めたシェフィルたち。

　しかし、彼女らはまだ知ってはいなかった。

〝薔薇の巫女〟……そして、〝薔薇の守護騎士〟。

　このふたつに秘められた……




　───その、悲劇を。







『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・シュヴァルツ』

みっしょん02「シェフィルと蒼茫の縛鎖」

─ＦＩＮ─







超ちようあとがき




　というわけで『シュヴァルツ』第二巻かん、いかがであったろうか？

　先に発売された『ヴァイス』第二巻や、エンターブレインより発売されている『アリアンロッド２Ｅ ファンブック　ラヴィアンローズ』と併あわせて読んでいただければ感かん激げきだ！

　あ。前にも書いたが、それらを読まずとも本リプレイはその内ない容ようを把は握あくできるようになっている。「別のシリーズ見ないとだめなのかー」などと思う必要はないぞ。




　さてさて、前ぜん巻かんで〝薔薇ばらの刻こく印いん〟を受けたシェフィルは、同時に〝ゾハールの呪のろい〟をもその身に受けた。条じよう件けんを満たさない限かぎり、三六五日で死が訪おとずれる。

　加えて、〝刻印〟や〝薔薇の武ぶ具ぐ〟を狙ねらう謎なぞの〝ゾハール教きよう団だん〟の影かげ。自分が村に残れば、また襲しゆう撃げきを受けて人々に迷めい惑わくがかかるかもしれない。そう考えてシェフィルは故こ郷きようを離はなれた。

　そんな悲ひ壮そうな覚かく悟ごに満ちた第一巻を終え、それを受けての第二巻は絶ぜつ望ぼうに堕おちていくことになる───

　……と、思ったらぜんぜんそうならなかったぜ……っ!!

　今回の『ヴァイス』『シュヴァルツ』は企き画かく段だん階かいの頃ころ、短いシリーズにしようよって話を久く保ぼ田たと話していたゆえ、今回のどこかでシリアスモードに持って行こうかと思っていたのだが……うん、セッションの楽しい雰ふん囲い気きに飲のみ込こまれてしまったわけで（笑）。

　まあ、今回でいきなり急転直下させても早すぎるしね！　ね！




　それではここで、今回のリプレイについてちょっと解かい説せつを入れていこう。

　本ほん編ぺんの中央あたりに掲けい載さいされているコミックを境さかいにして、前半部と後半部に分けて説明していくぞ。




■前半部／オープニング～クラン＝ベル出立まで

▼お金な話

　本文を読めば想そう像ぞうはつくと思うが、実はこのリプレイの冒ぼう頭とう部分はシナリオで用意した展てん開かいとはぜんぜんちがう（笑）。

　リプレイにも記き述じゆつしたが、本当は宿屋に行く前に街の中で〝責せき任にんのない借金を背せ負おったかわいそうなじーさん〟を登場させるつもりだった。で、ＰＣに残されたお金を吸すい上あげ、宿に泊とまれなくする→神官が登場して競きよう技ぎ大会への参加を促うながす……そんな流れを予定していた。

　さらにこのじーさん、実は黒くろ幕まくの神官に脅きよう迫はくされて協力を強要されていた……そんな役回りであった。つまり、その事実を判はん明めいさせることで容よう赦しやなく神官をぶっ倒たおしていいという理由をＰＣに与あたえ、倒した時のカタルシスが増ぞう加かする予定だったのだ。やっぱり、事じ件けんには不ふ遇ぐうな目にあっているＮＰＣがいたほうが、それを助けることですかっと楽しめるからだ。

　だが、ＰＣたちがお金をまったく持たないというミラクルの結果、じーさんは登場する機会を失い、宿屋の片かた隅すみでしくしく泣くことになり……さらには、「神官が悪い奴やつである」という話がクライマックスまで明かされないという事じ態たいに陥おちいるのである。とほほ。




▼プリミラ・ヘッジホッグとの邂かい逅こうな話

　実は今回のシナリオの制せい作さくは、『ヴァイス』で先に発生したこのイベントをどう組くみ込こむか、という部分から発想が始まっている。

　ストーリーの流れの中に、いかに必要なイベントとしてこれを組み込むか……そこから考え始め、「ＰＣたちは路銀を稼かせがなくてはいけない」って思考に移うつったのである。

　……このイベント自体は『ヴァイス』の同じシーンと比くらべて大だい惨さん事じなものになったが！




▼競技大会な話

　結けつ果か論ろんに近いところはあるが、この場面は『ルージュ』第二巻（みっしょん03）のセルフパロディ的な意味を持たせている。




■後半部／ディアスロンド到とう着ちやく～エンディングまで

▼ミラと蒼あおい刻印

　ちょっとファンブック『ラヴィアンローズ』に絡からんだ話をしておこう。

　今回、ミラに〝蒼い薔薇の刻印〟が発はつ現げんする。実はこれは、ファンブック『ラヴィアンローズ』のセッション時より決まっていたことだ。

　ファンブックに掲載されたリプレイ「ゼロの琥こ珀はくの一いつ角かく獣じゆう」を読まれた方は、その記事において、ゼロとミラがカラドボルグの封ふう印いんを解といた事象について、どんな会話が成されているか覚えているだろうか？　本来、〝薔薇の武具〟は〝薔薇の巫女みこ（正せい確かくには〝薔薇の刻印〟を持つ者）〟にしか開かい封ふうができない。

　この時、プレイヤーの側から「シェフィルが〝刻印〟を開封したから、それに呼こ応おうしてカラドボルグも蘇よみがえったのか」と予想のセリフが出ている。が、ＧＭはこの時、その言葉に対して肯こう定ていも否ひ定ていもしていない。ただ沈ちん黙もくを守るのみだ。

　実はプレイヤーの推すい測そくは外れであり、ミラが〝刻印〟を持っているからこそ、カラドボルグは開封されたのである。ミラの〝刻印〟はシェフィルより前に発現しており、それをロイドが隠いん蔽ぺいしていたのは本文にも書かれているとおりだ。

　ファンブックのお持ちの方はリプレイのラストページを開き、挿さし絵えをよくご覧らんになって戴いただきたい。襟えりに隠かくれてはいるが、ちらりと〝刻印〟が見えていることに気付くだろう。




▼さらなる〝刻印〟の継けい承しよう者しや

　セッション中に、〝薔薇の刻印〟の継承者が現げん状じようで何人いるのか、プレイヤーたちがさまざまに推測しているが……これは概おおむね正せい解かいである。

　ノエルとノイエに関しては〝ゾハールの呪い〟に関係しないので、除じよ外がいしておくとして……シェフィル（黒）、ミラ（蒼）、プリミラ（白）───そしてもうひとりのまだ見ぬ〝誰だれか〟だ。

　ともかくこれにより、〝薔薇の武具〟をすべて集めても全員が助かる道は閉とざされたことになる。今後の展開をお楽しみ願いたい。

　なお、ひとつだけ補足しておこう。

　セッション中、「〝薔薇の武具〟を集めれば、シェフィルとプリミラが殺し合わずとも両者は助かる」───それをクロヴィスが発見している。

　その段階では、概ね正しい理論である。

　だがそれは、あくまでキャラクターの視点で見た時の話である。

『ヴァイス』と『シュヴァルツ』、その両方をお読みの方ならすぐに気づいただろう。

　その方法では、助からないと。

　なぜならクロヴィスがその発言をした段階で、すでに〝巫女〟は三人存在しているからだ。

　シェフィル、プリミラ、そして……プリミラの妹セシリーである。

　リプレイをよく読めばわかると思うが、実は小暮さんがそれに気づき、考えるそぶりを見せている（＊参照）。

　───うん、正解である。

　だが、プレイヤーは『ヴァイス』を読んでいるからその情報を入手できるが、ＰＣの視点では、セシリーの存在を知り得る状況にない。「もしかして、セシリーは呪いの話とは関係ない？」という推測もあわせ、セッション中にはそれを言い出さなかったようである。




　……さて、そろそろ紙面が尽つきてきた。

　先ほどもちらりと書いたが、『ヴァイス』『シュヴァルツ』は短くまとめる方向で考えている企画だ。が、短くするとどうしても全体の間というか、尺しやくが足りなくなる。ゆえに、これらと並行する形で……側面から援えん護ごする形で『ラヴィアンローズ』は出しゆつ版ぱんされたわけだが、水面下で動かしているのは、それだけではない。

　発表の日をお待ち願いたい───。




二〇一三年四月某ぼう日じつ　〝しゅらしゅしゅしゅ〟な菊きく池ちたけし
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